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序章　未来の残虐王






　大きく取られた窓からは柔やわらかな春の陽ひが降り注そそぎ、ほのかな潮しおの香りに混じって海鳥の声が遠く響ひびいている。昼寝にはもってこいの条件下であったが、部屋の主あるじである暗い金色の髪かみの少年は贈おくり物の吟ぎん味みに集中しきっていた。

　王家御ご用よう達たしの仕立屋にあつらえさせたドレス、ダイヤモンドを中心にした色とりどりの貴石、凝こった作りの菓か子し類るい。想い人の誕生を祝う品として一般的に相応ふさわしい物は、大国クルセージュを担になう未来の王の名に懸かけて最上級品を揃そろえたつもりだ。

　だが、肝かん心じんの相手は一般的な姫とは程遠い。自室に集めた品々をためつすがめつしながら、ユベル・セティル・ド・クルセージュは幼おさない眉み間けんに薄うすいしわを寄せた。

「現金も、一応用意したほうがいいだろうか……シルディーンの通貨は、ゼダルだったな」

「熱心ですね、ユベル」

　不意に後ろから声をかけられ、ユベルは仰ぎよう天てんして飛び上がる。

「うわっ、母上!?　あの、これはっ」

「存じておりますよ。死神姫への贈り物でしょう？」

　息子むすこの背後に立って穏おだやかに微笑ほほえむのは、プレアーナ・ミレディ・ド・クルセージュ。ユベルの母にして、「残ざん虐ぎやく王おう」デュランダールの妻だ。「死神姫」アリシアには「残ざん酷こく王おう妃ひ」なる二つ名とそれに見合う振る舞いを期待されているが、少なくとも見た目は清せい楚そな貴婦人である。

「は……はい。今度アズベルグへ行くのでしょう？　ちょうどその頃アリシア様が、十七歳の誕生日をお迎むかえになるとのことなので……」

　すっかり血色の良くなった頰ほおをぽうっと薄赤く染そめて、ユベルはうなずいた。十を過ぎたばかりの少年であるが、その眼にある恋の情熱は本物だ。

　改めてそれを確認したプレアーナは、ある決意を瞳ひとみにたたえて息子に向き直った。

「ねえユベル。あなたはやはり、アリシア様を諦あきらめる気はないのですか？」

「ええ、もちろん！」

　相手が既き婚こん者しやであること、遠くこのクルセージュまで仲なか睦むつまじさが知れ渡った夫婦であること。それらを承しよう知ちしてなお、ユベルの瞳にある熱い光が絶たえることはない。彼の父親と、同じように。

「余よはいずれ、このクルセージュを背負う身です。『残虐王』と呼ばれることを厭いとわず、この国を守るためにすべてを捧ささげた父上の息子です!!　ですから知っています、最高の男の側そばには、最高の女性が必要だと……!!」

　きらきらと輝かがやくまなざしには一片の曇くもりもない。

「アリシア様は余の人生を変えてくれた女神です。あの方にお会いしなければ、余は今でも寝しん台だいの住人だったでしょう。既婚者だからなんだというのですか。『アズベルグの暴君』が相手だろうと、むしろ望むところです。絶対に諦めはしません!!」

　ぼこぼこ茸だけの毒に侵おかされ、長く病びよう床しようにあったユベルだ。病弱は毒物が食べ物に混入されていたゆえ、と分かるきっかけを作ってくれたアリシアは救いの女神である。

　あの頑がん健けんな父の子でありながら、と自責の念に駆かられ続け、すっかりひねくれた性根も彼女への想いゆえに改善された。まっすぐな瞳の輝きを、プレアーナは少しまぶしそうに見つめている。

「……それに最近、マルグレートとシルディーンが接近しているという噂うわさもあります。地理上彼らに手を組まれると、クルセージュにとってはかなり厄やつ介かいなことになる」

　寝台を離れられないせいで、なかなか進んでいなかった政務についての勉強も順調だ。最近の懸けん案あんである政情を、ユベルは大人びた口調で述べた。

「そのようですね。アリシア様とのお付き合いも含めて、シルディーンとは隣りん国ごくとして仲良くしていたかったのですが……」

　物もの憂うげに瞳を伏ふせる母に対し、ユベルは小さく首を振った。

「ええ、国境を接している国との不仲は避さけたいところです」

　元々クルセージュとシルディーンは隣となり合う大国同士、互いが仮想敵国だった。デュランダールが〈翼つばさの祈いのり〉の聖職者を国外追放したことで、両者の溝みぞは決定的になった。

　だが現在は〈翼の祈り〉の体制が変わり、シルディーンの内乱を収束させるためクルセージュが力を貸したことがきっかけとなって、何度か歩み寄りの機会が持たれた。その一いつ環かんとして、アリシアと彼女の夫である〈強きよう〉公こう爵しやくカシュヴァーンは、マルグレート人が商品として流通させている「神様」を退治してきた。

　しかしその過程で、シルディーンとマルグレートもまた距きよ離りを近くしたようなのだ。有能な交易国家であるマルグレートと表立って争いたい訳ではないのだから、両者が正常な国交を保てる範はん囲いでの交流はクルセージュも望んでいる。だが残念なことに彼らの付き合いは、クルセージュの思おも惑わくを超えてしまっているように思える。

　そうなれば、クルセージュは東のシルディーンと南のマルグレートから挟きよう撃げきされる可能性があるのだ。おまけにマルグレートは、傭よう兵へい国家ラグラドールを扇せん動どうするような動きも見せているという。下へ手たをすると北からも敵軍が来る訳だ。

「困ったものですね。せっかくあなたのお父様が、クルセージュに平和をもたらしたというのに……」

　国王である兄とその弟。二人のぶつかり合いにより、引き裂さかれそうになっていたクルセージュを制したのは兄デュランダールの豪ごう腕わんだった。そして彼は戦利品として、弟の妻だったプレアーナを娶めとったのだ。

　当時のことを思い出しているのか、一層物憂げな表情をする母とは対照的に、ユベルの表情に迷いはない。

「ええ。ですが、こうは思いませんか、母上。ならば、国境をなくしてしまえばいいと」

　力強い物言いに、プレアーナははっと眼を見開いた。聡そう明めいな彼女は、たちどころに息子の意い図とを汲くみ取った。

　三国それぞれが国境を作って相手を拒こばみ、自国の利益のみを主張しているから話がややこしくなるのだ。だから国境を取り払い、唯ゆい一いつの王を崇あがめるようになれば問題は解決する。

「ああ……だったらやはり、用意する現金は、クルセージュの通貨のままのほうがいいですね」

　ゼダル通貨など、この世から消えてしまうかもしれないですから。

　唯一の王がクルセージュ王であると微み塵じんも疑わない口振りは、傲ごう慢まんさを感じさせないほどに傲慢だった。

「アズベルグにサファイア鉱こう脈みやくが見つかった、というお話も聞きました。マルグレートが眼をつけるほどだ、きっと素晴らしいものなのでしょう。しかし残念ながら、アズベルグの人々は巨大な富との付き合い方に慣れていない。我らクルセージュの管理下に置いたほうが、きっといいと思います」

　まるで決まった未来を語るかのように、ユベルの口く調ちようは滑なめらかだ。一いつ瞬しゆん絶句していたプレアーナは、小さなため息をついた。

「あなたは本当に……お父様とそっくりに育ちましたね」

「本当ですか!?　嬉うれしいな。見た目は母上に似ていると言われますからね……いえ、もちろん母上は大変美しく賢かしこく素晴らしい方です！　ですが余には、父上のようにたくましく雄お々おしい王になって、この国と母上とアリシア様を守っていきたいという目標がありまして……!!」

　ぱっと瞳を輝かせたのも束つかの間ま、ユベルは慌あわてて弁解を始めた。年相応に慌てる様を微笑ましく見つめていたプレアーナの眼が、ややあって雰ふん囲い気きを異にする。

「ところでね、ユベル。そのマルグレートから、あなたに贈り物が届いています」

　聞き間違い、あるいは言い間違いだと思ったのだろう。噴ふき出すのをこらえるような表情を見せたユベルだったが、プレアーナの態度に変化はない。聞き間違いでも言い間違いでもないと、すぐに悟さとった。

「……余に、ですか。余は別に誕生日などではないのですが、アリシア様宛あての間違いでは……？」

「アリシア様には別に贈っているのかもしれませんね。ですがこれは、間違いなくあなた宛ですよ、ユベル」

　そう言ってプレアーナが取り出したのは、上等な布でくるまれた小さな箱だった。装そう飾しよくからして部屋の一角を占せん拠きよしたアリシアのための贈り物の山と遜そん色しよくのないものだったが、ユベルはさっと青ざめた。

「危ない、母上！」

　まるで毒を含まされていた時のように、その頰からは血の気が引いている。小さな手が伸び、母の持つ箱を投げ捨てようとしたが、プレアーナは素早く身を引いて躱かわした。

「何をするのですか、ユベル」

「な、何をするではありません、母上！　ご存じでしょう、マルグレートの連中が余に何をしたか……！」

　刻きざんだぼこぼこ茸を絶えず摂せつ取しゆさせられていたせいで、あの父の子のくせに軟なん弱じやくな、と言われ続けていたユベルだ。そしてその非難の矛ほこ先さきは、ユベルだけではすまなかった。

「余の体が弱いとされていたせいで、母上まで心ない噂を流されていたではないですか!!　どうせろくなものではありません。そんな物、さっさと捨てて下さい!!」

「ええ、私もそう思いました」

　当然だ、とばかりにうなずかれ、眼を見開くユベルにプレアーナは淡たん々たんと応じる。

「ですからあなたに見せる前に、失礼ながら一度開かい封ふうして、中身を調べさせたのです。中身は液体の入った瓶びんでした」

「液体……まさか、毒ですか!?」

　先走るユベルであるが、過度に警けい戒かいするのも無理はない。プレアーナはやんわりと笑って、

「毒ではないそうよ。どういう成分のものかは、現状不明です。ただ、第二王子ジェリオ殿でん下かの直じき筆ひつのお手紙が付いていました」

「……手紙……？」

　ますます不ふ審しんそうな顔をするユベルへと、プレアーナは美しい透すかしの入った便びん箋せんを差し出した。




『親愛なるユベル・セティル・ド・クルセージュ殿下




　永らく殿下を苦しめていた病魔が退しりぞいたと聞き及び、引いてはわたくしにかかっていた嫌けん疑ぎも晴れたものかと存じ、大変嬉しく思っております。また、例の姫君への贈り物を探すため、我が国の品物にも数多く目を留とめていただき、誠にありがとうございます。殿下の初恋を叶かなえるため、微び力りよくながらお力ちから添ぞえさせていただければと、我が国が誇る「奇き跡せき」のひとつを贈らせていただきました。




　俗に言う惚ほれ薬ぐすり、というものです。飲んで初めて見た相手を愛してしまう「奇跡」、ぜひお試しあれ。




　あなたの友　ジェリオ・シーガル』




　呆あつ気けに取られているユベルの眼は、「飲んで初めて見た相手を愛してしまう」という一文から離れない。

「どうするのですか、ユベル」

　固まっている息子に対し、プレアーナの声はあくまで静かだ。息を吞のんで見上げたユベルの瞳に映うつる彼女は、たおやかな見た目に秘めた心根の強さを意識させた。

　ぎゅっと唇くちびるを嚙かんだユベルは、ジェリオがよこした便箋を折って文ふ机づくえの上に滑すべらせた。

　そして手を伸ばし、母の手から贈り物を受け取って、高価な布の守りを震ふるえる手で剝はぎ取っていった。











第一章　掘って、掘って、また掘って






　シルディーン王国北の辺境、〈強きよう〉公こう爵しやくカシュヴァーン・ライセンとその妻「死神姫」アリシアが治めるアズベルグ地方。

　待望の本格的な春が到とう来らいしたこの時期には、常日頃は迷信深く融ゆう通ずうの利きかない民もかなり開放的になる。しかし今年の浮かれようは前年までの比ではない。

　理由は明確だ。一年中じっとりと湿しめっているか凍結しているかの瘦やせた土地、ろくな産業もない哀あわれなアズベルグと馬ば鹿かにされていた故郷に、思わぬ宝の山が埋うまっていたと発表されたからだ。

「まさか、アズベルグにサファイア鉱こう脈みやくがあるとはなぁ！」

　とっぷりと夜も更ふけたころ、くたびれた酒場に集まった男たちは、慣れない労働で疲ひ弊へいした体に強い酒を流し込みながらも上じよう機き嫌げんに語り続ける。いくら開かい墾こんしても実りの薄うすい田畑を耕たがやすより、儲もうけに直結する作業にはやり甲が斐いがあるのだ。

「守り石なんて、昔からあるものだし、気にも留とめていなかったが……がっかりだな、先に気づいてりゃ一儲けできたのによぉ」

「ばーか、お前が気づいたところで、一昔前なら傭よう兵へいどもだのオーデル侯こう爵しやくだのにかすめ取られたに決まってら！　時機を見る眼ってのが大事なんだよ、眼が!!」

　薄く切った泥どろイモの揚あげ物や豚の腸ちよう詰づめが、次々と卓たくの上からなくなっていく。早々に追加を頼みながら、ひとりがしみじみと漏もらした。

「その点カシュヴァーン様は、本当にいい眼をお持ちだ。酒はとにかく、肴さかなをこれだけ飲み食いできるようになったのも、あの方の代になってからだもんな……」

　食料自給率が低いアズベルグでは、生鮮食材はもちろんのこと、保存食も気をつけておかないとすぐになくなってしまう。冬の間に備び蓄ちくを使いきってしまうと、春先に雪解けが進み、隊商が来るまでは節約生活を余よ儀ぎなくされることが多いのだ。

　しかし今は、西のレイデンや東のオーデルといった肥ひ沃よくな土地との交流がさかんになっている。特にレイデンを統すべるティルナード・レイデン伯はく爵しやくは去年までカシュヴァーンの被ひ後こう見けん人にんだった。彼が食料に融通を利かせてくれたおかげで、アズベルグの食卓はずいぶんと豊かになったのだ。

「お高くとまったぼんぼんだとばかり思っていたが、メイドと婚約してくれるなんて、レイデン伯爵はいいお方だ」

「つまりは、あの人を後見したカシュヴァーン様の見る眼が素晴らしいってこった!!」

　がはははは、と笑い合った男たちは、やがて誰だれからともなくそっと眼を逸そらした。

「……妻を見る眼だけは、ちょっと曇くもってるけどな……」

「いや、あの『死神姫』一筋ってところが、程よく嫌いや味みがなくていいんだよ……」

「まあまあ、カシュヴァーン様が好きならいいじゃねえか！　カシュヴァーン様自身だって、二年前にゃあ相当嫌きらわれてたんだからなぁ!!」

　評価が上がったり下がったり忙せわしないカシュヴァーンであるが、女性の好みはとにかく、その政治手しゆ腕わんに関しては今や領民の誰もが認めている。彼の妻であるアリシアも、容姿は脇に置くとして、その影響力は広く知られている。最終的には「ライセン夫妻に乾杯！」で締めくくった酔よっぱらいたちは、明日も早朝から鉱山に赴おもむくのだ。

　もちろん彼らが杯を捧ささげたライセン夫妻も、毎日のように鉱山へ赴いては、アズベルグに新たな産業を根づかせようと懸けん命めいに働いているのだった。







　早朝の新しん鮮せんな空気を巻き込んで、黒いマントが翻ひるがえる。黒くろ髪かみから黒くろ革かわの長ちよう靴かの先まで黒ずくめ、マントの裏地のみに唯ゆい一いつ紺こん色いろをあしらったカシュヴァーン・ライセンの長身が馬の背から飛び降りると、金かな槌づちや鶴つる嘴はしなどの道具を手にした即そく席せき坑こう夫ふたちが歓かん声せいを上げた。

「カシュヴァーン様！」

「領主様!!」

「また来て下さったんですね!!」

　一部の者以外に伏ふせられていたサファイア鉱脈の件が公おおやけにされてから、そろそろ半月。農作業で忙いそがしい時期にすまないが、の前置き付きで集められたアズベルグの民は、当然採さい掘くつの経験などない。にもかかわらず、誰の眼も希望にきらきらと輝かがやいている。

「みな、朝から精が出るな」

　元来強こわ面もてで、年齢より一回り老ふけて見られがちなカシュヴァーンである。彼によく似た王子様によって顔に傷を受け、黒革の眼がん帯たいをつけるに至ったせいで、見た目の近寄りがたさは増している。

　しかし領民たちの歓かん待たいに笑う顔は照れくさそうで、二十四歳の若者に相応ふさわしかった。その斜ななめ後ろに控ひかえた幼おさな馴な染じみ兼けん執しつ事じのトレイスも、誇ほこらしげな表情で主あるじと民のやり取りを見守っている。

「採掘は順調だと聞いている。俺も後で採掘現場を見学させてもらおうと思うが、どうだ？　何か困ったことはないか」

　ぐるりと視線を巡めぐらせたカシュヴァーンにとっては、ここ一年領内の見回りに紛まぎれ、定期的に訪おとずれていた場所である。起き伏ふくの激しいアズベルグにはよくある、針葉樹林がまばらに突き刺さった小山と春の陽気で底がぬかるんだ谷。これまでずっと茂しげみで覆おおわれてきた坑こう道どうの入口は開放され、複数の灯火が引っかけられている。

　だが鉱山の存在を知らされていなかった民にとっては、アズベルグの土着信しん仰こうである守り石を拾いに来る以外、寄りつくこともなかった場所だ。採掘のための設備は日に日に整えられてはいるが、何分カシュヴァーンも鉱山開発は勉強中である。領民たちの期待に応じるためにも、数日おきに顔を出しては不平不満を吸い上げようとしているのだが、

「いえ、よくしていただいております！」

　返ってくるのはいつも、この返事だけである。実際の採掘を始める前に採掘知識を持つ技術者を招き、できるだけ準備を整えていたのはもちろん、傭兵の通路以外に価値がないと蔑さげすまれていた故郷を盛り立てている実感が彼らに苦労を感じさせないのだ。

「ええ……そうですよね、長年耐たえ忍んできたことがついに報むくわれるとなれば、疲労など感じませんよね……!!」

　感激屋のトレイスはもう泣いている。カシュヴァーンは「まだお前たちが現場入りしてから、それほど日数が経たっていないしな」と苦笑いした。

「やる気があるのは結構だが、専門家に来てもらっているとはいえ、慣れない作業を行っていると自覚するように。なにせアズベルグの大地は、このとおりぐずぐずだからな。落らく盤ばんの危険性には常に気を配っておけよ」

　長靴に散った泥どろ跳はねを見せつけるように片足を上げると、領民たちはびしっと姿勢を正した。

「はい、カシュヴァーン様！」

「お気き遣づかいありがとうございます!!」

　より元気のいい返事が谷間に響ひびき渡る。意い図とせずはっぱをかけてしまった感が否いなめず、苦笑を深めたカシュヴァーンの瞳ひとみがふと翳かげった。

「……ところで我わが妻は、どこにいるのか」

　途と端たんに領民たちの眼もいっせいに泳ぎ出す。

「あ、ええ……アリシア様は、現場監かん督とくの小屋に……」

「いるというか、ずっといらっしゃいます……」

「……そのようだな」

　はぁ、とため息をついたカシュヴァーンはトレイスを連れ、坑道の入口脇わきにある小屋へと向かっていった。







　カシュヴァーンたちが足を向けた小屋には、シルディーン王家を通じて集められた採掘の専門家が常じよう駐ちゆうしている。

　とはいえ寝起きの施し設せつは別に設もうけられているため、ここはあくまで現場への指示を出すための場所だ。元々は小さな村の出身だったトレイスが「私の家に似ていますね」となつかしそうに瞳を和なごませるような、木材を組み合わせただけの粗そ末まつな作りである。

　集まった面々も長年採掘現場で経験を深めた、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした壮そう年ねんの男ばかり。そんな中にひとり、小柄な少女が交じっている。

「なんて素晴らしい、深い青でしょう……ロイヤルブルーのサファイアは、非常に高額で取引されるのよね」

　見本として持ち込まれた最上級の宝石を眼鏡めがね越ごしに見つめ、陶とう酔すいの息を漏らすのはアリシア・ライセン。言わずと知れた「死神姫」である。

　最初の結婚の際に夫が殺害されてしまったため、カシュヴァーンに買われるような形で嫁とついできてから早二年。不吉な逸いつ話わをもとにしたあだ名ばかりがひとり歩きしているが、そもそも最初の結婚も二度目の結婚も、彼女の生家フェイトリンが地方伯とは名ばかりに零れい落らくしていたことに端たんを発している。

　しかし、アリシアは意に染そまぬ結婚だと嘆なげくような性格ではない。むしろ自分を買ってくれるような奇き矯きような金持ちは大だい歓かん迎げい。初対面のカシュヴァーン相手に「旦だん那な様さま、お買い上げありがとうございます！」と明るく挨あい拶さつをしたほどの剛ごう胆たんさを持つ少女だ。口の悪い友人が評するに、「胸と恐怖に対する感性が薄いんですわよ」である。

　その鈍どん感かんさこそが、「アズベルグの暴君」なる悪名を盾たてにして周囲との接触を避さけてきたカシュヴァーンの心を打った。結婚当初はせいぜい愛あい玩がん動物を愛めでる程度だったが、現在は周囲に視力を心配されるほど愛妻にぞっこんである。アリシアもまた、つらい生育環境から身を守るように閉じていた神経を開き、カシュヴァーンを「特別」な「王子様」だと認識するようになった。

「なあ、アリシア……そろそろ屋や敷しきに帰ってきてくれないか？」

　ところが今、カシュヴァーンの口から漏れるのは、妻に出て行かれた哀れな亭主の嘆なげきそのもの。採掘の専門家たちも気の毒そうな顔をしたが、肝心のアリシアだけが毅き然ぜんと首を振った。

「だってカシュヴァーン様！　掘ほれば！　掘るほど!!　儲かるんですのよ!?　ああ、なんて素晴らしい奇跡!!　アズベルグに嫁いできて本当によかった!!　カシュヴァーン様の慧けい眼がんには尊敬の念を禁じ得ませんわ!!」

　カシュヴァーンにとってはどんなサファイアよりも価値のある、青い瞳がきらきらと輝いた。反して、肌はだや髪の艶つやといった、カシュヴァーン以外の人間も認める美点はどこかくすみを帯びて見える。

「アリシア、うん、嬉しいのは分かったから、ちょっと落ち着いて？」

　優しくアリシアを諫いさめるのは、男としては小柄で細身の銀ぎん髪ぱつ少年だ。ただし彼は「死神」の名を冠かんされた凄すご腕うでの元暗殺者であり、現在はライセン夫妻の「息子むすこ」として「お母さん」の護ご衛えいを務つとめている。

「ねえ、カシュヴァーンおにいちゃんも迎むかえに来てくれたことだし、一度帰ろうよ。もう三日もここにいるんだし……」

　カシュヴァーンは領主として毎日のように出かけており、時には別宅に泊まるなどして戻ってこないこともある。だが結婚以来……婚こん姻いん無効とされていた時を除のぞいて……アリシアが夫と離れて何日も家を空あけたことはなかった。

　しかし現在のアリシアは、瞳に異様な熱気を揺ゆらめかせながら採掘現場を動こうとしない。

　なにせ彼女の人生において、これだけの規き模ぼの金儲けに立ち会ったのは生まれて初めてなのだ。本格的な採掘が始まったその日にカシュヴァーンに連れられて見学しに来た際、掘り出されたばかりの原石を見ながらその値段についての講こう釈しやくを聞くうちに、お金大好き魂だましいに火が点ついてしまったのである。

　最初はカシュヴァーンもルアークも、アリシアの執しゆう着ちやくの度合いに気づかなかった。見学が終わり、さあ帰ろうという時に、何事にも頓とん着ちやくしない性格の彼女にしては渋しぶったな、程度だった。だが渋々鉱山を離れたアリシアはその日の夕方にはまた行きたいと言い出し、アリシアに甘いカシュヴァーンが気楽に承知した結果、現在に至る。

　カシュヴァーンもサファイア採掘にはアズベルグの未来が懸かかっていると見ている。反対されるよりはいいとはいえ、ここまで過度に入れ込まれると、何よりアリシアの健康面が心配だ。

「なあ、アリシア。とにかく、少し休めばどうだ」

「そうだよ。帰るのは後でもいいけど、ずーっとここに詰めっぱなしじゃん。食事も睡すい眠みんもあんまり摂とってないし……そろそろ大事なお客さんも来るって話だしさぁ」

　ルアークも一緒になって頼むが、アリシアはぶんぶんと大きく首を振った。

「いいえ、だって全然おなかが空すきませんし！　眠気も感じませんし!!」

　きらきらを通り越し、ぎらぎらと輝く瞳に気け圧おされそうになりながらも、カシュヴァーンは踏ふん張ばった。

「だ、だがな。お前の細腕では、自みずから採掘することなどできないだろう。そもそも鉱山は危険な場所だ。領民たちにも体が丈夫で、ある程度の訓練を積んだ者しか出入りの許可は出していないしな……」

　一番心配なのは健康なのだが、心の健康が危ぶまれるような眼光を発している状態である。体調面への心配で押すのは分ぶが悪いと察し、戦略を変えるカシュヴァーンであるが、アリシアはにっこり微笑ほほえんだ。

「それは大丈夫です。私が鉱山の中で全く役に立たないのは分かっておりますので、お食事の用意、作業で生じたお洋服の綻ほころびの修しゆう繕ぜん、体調不良になった方の救護などでお手伝いさせていただいておりますわ」

　貧びん乏ぼう暮ぐらしを余よ儀ぎなくされてきたアリシアの家事能力は高い。それも貴族の家の中でのものというより、毒草「肥ひ料りよう要いらず」で飢うえを凌しのいできたことに代表される、農民としても貧まずしい暮らしに対応できるような能力の持ち主ぬしだ。

「……医い療りように関する知識は、重ちよう宝ほうされるものじゃあるよね」

「奥様の料理の腕うではお見事なので、奥様が戻られますと士気に影響があるかもしれませんね……」

　ルアークに加え、採掘の専門家たちまで思わず同意を示した。カシュヴァーンは無傷の右眼でぎろりと彼らを見回してから、妻のひときわ細くなった肩かたに手を置く。

「お前が案外鉱山に適した人材なのは分かった。だがな、アリシア。お前は鉱山の料理人兼針子兼医者である前に、俺の妻なのだからな？　俺としては、家で帰りを待っていてもらいたい」

「ですけど、カシュヴァーン様！　掘れば！　掘るほど!!　儲かるんですもの!!　これは素晴らしいですわ!!　この奇き跡せきに立ち会えた奇跡を、神に感謝……あっ」

「なあ、アリシア」

　危なっかしい光を振りまく瞳を覆うように抱き寄せられ、アリシアの動きが止まった。

「確かに金は大事だ。金がないと領民を食わせてやれないし、俺とお前が出会うこともなかっただろう」

　突然の出来事に採掘の専門家たちも固まっているが、カシュヴァーンは気にせず続けた。

「だがな、過ぎた金は薬と同じで、毒にしかならん。俺がこの鉱脈の存在を、お前にさえ伏せていたのはそのせいだ。……ここまで様子がおかしくなるとは思わなかったが」

　サファイア鉱脈の存在を告げた当時は、実感がなかったせいだろうか。かなり冷静な対応をしてくれた妻に油断していたカシュヴァーンは、記憶より少し瘦せた背中を優しく撫なでる。

「で、でも……私が鉱山の料理人兼針子兼医者を務めていれば、経費は抑おさえられますし……もっとじゃんじゃん稼かせげる好機を見み逃のがすなんて……」

　例の商売人王子の口くち癖ぐせまで引っ張り出し、まだぐずぐずと言い募つのるアリシアに、カシュヴァーンは肩を竦すくめた。やむなく、必殺技を繰くり出す。

「一度にたくさん掘り出して流通量を増やすと、一気に値下がりする恐れがあるぞ」

「それは困りますわね!!」

　ひと言で冷静さを取り戻したアリシアの眼から、憑つかれたような熱が弾はじけ飛んだ。ほっと小さなため息をついたカシュヴァーンが、武ぶ骨こつな指先で妻の頰ほおの輪りん郭かくをなぞる。

「そうだろう？　何事も程々が一番だ。ああ、きれいな肌が少し荒あれてしまっているじゃないか……」

「カシュヴァーン、様……」

　サファイアへの執着が吹き飛んだ心の空くう隙げきに、「おなかが痛い」が満ちていく。正確には平たい腹よりややふくらんだ、薄い胸の奥をどきどきと高鳴らせる感覚は、どれだけの金を積んでも最愛の夫以外からは得られない。そのことを思い知らせるようなしぐさだった。

「ごめんなさい！　あの、私、帰りますし、食事もしますし、ね、寝ますからっ！　……そのっ」

　今さらのようにじたばたする妻を腕の檻おりに閉じ込めたまま、カシュヴァーンはふっと笑った。

「ああ、帰ってもらうし、食事もしてもらうが──今夜は寝かせないぜ」

「……も、もう、カーシュ様ってば……!!　んっ」

　突き放そうとする腕を逆に引き寄せられたアリシアは、強引に唇くちびるを重ねられて眼を白黒させた。

「唇も荒れているようだから、舐なめておいてやろうな……」

「も、だめです、人、見て……っ」

「どうせお前には、俺以外の人間などろくに見えやしないだろう？　気にするな」

　いけしゃあしゃあと言い放ったカシュヴァーンが、ぺろぺろとアリシアの唇の表面を舐め始める。大型の獣けものが少女にじゃれついているような光景であるが、それにしては漂ただよう空気が淫いん靡びである。

「うぐぐ、ア、アリシア様を穏おん便びんに連れ戻すため……大いなる大たい義ぎの前では、小さな破は廉れん恥ちには眼をつぶるべき時もある……!!」

　発達しすぎた破廉恥警けい戒かい網もうを止めきれないらしく、トレイスはカシュヴァーンに摑つかみかかりそうな自分を制するのに必死だ。

「ね？　俺が言ったとおりでしょ。カシュヴァーンおにいちゃん、アリシアといる時は大体こういう感じのだめな夫だから。あーあ、去年ぐらいまでは、もうちょっと可か愛わいげがあったのに……」

　アリシアの眼を覚まさせ、かつ二度と同じ事態を招まねかぬためとはいえ、お熱い限りの「両親」をルアークは端たん的てきにまとめた。
















「あ、ああ、本当だ……」

「俺はてっきり、あの子はライセン強公爵の娘むすめだと……」

「結構好きだったのに……」

「おい、何か言ったか」

　妻といちゃいちゃしながらも、彼女に好意を示す男には敏びん感かんなカシュヴァーンだ。不用意な発言をした男をすばやく睨にらみつけると、「おなかが痛い」が高まりすぎて眼を回す寸前のアリシアをいったん解放した。

「立てるか？　アリシア」

「は、はい……」

「足下がふらついているじゃないか。人間やはり、きちんと寝てきちんと食べて、愛する者ときちんと触ふれ合わないとな」

「その愛する者との触れ合いのやりすぎで、アリシアはふらふらしてるんだけど？」

　ルアークの突っ込みには聞こえないふりを決め込むカシュヴァーンであったが、もちろん大事なことはちゃんと記憶している。

「それに、ルアークとも約束しただろう？　ルアークの『お姫様』の話を」

　意外な方向へ進み始めた話を聞き、ルアークは出したばかりの針状の得え物ものを引っ込めた。

　カシュヴァーンとアリシアの間に娘が産まれたら、彼女に求きゆう婚こんしたい。そういう形で二人の「義理の息子」になる道を取れればと、彼は言ったのだ。

「今すぐ産んだとしても、十七歳差なんだ。ぐずぐずしていると、ルアークがおっさんになってしまうからな」

「……言っておくけど、カシュヴァーンおにいちゃんとアリシアだって、見た目は十七歳差ぐらいなんだからね？」

　引っ込めた得物を握にぎり直したルアークが、笑顔でその切っ先をカシュヴァーンの喉のど元もとに突きつける。カシュヴァーンも腰こしの剣に手をかけようとしたところで、アリシアは嬉うれしそうに微笑んだ。

「まあ……カーシュ様は、ルアークのことを本当に愛していらっしゃるのね」

　意図が分からず、揃そろって眼を丸くする「父子」にアリシアは笑顔で告げた。

「ルアークがおっさんだからと、私たちの娘に拒こばまれるのを心配していらっしゃるのでしょう？」

　求婚の優先権は得ているルアークであるが、選ぶ権利はあくまで娘の側にあるのだ。純じゆん粋すいな戦せん闘とう能力なら誰にも負けず、軽けい薄はくそうに見えて気遣いに長たけたルアークであるが、愛は条件の良さが決め手にはならない。

「……ふん。やはり、まだお前のほうが一枚上うわ手てだな」

　図星だったのか、カシュヴァーンが肩を竦めて剣から手を離した。ルアークの手元からも武器が消える。

「そもそも、娘が産まれると決まった訳じゃないしね。個人的には、トレイスさんが恋こい敵がたきになりそうな気がしてるんだよなぁ……やっぱり早いうちに、身を固めておいてもらったほうが……」

　ルアークが何やらぶつぶつと、遠大な計画を練ねり始めた時だった。

「おーい、いちゃいちゃ茶番はそろそろ終わりそうか？」

　不意に聞こえてきたのは、正しくおっさんの声だ。ただし居い心地ごこちが悪そうにしている採掘の専門家たちではなく、もっと図ずう々ずうしい関係者のおっさんである。

「あら、レクサンドール子し爵しやく様、ご機嫌ようございます！」

「なんだ、また来たのか、バルロイ」

　視線はずれているものの、礼れい儀ぎ正しくお辞じ儀ぎをしたアリシアとは対照的に、カシュヴァーンはうんざり顔で小屋の入口に眼を向けた。

「また来たのか、じゃねえよ。俺がここにいるのは、お前たちと可愛い可愛いサファイアちゃんたちのためだろ？　それと、おっさんを一ひと括くくりにして拒まれると決めつけるな」

「そうです。バルロイ様ほどのいいおっさんなら、どんな女性も意のままにできます!!」

　筋骨隆々とした浅黒い肉体を軽度の武装で包んだ男はバルロイ・レクサンドール。北にある傭兵国家ラグラドールの傭兵団長であり、バルロイを擁よう護ごする白はく髪はつの少女は彼の部下であるレネだ。

「そうですわよね。だってレクサンドール子爵様は、レネの大事なおっさんですもの!!」

　ここぞとばかりに、アリシアはレネの言説に乗った。

　俺はレネのものだが、レネは俺のものじゃない。年齢差その他諸々の要素が引っかかっているらしく、女好きが過ぎて女に臆おく病びような面があるおっさんにそろそろ一線を越えさせようと、アリシアはひそかに目論もくろんでいるのだ。親友であるレネのためにも、バルロイのためにも。

　もちろんバルロイには終生一線を越えるつもりはなく、自分ではなくルアークかトレイスはどうだと推すい薦せんしてきた。今回も強引に話を変えようとする。

「俺がいい男であることは周知の事実だからな。ところでアリシア嬢じようちゃんよ。儲かるってのも、一いち概がいにいいことばかりじゃねえぞ？　さっき値下がりがどうだとか言っていたが、それだけじゃなくてな」

「とりあえず、お前が結構前から話を聞いていたことは分かった。ルアーク、どうして止めなかった？」

　剣の師し匠しようであり、恋の師匠ということにもなっているバルロイにまで一連のやり取りを見られていたかと思うと、さすがに恥はずかしくなってきたカシュヴァーンである。アリシアも鼻先を赤くして黙だまり込んだが、近づくものをただちに判別するはずのルアークは悪びれない。

「ごめぇん、バルロイおじさんも、どんどん腕を上げてるからねっ。……あと、『お父さん』の気遣いが嬉しくってさ」

　本気で集中力を乱されてしまったがために、バルロイの接近を検知できなかった。可愛らしく付け加えられた理由に笑みを誘われたカシュヴァーンであるが、「待て、値下がりの話をしていたのはもっと前だよな？」とすぐに冷静になった。

「ええ、じっくりとお二人のいちゃいちゃを観察させていただきました。大変参考になりました」

　レネが表情を変えないまま相あい槌づちを打つ。アリシアの恥ずかしさも増したが、同時にバルロイに攻勢をかける機会も再び巡ってきた訳だ。

「で……でしょう!?　レネもあえてレクサンドール子爵様から離れて鉱山にこもってみる!?　いずれお迎えに来て下さって、人前でぺろぺろ」

「おいやめろアリシア!!」

「……そ、その話は置いておいてだな!?」

　さすがに目元を赤くしたカシュヴァーンが止めに入り、バルロイは不ふ肖しようの弟で子しをからかいたい誘ゆう惑わくを寸前で蹴けった。からかったが最後、自分も人前でぺろぺろさせられる未来が眼に見えていたからだ。

「危ねえ……さすが『アズベルグの暴君』を夫馬鹿にした女、自爆と見せかけて罠わなを張るとはやるもんだぜ……」

　カシュヴァーンに口元をふさがれもがもが言っているアリシアを軽く睨んでから、バルロイは話を戻そうとする。

「あー……なんの話だったか」

「もが、儲かるってのも、一概にいいことばかりじゃねえ、の続きからですわ……！」

　レネとバルロイの仲を進展させたいのは無論だが、それはそれとして儲けに関わる話を聞き逃したくないアリシアである。迂う闊かつな発言をさせまいと必死なカシュヴァーンの指の隙すき間まから、続きをうながした。

「そうそう、そのことだ。あのな、新しく有望な鉱山が見つかると、一いつ攫かく千せん金きん狙ねらいのろくでなしどもが大勢集まってくると相場が決まっている。早めに王家を介かい入にゆうさせて、採掘権の所在をはっきりさせたのはよかったが、盗とう掘くつ狙いの連中がうろうろしてるぜ」

「……そのようだな」

　カシュヴァーンにとっても無視できない話である。アリシアがすっかり傾けい聴ちよう姿勢になっていることを確かめ、ひとまず彼女を解放した。

「だが、そういう連中はすべてアズベルグに侵しん入にゆうする前に追い返されている。誰のおかげかな？」

「さあな。俺の日頃の行いがいいせいじゃないか？」

　とぼけるカシュヴァーンの肩に手を回し、バルロイはわざとらしく親密さを演出する。

「つれないじゃねえか、カシュヴァーン様よぉ。お前らのところの連中もそこそこがんばっちゃいるが、いかんせん数も経験値も足りねぇ。汚れ仕事は俺たちよそ者に任せておいたほうが、外聞もいいだろう？」

「そうだな。しかし、貴様らの追い返し方はいささか荒っぽすぎる上に、たまに無実の商人たちまで追い返しているようだが？」

「分かってねーなぁ。奴らの積み荷の中に、盗掘目当ての野や郎ろうどもが紛れ込んでいたりするんだよ。こちとらその手の連中と散々やり合ってきたんだ、大船に乗った気でいていいんだぜ？」

「ええ、そうです」

　レネもバルロイに加勢する。

「怪あやしい輩やからは我らラグラドールの傭兵団にお任せ下さい、強公爵閣かつ下か。そして見返りを弾はずんで下さい」

「……いっそ清すが々すがしいな」

　とどのつまりは、サファイア採掘によって得られる利益を自分たちにも還元せよ、とこの傭兵たちは言いたい訳だ。実に分かりやすい要求に対してカシュヴァーンは天を仰あおいでみせ、アリシアは深くうなずく。

「そうね、レネ。需じゆ要ようがある時には強気で吹っかける、これもひとつの手だわ。だけど、あまり強気にいきすぎると、競合相手に横からかすめ取られる危険性も出てくるわ。何事も程々が大事よ」

　結婚前から家事に精通し、最近は戦闘能力のなさを補おぎなうべく医術の勉強を始め、平行してマルグレートについて学ぶうちに彼らの商売のやり方まで身につけ始めたアリシアである。糊こ口こうを凌しのぐために自分で作った野菜や果実を売っていた過去もあり、経験に裏打ちされた言葉は公爵夫人とは思えないほど鋭するどい。

「商売のやり方も板についてきたな、アリシア。さすが俺の妻……」

　頼りになる、とうなずくカシュヴァーンを見るバルロイの眼は白い。いつもの夫馬鹿ぶりに呆あきれている気持ちもあるが、今は別の感情のほうが強かった。

「ふうん、競合相手、ねぇ。まさか本気で、鞍くら替がえを考えているんじゃねえんだろうな？　カシュヴァーン様よぉ」

　まだ肩に置かれたままの指先がぐっと食い込んでくる。じゃれ合いではすまない力の強さに顔をしかめたカシュヴァーンは、少々乱暴にバルロイの手を振り払った。ルアークは油断のない瞳で二人のやり取りを眺ながめ、レネも同じ眼でルアークの様子をうかがっている。

「どうなさいましたの？　レクサンドール子爵様。おなかが空いていらっしゃいますの？」

　アリシアは視力に頼らず真実を視る。生あい憎にくと理由は当てられなかったが、とにかくバルロイの態度の変化がおかしいことには気づいた。カシュヴァーンもわざとらしく肩を払いながら、

「最近、やけにぴりぴりしているな。クルセージュは本気で傭兵たちを追い出そうとしているのか？　この間は、噂うわさ話ばなし程度ということだったが」

「……そのはずだったんだがね。どうにも、無視できなくなってきちまった」

　無ぶ精しよう髭ひげの散った顎あごを搔かき、バルロイも苦笑を漏らす。

「元々クルセージュは海かい賊ぞく上がりだのを引き込んで、独自の兵力を作っている。そこに加えて、ラグラドールの後ろに〈翼つばさの祈いのり〉がいた、と分かってからは、向こうも俺たちを警けい戒かいしているようでな」

〈翼の祈り〉の聖職者を追い出して以来、クルセージュと教団の間ではいつ戦闘が始まってもおかしくなかったことを考えれば当然だろう。

「現在の〈翼の祈り〉と傭兵さんたちに、強い繫つながりはあるのですか？」

　現在の〈翼の祈り〉の代表者、クロエの硬こう質しつな美び貌ぼうを思い出しながらアリシアが尋たずねると、バルロイは「ねえよ」と首を振った。

「そもそも、連中との付き合いはあくまで互いの利益のためだ。共存関係に近い。しかも前体制の奴らは、裏でこそこそと俺たちの文化を侵しん略りやくしようとしていたんだぜ」

　はるか南にあったという祖国を後にしてからもずっと、ラグラドール人たちの精神的支柱であった大地の女神。〈翼の祈り〉はその女神を、自分たちの教義の象しよう徴ちようたる聖女アーシェルにすげ替えようとしていたのだ。大地の女神を深く愛しているバルロイにとっては、耐えがたい状況が続いていた。

「……アリシア嬢ちゃんたちの一件で、膿うみは出きったはずだぜ。禍か根こんはねえが、仕事以外の付き合いもねえ。今でも〈翼の祈り〉を信じているラグラドール人はいるが、本人の自由意思に反するようなことは互いにしないと、協定を結んでいる」

「でも、それを『残ざん虐ぎやく王おう』が信じてくれるかどうかってことだよねぇ？　もちろん向こうだって、傭兵さんたちを追い出す気なんてないよーって言ってるだろうし」

　ルアークが口を挟はさむと、バルロイは口の端を曲げた。

「そういうこった。商売以上に、国同士のやり取りは二枚舌が基本だからな。俺たちだってクルセージュとやり合うのは避けたいが、向こうに先手を打たれるのも御ご免めんなんでね」

　きな臭くさいやり取りはまだまだ続きそうだったが、カシュヴァーンが話を中断させた。

「話はここまでだ。今日あたり、大事な客が来る予定なんだからな」

「おっと、噂をすれば……あ、ごめん、別の人だ」

　待ち人が来たかと振り返ったルアークは、すぐに別人だと分かって謝った。程なく深みのある低い声がライセン夫妻を呼ぶ。

「カシュヴァーン、アリシア、久しぶりだな」

　粗末な小屋の中に現れた圧倒的な存在感を見て、アリシアは瞳を輝かせる。

「あらっ、ガーゼット侯こう爵しやく様！　まあ、なんて認識しやすい!!」

「本当に……いや、失礼、ガ、ガーゼット侯爵、閣下」

　率そつ直ちよくに過ぎる妻の反応につられそうになったカシュヴァーンは、咳せき払ばらいをしてごまかした。

「どうした？　今日の私の装よそおいは、それほど刺し激げき的てきかな」

　グラネウス・フィラル・ド・ガーゼット。シルディーンを支える二大宰さい相しようのひとりである老ろう紳しん士しは、彫ほりの深い顔立ちときつく巻かれた金きん髪ぱつがとても優ゆう雅がだ。そこ以外の部分は、見る者の感性によって評価が分かれるが。

「いや、まあ……どうして全身緑なのかは、確かに気になりますが……」

「サファイア鉱山を訪れるのに、全身青というのも面おも白しろみがないと思ってな。あえてのエメラルドを採用した」

　高い帽ぼう子しからとがった靴くつの先まで、微妙に色味の違う緑で揃えたグラネウスが柔やわらかに微笑む。趣味人として有名な「悪あく食じき大たい公こう」慣れしていない採掘の専門家たちの口が、あんぐりと開いた。

「まあ、エメラルドは硬度こそ高いのですけど、無数の傷を抱かかえた脆もろい石で、職人泣かせらしいですわね……ですが、だからこそ高値で取引される……」

　商売人へと思考が切り替わったアリシアがぶつぶつ言っている頭上で、グラネウスとカシュヴァーンは会話を始めた。

「順調のようだな」

「これもシルディーン王家の厚い支し援えんのおかげです。ありがとうございます」

　一時は己おのれの王として担かつぐことも考えた相手だ。グラネウスに対してはカシュヴァーンも丁てい重ちようである。バルロイはいろいろな意味で何か言いたそうな顔をしているが、差し当たっては沈ちん黙もくを守っていた。

「さて、早速だが、視察のついでに良きサファイアを選んで帰りたいと思っている。構わないだろうか」

　何やら含みのある発言に、カシュヴァーンはぴくりと目元を反応させた。アリシアもはっと眼を上げると、グラネウスは目め尻じりに穏おだやかなしわを刻きざみながら微笑む。

「我らが女王陛へい下かが、ついにオーデル侯爵の求婚を受け入れた。近々盛大な結婚式となるだろう。その際に必要な宝石のひとつに、アズベルグ産のサファイアを加えたいのだが」

「まあっ……オーデル侯爵様ったら!!」

「おっ」

　アリシアと一緒に反応したのは、渋しぶ々しぶながらジスカルド・オーデルの恋の師匠を引き受けていたバルロイである。ぐっと拳こぶしを握り締め、にやりと微笑んだ。

「あの野郎、でかした……!!　講師代はたっぷり弾んでもらうからな!!」

「ええ、本当におでかしになりましたわ!!　おめでとうございます、エルティーナ様!!　そして素晴らしい商売の好機までいただき、ありがとうございます!!」

　満面の笑みで喜ぶアリシアの礼は、無論最高の宣伝の機会をくれたことについてだ。女王の華か燭しよくの式典に花を添そえたとなれば、アズベルグ産サファイアの価値は一気に跳ね上がる。

「私からもお礼を申し上げます、侯爵閣下。しかしあの野郎、ようやく男を見せたか……」

　カシュヴァーンとジスカルドは長年犬けん猿えんの仲だったが、共通の敵を得てからは互いに歩み寄り、近年は恋の兄弟弟子だった。七割はエルティーナの幸福を喜ぶ気持ちとはいえ、気づけばすっかり砕くだけた言葉遣いには確かな親愛の情がこもっていた。

「礼には及ばない。私にとっても、待ちに待っていた話だ」

　グラネウスにとってのエルティーナは、王族ならではの苦労を味わってきた者同士、娘か姪めいのような存在だ。自分と同格の宰相となり、人間的にも成長し始めたジスカルドのことを認めてもいる。

「その代わり、ひとつ頼まれてくれないか。我が愛いとしき義娘むすめノーラと未来の夫ティルナードに、尋ねてほしいのだ。延のび延のびになっていた結婚式を、女王陛下と共に王宮で行うつもりはないか、と」

　さり気なく落とされた無形の爆ばく弾だんの威い力りよくは絶大だった。水を打ったように静まり返った室内で、カシュヴァーンがゆっくりと頭こうべを垂たれる。

「重かさね重がさね、本当にありがとうございます、閣下……」

　名家レイデン家の主のティルナードとメイドのノーラだ。婚約までの道みち程のりは遠かったが、めでたく将来を誓ちかい合った後も、何度も結婚式の話が持ち上がっては頓とん挫ざしていた。特に直近で計画された式では、よりによってエルティーナ女王暗殺未み遂すいという大事件が起こったのだ。

　当面は自じ粛しゆくせざるを得ない、という雰ふん囲い気きが流れた。ノーラはいっそさっぱりした様子で、先日までアズベルグの名士に顔を売りに来る余裕を見せていたが、本当はずっと楽しみにしていたのだ。シルディーン王宮にて王族と並んで結婚できるとなれば、喜ぶに違いない。
















「関係者だけの模も擬ぎ結婚式も十分楽しそうではあったが、それですませては、またセイグラムのやつがうるさいでしょうしね……」

　当人同士が慎つつましい式に満足していても、お家大事の陰いん険けん執事は許さないのだ。それもまた、彼の愛の形ではあるのだが。

「なに、そもそもノーラは気が強いからな。陛下の添え物など御免だと、拒むかもしれないが」

「あら、でしたら、お義と父う様さまの思いっきり斬ざん新しんなドレスで対たい抗こうすればもがもが」

　グラネウスの眼が妖あやしくきらめいたのを察し、ルアークがさっとその口をふさいだ。先日の式の際は伝統を守ろう、という姿勢を見せてくれたのだから、今後もその路線を守ってほしい。下へ手たをすればエルティーナまで巻き添えを食ってしまう。

「ふむ……ドレスについてはまた考えるとして、ノーラの機嫌を取るためにも、最高のサファイアはあれのために譲ゆずってくれると助かる。なに、陛下には黙っておこう」

「最高のものを用意するのは、ようやく学習の成果が出た弟弟子に任せておけばいい話ですしね」

　悪戯いたずらっぽく笑うグラネウスに合わせ、カシュヴァーンも茶化した。

「弟弟子？」

「いえ、こちらの話で。しかし閣下、申し訳ないですが、最高のサファイアの贈おくり先はすでに決まっております。なあ、もうすぐ誕生日を迎える我が妻よ？」

　いきなり流し目を送られて、不意打ちの「おなかが痛い」にアリシアは飛び上がった。

「あっ、え、ああ、ですけど……私はサファイアは、どちらかというと売るほうが……」

「なんだ、オーデル侯爵からのものは受け取ったくせに、俺からの贈り物は嫌いやなのか？」

「うう……そうではないのですけど……」

「結構。ノーラも最上級の宝石は、ティルナードに贈らせればよかろう」

　この後の展開は分かっているとばかりに、グラネウスはさっさとそう結んだ。

「若い恋人たちの仲が良いのは、実に喜ばしいことだ。私も再婚相手を探すかな……さて、鉱山の中を見せてもらいたいのだが、誰かついてきてくれるか？」

　今思い出したように声をかけられた採掘の専門家たちが、うろうろと視線を泳がせ始める。ルアークが「大丈夫だって、見た目はアレだけど取って食われたりはしないから」と小声で忠告しながら、適当なひとりを選抜した。

「ア、アズベルグにはこの時期でも緑が少ないので、その……嬉しいです！」

　話に困った彼のしどろもどろな言葉と一緒に、真緑の侯爵は小屋の外へ消えていった。選ばれなかった専門家たちも、逃にげ出す機会をうかがっていたのか、ついでのように外へ出て行く。

　関係者だけとなったところで、アリシアがうきうきとつぶやいた。

「ガーゼット侯爵様の本日のお召めし物は、シャンテ様に通じるものがあるわね」

「やめて下さい、アリシア様！」

　途端にトレイスが真まっ青さおになったのは、そのシャンテ・キャストリーに迫せまり倒されているからだ。一時期はエルティーナの助言に従い、あえて距きよ離りを置いていたシャンテであるが、距離を置いてもトレイスの態度はあまり変化しなかった。基本的に我が慢まんの利かない彼女は、業ごうを煮にやして元の態度に戻ったのである。

「いいじゃんトレイスさん、人生経験だと思って、一回ぐらいちゃんと付き合ってみれば？」

「最近やたらとそういうことを言うな、ルアーク……まさかあの方と、おかしな取引などしていないだろうな!?」

　警戒を露あらわにするトレイスであるが、まさか自分が未来の恋敵認定されているとは知らないのだった。アリシアが「あら、シャンテ様はいくら下さるの？」と尋ねる声を聞きながら、カシュヴァーンはじろりとバルロイを睨む。

「それはそうと、肝心の客が遅いな。バルロイ、お前、クルセージュ一行を追い返したりしていないだろうな」

　カシュヴァーンが待っている客とは、実はクルセージュ王家一行なのである。サファイア鉱山を巡る利権については彼らにも話を通していることであるし、何より以前マルグレートとの仲を疑うような書状も届いた。敵味方をはっきりさせるためにも、改めて会おうという話になったのだ。

「追い返してやりたい気持ちもあるが、今は互いの出方をうかがっているところだからな。下手なことをして、介入の糸口を作ってやるほど馬鹿じゃねえさ。だが、同席はさせてもらいたいね」

「よろしいでしょう？」

　レネまで揃って鋭い眼を向けてきた。カシュヴァーンは腕組みをして天を仰ぐ。

「まあ、いいだろう。俺だって、ラグラドール人と事を構えるほど馬鹿じゃないしな」

「ええ、それにレクサンドール子爵様とレネには、クルセージュ国王夫妻の熟年いちゃいちゃぶりも参考にしていただきたいですし!!」

「ええ、ぜひ参考にしましょう、バルロイ様!!」

　いきなりレネが敵に回った。うぐ、と変な声を出したバルロイをからかいかけたルアークが、エメラルド色の瞳を反応させる。

「ようやくいらしたみたいだね。あれ、でも」

　いぶかしそうな声を出した彼にかぶさって、扉とびらを叩たたいてカシュヴァーンの部下のひとりが顔を出した。

「領主様、国境より連絡です。クルセージュ王家の方々がアズベルグ入りされました！　間もなくこちらへ到とう着ちやくされるかと!!」







　ライセン家の面々とバルロイたちが揃って小屋の外に出て、何事かとざわつく領民たちに事情を説明しているうちに整然とした蹄ひづめの音が聞こえ始めた。数十騎の騎き馬ば兵へいに守られた豪ごう華かな馬車が、ぬかるんだアズベルグの地に深い轍わだちを刻みながら近づいてくる。

　アズベルグ側の誘ゆう導どうに合わせ、ぴたりと制止した馬車から降り立つ人影は二つ。色合いの違う金色の髪が、春の日差しにきらきらと輝いた。

「あら……プレアーナ様と、ユベル様だけ？」

　思わず眼鏡を直したアリシアであるが、別に彼女の視力のせいではない。アズベルグを訪れたクルセージュの王族は、王おう妃ひプレアーナと王子ユベルだけだった。

「久しぶりですわね、アリシア様」

　にこりと笑ったプレアーナであるが、続けてカシュヴァーンに向けられた瞳はどことなく硬かたい。

「ライセン強公爵も……お久しぶりです」

「……ええ」

　カシュヴァーンもぎこちなくうなずいた。バルロイはじっと二人のやり取りを観察している。

「失礼ですが、国王陛下はいかがされましたか。このたびは、陛下も我が領地に足を運んでいただける、とのことでしたが」

「──ここに集つどう皆様はご存じかと思いますが、我が国は現在、隣りん人じんとの付き合いに問題を抱えております。そのため、夫は易やす々やすと国を離れられない状況です。そこで名代として、私と息子が参りました」

　おそらくは意図的に、プレアーナの瞳はバルロイとレネをひと撫でした。

「……なるほどね。そいつは、気の毒に」

「よせ、バルロイ」

　発火しかけたバルロイを押しとどめたカシュヴァーンは、空気を変えようと努つとめる。

「ひとまずは、鉱山についてご案内をいたしましょう。少々お待ち下さい、今専門家を呼びますので」

　指示を出すついでにルアークに目め配くばせし、レネの露ろ骨こつすぎる臨戦態勢を解とかせる。もてる男はつらいな、とぼやいた夫を後で労ねぎらう必要性を感じたアリシアであるが、今は他に気になることがあった。

「ユベル様？」

「はっ、はいはいっ！」

　飛び上がらんばかりの反応をしたユベルを眺め、アリシアは笑みを浮かべた。

「よかった！　何も言って下さらないから、実はユベル様もいらしていないのかと思いましたわ」

「いえ！　今回は絶対に、余が来る必要があったのです！　あなたのお誕生日が近いのですし……それ、に」

　ぎゅ、とユベルは右腰のあたりを押さえながら、上うわ目め遣づかいに彼女を見上げた。その姿にどこか、アリシアは違い和わ感かんを覚えた。

「あら、なんだか今日のユベル様は、いつもと違いますわね」

「えっ!?」

「なんでしょう……この間会った時よりも、お金の匂いというか……商売の匂いがするような。まるで、ジェリオ様とお会いしている時みたい……」

「ジェリオ殿でん下か!?」

　ユベルの声がひっくり返ったところで、カシュヴァーンが怪け訝げんそうに近づいてきた。

「おい、アリシア、何をしている？　ユベル殿下はすでに病弱ではないとはいえ、あまり驚かせるものではないぞ。ただでさえお前の存在は、この方にとっては毒にも薬にもなるのだからな」

　ユベルがアリシアへ寄せる想いを知っているカシュヴァーンは、いけしゃあしゃあと言い放った。

「ユベル殿下も、どうぞこちらへ。クルセージュの未来の王として、宝石に触れておくのもよいかと存じます。少なくとも、手に入らぬ宝石を眺めているよりは」

「カシュヴァーンおにいちゃん」

　先ほどバルロイを牽けん制せいしたカシュヴァーンが、今度はいつの間にか側そばに来たルアークに止められた。妻に近づく者に対しては、常に全力で牙きばを剝むくカシュヴァーンである。

　だがユベルとて、目的のためなら手段を選ばぬ「残虐王」の息子。正々堂々カシュヴァーンに恋の喧けん嘩かを売ったこともある。だからこそカシュヴァーンも容よう赦しやしないのだが、本日のユベルは右腰のあたりをじっと押さえているばかりだ。

「どうなさったのですか？　お顔の色が優すぐれないですわ。まさかぼこぼこ茸だけ……いえ、もしかして『肥料要らず』!?」

「落ち着けアリシア。クルセージュの次代の王が、毒草を拾い食いなどするものか」

「毒草を拾い食いする公爵夫人なら知ってるけどねぇ」

　混ぜっ返すルアークをよそに、カシュヴァーンは本気で心配そうな眼をユベルに向ける。

「ですが、確かに顔色がよろしくない。長旅が響いたのでしょう、少し休まれてはいかがですか？　何か飲み物でも」

「飲み物!?」

　ぎゅぎゅ、と布が擦すれ合う不快な音をさせながら、ユベルがますます強く右腰を押さえた。ライセン家の三人はいっせいに不思議そうな顔をしたが、そこへ一度鉱山に入ったはずのグラネウスがやって来た。

「カシュヴァーン、私も同行してもいいかな？」

「緑!?」

　グラネウスの格かつ好こうを見たユベルがすっとんきょうな声を上げる。さすがのプレアーナも眼を丸くし、新鮮な反応に気をよくしたグラネウスが滔とう々とうと衣服に対する美意識について語り始め、すべてはうやむやになった。











第二章　愛を騙る薬






　プレアーナたちの滞たい在ざい先として提供されたのは、カシュヴァーンが時々使っている別宅である。「ライセンの石いし屋や敷しき」なるあだ名で知られた本宅はアズベルグ内でも辺境に位置し、交通の便が悪いため、領地の中央部に位置するこの建物を使っているのだ。そもそもは、ここがかつては領主の館やかただったのである。

「お客様をもてなす機会も増えたことだし、経済的にはいっそこちらに移り住んでもいいのだけれど……やっぱりあの素晴らしいお屋敷は、捨てがたいですわよね」

　朝食の席にて客人たちを待ちながら、アリシアは斜ななめ前の上かみ座ざに座ったカシュヴァーンに話しかけた。プレアーナたちをもてなすためということもあって、三日前から彼女もカシュヴァーンたちと一緒にこの別宅で寝泊まりしている。

　昼なお暗い森に囲まれたライセンの屋敷は、翼つばさある怪かい物ぶつの像だらけの不気味な作りだ。不気味なものが大好きなアリシアを一発で魅み了りようした趣おもむきに加え、あそこにはたくさんの思い出がある。……カシュヴァーンの両親も、執しつ事じを務つとめるトレイスの姉も、眠っている。

「そうだな。いろいろあった。失ったものは多いが……今振り返れば、得られたものも多い。お前に出会ったのも、結婚したのも、再婚したのも、あの屋敷だったしな」

　それにしても、とりあえず帰ってきてくれてよかった……と口の中でつぶやいたカシュヴァーンが、表情を改めた。

「なあ、アリシア。俺たちも」

　だがそこへ、トレイスに付き添われてしずしずと現れた金きん髪ぱつの母おや子こが夫婦の会話を中断させた。

「おはようございます、ライセン強きよう公こう爵しやく閣かつ下か、アリシア様。本日もよろしくお願いいたします」

　ユベルを伴ともなったプレアーナに、カシュヴァーンは慇いん懃ぎん無ぶ礼れいにうなずいた。

「……ええ、王おう妃ひ殿でん下か。どうぞおかけ下さい」

　プレアーナもうなずき返し、静かに自席へ腰こし掛かける。ユベルもやけに手元を気にしながら、それに続いた。

「プレアーナ様、ユベル様、おはようございます！　今日もよろしくお願いいたします!!」

　アリシアがひとり元気のいい挨あい拶さつをしても、プレアーナはごく冷静に、ユベルは目を逸そらしながら、抑よく揚ようのない声で「おはようございます」とのみ返してくれる。カシュヴァーンの瞳ひとみを荒あら々あらしいものが過よぎったが、相手が相手であり状況が状況だ。

　トレイス、そしてアリシアの隣りん席せきにいるルアークがなだめるような視線を送ったこともあり、カシュヴァーンは皮肉を控ひかえておとなしく食事を始めた。

　もう三日もこの調子だ。クルセージュ王族とアリシアたちの触ふれ合いは、彼らがアズベルグを訪おとずれてからもどこか、よそよそしい棘とげを含んでいた。

　楚そ々そとした貴婦人の見た目を裏切らず、プレアーナは別段露ろ骨こつな嫌いや味みをぶつけてくる訳ではない。ただどこか、表情が、言葉が、冷たい壁を作っている。

　ユベルはいつも心ここに在らずというか、何かを隠かくし持っている様子だ。あまりにもそれが露骨であるため、ルアークも「なんか瓶びんを持ってるみたいだけど」と軽く探る以上のことはしていない。

　おかげで食卓の席は、大変に静かだ。時折アリシアが、「ユベル様、それはもう食べないのですか？」と聞く以外大したやり取りもないまま、時間だけがのろのろと過ぎていく。

　気詰まりな食事が終わると、クルセージュ王家の二人は外出準備のために一度席を外はずした。次はアズベルグ内の視察だ。サファイア鉱山の案内は昨日で終わっていたので、今日はカシュヴァーンの見回りに同行することになっている。

「アリシアさぁ、よくめげないよね……」

「え、何が？」

　ユベルが丸々残したピネー・ナッツたっぷりの包み焼きまで平らげご満まん悦えつのアリシアは、気疲れしているルアークを不思議そうに見た。

「いや……あの王妃殿下の態度、無礼って訳じゃないけど、もうちょっとお互いに歩み寄りってもんをさ……」

「あら、でも、話しかければ答えて下さるのよ？」

　アリシアも、プレアーナの態度によそよそしさを感じてはいるのだ。しかしそれは、状況的に許される範はん疇ちゆうであるとも思っていた。露骨な嫌味をぶつけてくるでも、仲間外れにされるでもないのだから。

「……そういやアリシア、ずっと友達もいなかったんだったっけか」

「……そうだな。妃殿下は確かに受け答えはして下さるし、ユベル殿下もアリシアの毒殺を狙ねらっている訳ではなさそうだからな」

　カシュヴァーンも少し表情を和やわらげ、アリシアの髪かみをくしゃりと撫なでた。規則正しい睡すい眠みんと食事の力によって、亜あ麻ま色いろの髪は元の指通りの良さを取り戻している。

「だよね。あの王子様、結構肝きもが据すわってるから、毒を持ち歩いてるならかえって堂々とすると思うもの」

　ユベルが持ち歩いている何かをアリシアに対して使おうとしている。それは把は握あくしているものの、同時にユベルの性格をある程度把握している二人は、同時に肩かたを竦すくめた。

「まあいい。一応言っておくが、ユベル王子から眼を離すなよ」

「分かってますって。王子様自身にそのつもりがなくても、裏で誰だれかが糸を引いてる可能性はあるもんねぇ」

　シルディーン、クルセージュ、そしてマルグレート。三国の思おも惑わくは複雑に絡からみ合い、それぞれの国の中でも人間関係が複雑化している。ラグラドールや〈翼の祈いのり〉まで絡めると、さらにややこしい状態だ。

　ちなみにバルロイたちもまだアズベルグに居座っており、クルセージュ王家とカシュヴァーンたちやグラネウスの交流を見守っている。この後の視察にも、きっとついて来るだろう。

「アリシア、今日も一緒に来てくれるか？　その……、妃殿下の相手をしてくれると、助かる」

　同年代以下の男同士であれば、基本的にカシュヴァーンは容よう赦しやしない。一時期は立場を慮おもんぱかって遠えん慮りよがちになる傾けい向こうもあったが、その態度こそが事態を悪化させた一ひと幕まくを経へて、良くも悪くも「アズベルグの暴君」らしさを取り戻した。

　だが年上の女性であり、機き嫌げんを取りたい相手であり、分かりやすくぶつかってくるでもないプレアーナにはどう接していいのか困っている様子だ。そもそも彼は、実の母親も含めて年上の女性との付き合いに縁えんが薄うすいのである。

「……ごめんね。俺も頼んでいい？　アリシア。嫌きらいって訳じゃないんだけど、なーんか……近寄りがたい感じでさ、あの人」

　あまり選えり好ごのみをしないルアークも、珍めずらしくプレアーナに対しては苦手意識を持っているようだ。実母とされた例のヘルミーナとの一件が尾を引いているのかもしれない。ちなみにヘルミーナはアズベルグにある〈翼の祈り〉の修道院に預けられ、静かに暮らしている。

「あら、そうなの？　分かったわ」

　二人に頼まれて、アリシアは笑顔で引き受けた。

「私はプレアーナ様のことが大好きだから、ご一緒できるなら嬉うれしいわ。だって、あの方は……」

　お母様を、思い出させるんです。

　カシュヴァーンたちが、だからこそプレアーナを不ふ得え手てとしていることをアリシアは本能的に悟さとっている。あえて言葉を濁にごし、淡あわく微笑ほほえんだ。

　アリシアもまた、年齢差のある貴婦人との付き合いは少ない。そのせいか、初対面の時から、プレアーナを見ると亡なくなった母を思い出すのだ。アリシアを少しでもいい家に嫁とつがせようと努力した末に死んでしまった母を。

「大丈夫です、任まかせて下さい！　いただけるものは何でもいただく主義ですの。他の誰も食べないものなら、安く手に入りますし!!」

「アリシア、妃殿下を残り物のように言うのはやめろ」

「『肥ひ料りよう要いらず』扱あつかいもやめてね？　せめて本人の前では言わないでね？」

　不安を覚えた「父子」が諫いさめているうちに、従じゆう僕ぼくがクルセージュ王妃と王子の支し度たくができたと告げる。アリシアは宣言どおり、身支度を調ととのえて現れた二人に率そつ先せんして声をかけた。

「プレアーナ様、ユベル様、相変わらず高そうなお召めし物ですてきですわね！　さあ、今日はアズベルグ内をご案内いたしますわ!!　どこもかしこも幽ゆう霊れいが出そうで素晴らしいので、楽しんでいってくださいね!!」

「……ええ」

　昨日きのうまでより一層力の入った挨拶に、さすがのプレアーナもほんのりと苦笑した。ユベルは気もそぞろで、「幽霊……幽霊のせいにすれば……」とぶつぶつ言っているが、アリシアはプレアーナの反応を見てにっこりする。

　男性陣には付き合いづらく思われている様子のプレアーナであるが、アリシアにとっては再婚を経験した者同士、親近感もある。クルセージュとの間に暗雲が漂ただよい始めた現在、彼女と仲良くすることは領主の奥方としての仕事でもある。

「さあ、参りましょう、カシュヴァーン様」







　唐とう突とつな変化が訪れたのは、その翌日の朝のことだった。

「おはようございます、妃殿下」

「おはようございます、プレアーナ様！」

　今日も今日とてトレイスに伴われ、朝食の席に現れたプレアーナたち。カシュヴァーンはごく儀ぎ礼れい的てきに、アリシアは心から嬉しそうに挨拶をした。

　昨日に引き続き、本日もプレアーナとユベルを連れてアズベルグ内の見回りに出る予定だ。アリシアは特にプレアーナと一緒にいられるのが嬉しくてにこにこしているが、カシュヴァーンはこっそりため息をついている。彼にとってのこれからは、気詰まりな時間でしかない。

　昨日も一行の中で楽しげなのはアリシアひとりだけ。プレアーナは誰かが話しかければ端たん的てきにひと言応じるのみ。ユベルは服の中の瓶らしきものに触れては、物思いに耽ふけるを繰くり返す。ルアークは「護ご衛えいは眼につかないほうがいいから！」とちゃっかり姿を消し、カシュヴァーンは村役人や土地土地を治める貴族などの話を聞くふりをして時間を稼かせいでいた。

　プレアーナのほうから状況を改かい善ぜんしようとする気配はない。ならばと見て取ったカシュヴァーンが、腹を決めた顔になる。

「あー……ところで、妃殿下。アズベルグは面積だけは広いですが、ご存じのとおりサファイア採さい掘くつを始めるまでは、地場産業というものが存在しない場所でしてね。昨日一日でお分かりかと思いますが、行けども行けども道は悪く、あるのは黒い森か岩ばかり。観光も成り立たない、貧まずしい土地です」

「あら、だからこそ、陰いん鬱うつな話が最高にもがもが」

「はーいアリシア、ちょーっと黙だまっててね？」

　余計なことを言わせまいと、ルアークがそつなくアリシアの口をふさいだ。

「俺たちがマルグレートなどと繫つながっていないことは、ここしばらく付き合っていただいて、よく確認されたことと存じます。どうかそのように、国王陛へい下かにもお伝えいただきたい。お忙いそがしい妃殿下をこれ以上拘こう束そくするのは、俺としても本意では……妃殿下？」

「帰れ」の迂う遠えんな表現に苦労していたカシュヴァーンの声が、いぶかしげに揺ゆれた。

「母上？」

　ユベルも不思議そうな声を出す。身長差のある二人の視線が交差した先で、プレアーナが動きを止めていた。奇き妙みような熱を抱いだいた眼は、カシュヴァーンを凝ぎよう視ししている。

「どうされました。具合でも悪いのですか？」

「……いえ……」

　ゆるく首を振るその間も、プレアーナの瞳はカシュヴァーンを離れない。代わりのようにその指先から、小さな容いれ物が滑すべり落ちて床の上で跳はねた。

「妃殿下？　何か落とされたようだが」

「いえ……」

　今度は首すら振らずに否定したプレアーナが、滑るような足取りで近づいてくる。彼女の落とし物を拾っているトレイスを尻しり目めに、白い指先がすうと伸びて、呆あつ気けに取られているカシュヴァーンの腕うでに絡みついた。

「で……でしたら、放して下さいませんか。これから食事ですから」

　明らかに様子がおかしいが、相手が相手である。穏おん便びんにすませようとするカシュヴァーンの努力を、潤うるんだ瞳が蹴け散ちらした。

「ですが……私は、強公爵閣下のことで胸がいっぱいで……何も喉のどを通りそうにないのです」

「はぁ？」

　思わず無ぶ遠えん慮りよに聞き返してしまったカシュヴァーンが、視線を巡めぐらせる。ぽかんとしているルアークとアリシアを眺ながめた彼は、頭痛を堪こらえるような表情になった。

「妃殿下、危険な冗じよう談だんはおやめ下さい。あなたの夫がいないところで、このような真ま似ねをしていると、俺が陛下に殺されてしまう」

「それはいけませんわ！」

　プレアーナの口から出たとは思えないような大声が、その唇くちびるから飛び出した。華きや奢しやな体が、ひしとカシュヴァーンに押しつけられる。

「でも……ああ、でも、離れては、私が死んでしまいます……ですが！　あなたが死んでしまうぐらいなら、私……私……!!」

　涙を流さんばかりに訴うつたえるプレアーナの声を聞きながら、アリシアは反射的に同意した。

「ええと……そうですわね。カシュヴァーン様が死んでしまうのは、私も嫌いやですわ」

「あ、うん、それは俺も嫌だけど……」

「私も嫌ですが……」

　ルアークとトレイスもうなずく様を見てカシュヴァーンはちょっとだけ笑顔になったが、すぐに頭痛を堪える表情に戻る。

「……あの。妃殿下、お願いします。俺はこの手の冗談はあまり得意ではありません」

　彼の口く調ちようは次し第だいに強くなり、眼光には遠慮がなくなっていく。アリシアとのいちゃいちゃぶりだけを見ていると錯さつ覚かくしそうだが、本来のカシュヴァーンは恋愛にあまり興味がない。父母との確かく執しつにより魂たましいに刻きざまれた、恋への嫌けん悪おと恐怖ゆえだ。

　男相手に比べれば女性への態度は柔やわらかいが、それは不幸な女性が嫌いだからだ。不幸になると分かっていながら愚おろかな振る舞いをする女性にまで、柔らかに接するような性格ではない。

「あなたもご存じのとおり、俺には世界一可か愛わいい妻がおります。そしてあなたにも、素晴らしき夫がいる。妃殿下、どうぞこれ以上、馬鹿な真似をなさいますな。俺にあなたを軽けい蔑べつさせないで下さい」

　言いながら、腕に食い込む指先をできるだけ優しく外そうとしているカシュヴァーンの足下で、ユベルがわなわなと震ふるえている。

「母上、まさか、本当にあの薬を……!?」

「薬？」

　はっとしたトレイスが、一応手巾に包んで持っていた落とし物に眼をやる。よく見るとそれは確かに薬瓶であり、中身が少し減っていた。

「ユベル殿下！」

　叫さけんだのは、執しつ拗ようにしがみついてくるプレアーナをいささか乱暴に突き放したカシュヴァーンである。

「どういうことだ。詳くわしく話していただけるな!?」

　相手は年齢も身長もカシュヴァーンの半分。普段なら多少はそこを加味した態度を取るカシュヴァーンであるが、今はそんな余裕はなかった。「アズベルグの暴君」全開で怒ど鳴なりつけられ、ユベルがひっと息を吞のむ。

「嫌です！　行かないで、カシュヴァーン様!!」

　息子は石化しているが、その母の態度は一向に改まらない。舌打ちしたカシュヴァーンは自分の「息子」に命じた。

「ルアーク！」

「しょうがないよね!!」

　一いつ瞬しゆんで「お父さん」の求めを理解したルアークがアリシアの側そばから消えた。と思ったら、彼はぐったりとしたプレアーナを胸に抱だいて立っていた。以前元〈玩具おもちやの兵隊〉であるサーリヤ相手に行ったように、首の血管を圧あつ迫ぱくして意識を失わせたようだ。ひとつうなずいたカシュヴァーンはトレイスに眼を向け、

「トレイス、すまないが、この方を部屋へ。クルセージュの使用人には……その、急に体調を崩くずされた、とでも言っておけ」

「……ま、まあ、噓うそではないですからね。分かりました。私はしばらく妃殿下に付き添そいます」

　優等生気質であるが、無茶な要求への対応にも慣れてきたトレイスだ。他に手はないと判断し、ルアークからプレアーナを引き取った。

「それと、あの……この落とし物は、いかがいたしましょうか」

　片手でプレアーナを支えながら彼がおそるおそる掲かかげたのは、例の薬瓶である。

「……とりあえず、厳重に封ふうをしてしまっておけ。分かっていると思うが、飲むなよ？」

「飲みません！　絶対に飲みません!!」

　プレアーナの激変を眼の前で見たのだ。おっかなびっくり、手巾に包んだそれを懐ふところにしまうと、彼は部屋の外に出た。

　ようやくプレアーナが視界から消えた。ほっと安あん堵どの息を吐いたカシュヴァーンであるが、次の瞬間慌あわてて弁解を始める。

「ア……アリシア、あのな！　誓ちかって言うが、俺はあの方とは何もないからな!?」

「ええ、分かっていますわ」

　アリシアは動じることなく、こっくりうなずいた。

「だってカシュヴァーン様が愛しているのは私ですし、プレアーナ様が愛しているのはクルセージュ国王陛下ですもの」

　断言したアリシアは、ユベルへと水を向けた。

「プレアーナ様の様子がおかしくなった理由は、今から説明して下さるのですわよね？」

「は……は、い」

　アリシアの態度は平素と変わらないが、カシュヴァーンとルアークの眼光ときたら皮ひ膚ふに突き刺ささるような勢いだ。ユベルはぎくしゃくとうなずいた。







　ユベルの話は早く聞きたいが、せっかく用意された朝食を食べない選せん択たく肢しはない。

　そんなアリシアの要望に従って始まった朝食兼けん尋じん問もんの席にて、結局食事をしているのはアリシアだけだった。プレアーナがおかしなことを言い出さないよう見張っているため、戻らぬトレイスに代わってルアークが給仕を務つとめているが、彼もアリシアの料理を運ぶ以外は無言でユベルの説明に耳を傾かたむけている。

「……と、いう訳、です。母上は何度か、余よにどうする気か尋たずねてこられましたが、余は失敗が怖くて実行に移せず……焦じれた母上は、おそらく余に代わって効力を試そうとして……」

　ユベルが事の顚てん末まつを話し終えた瞬間、上座のカシュヴァーンは盛大なため息をついた。全く手をつけていない互いの食事を飛び越えて、鋭するどい瞳が少年の眼を睨にらみつける。

「ご自分でお分かりのことと思うが、あえて言おう、ユベル殿下。あなたがしようとしたのは、男として最低のことだぞ」

「いいえ！」

　この手の非難は予測していたのだろう。ユベルは意外な強さで否定した。

「余は、むしろ男として当然のことだと思っています。惚ほれた女性を手に入れる機会があるのなら、いかなる手段も講じるのが男というものでしょう!?」

　身を乗り出して強弁する姿には、未み熟じゆくな威い厳げんが漂っていた。体の弱さゆえに性根までひねくれ、落とした粥かゆをアリシアに食べさせた子供は、未来の「残ざん虐ぎやく王おう」への階段を着実に上のぼりつつあるようだ。

「ユベルおにいちゃん……」

「ルアーク、こんなところで、お前のどうしようもない『おにいちゃん感知網もう』を働かせるな」

　どうしようもない男をつい「おにいちゃん」呼びしてしまうルアークの性せい癖へきをたしなめたカシュヴァーンは、肩を竦めて本題に入った。

「……まあいい。ここであなたと恋愛論を戦わせるつもりはないんだ、ユベル殿下。俺が知りたいのは、ひとつだけ。あなたの母君は、どうやったら元に戻る？」

「分かりません……」

　いきなり勢いを減じたユベルは、シチューの表面に映うつる己おのれと顔を見合わせるようにしてうつむいてしまう。

「人の妻におかしな物を飲ませようとしながら、効果を消すものを用意していないとは……まあいい」

　苦々しくつぶやいたカシュヴァーンであるが、ユベルは惚れ薬として使おうとしていたのだ。元に戻すことを考えていなくても無理はない。

「自在に好きにさせたり元に戻したりできるほうが、使い勝手はよさそう。より高く売れそうですわね!!」

　笑顔で口を挟はさんできたアリシアを見て、ユベルは悲ひ愴そうに顔を歪ゆがめた。

「ア、アリシア様。あの……もうお分かりかと思いますけど、す、好きです!!」

　一瞬きょとんとしたアリシアであるが、すぐに「ああ」と微笑んだ。

「ユベル殿下は私のことが好きだから、ジェリオ殿下が送ってこられた惚れ薬を私に飲ませて、あなたに惚れさせようとしていたのでしたわね」

「うぐっ」

　カシュヴァーン相手には強弁を振るえたユベルであるが、アリシア本人に端的にまとめられるとこたえたようだ。危あやうくシチュー皿の上に倒れ込みそうになったユベルに、アリシアはにこやかに続けた。

「権力とお金を持っている方は大好きですから、お気持ちはとっても嬉しいですわ、ユベル様」

　惚れ薬を仕込まれかけたこと自体は責めない。アリシアにとって、可能性でしかなかった危機は基本的に責めるに値しないのだ。

「アリシア様……」

　なんとお優しい、と頰ほおを緩ゆるめかけたユベル目掛けて、笑顔の追つい撃げきが入った。

「ですけど、申し訳ありません。私には、権力とお金と私への愛を持っている、世界一かっこいい理想の旦だん那な様さまがすでにおります。そして私も、今の旦那様を心よりお慕したいしておりますの」

　壊こわれそうに瞳を見開いたユベルが、無言で上体を立て直した。ぐっと唇を引き結び、懸けん命めいに堪えてはいるが、瞳のサファイアが今にも滴したたり落ちそうだ。

「ああ、俺の残ざん酷こくな女王アリシア陛下……」

　ルアークもときめいてしまっているなか、カシュヴァーンは複雑な感情をため息で処理する。

「ジェリオ殿下はユベル殿下の気持ちを利用し、アリシアを暗殺する気じゃないかとも思っていたが……、少なくとも毒ではないことは、これで立証されたな」

「なっ」

　その可能性に思い至らなかったらしい。ユベルがかっと眼を剝むいた。

「くそっ、そうか……あの方は、僕にぼこぼこ茸だけを盛っていた……!!」

「そういうことです。俺の妻は毒への耐たい性せいがありますが、どんな毒でも平気な訳ではない」

　アリシアも一度はユベルに盛られていた毒を摂せつ取しゆし、体調を崩くずしたことがあるのだ。摂取した過程を思うと、責めにくいカシュヴァーンであるが。

「ぼこぼこ茸は超高級食材ということですから、よく煮しや沸ふつしたものなら、ぜひともいただきたいですわねぇ」

　懲こりないアリシアがうっとりしていると、ユベルは彼女が衝しよう撃げきで混乱していると思ったのだろう。力づけるようなまなざしを送った。

「あの……アリシア様。大丈夫ですからね？　カシュヴァーン様は、絶対にあなた一ひと筋すじですからね？　そして母上も」

「ええ、分かっているから大丈夫ですわ」

　揺らがぬ態度で、アリシアはうなずく。

「プレアーナ様も旦那様一筋ですものね。分かっています」

「そ……そうですよね？」

　ユベルもうなずき返しはしたが、その声にはアリシアの揺るぎなさにすがろうとする弱々しさがあった。カシュヴァーンが何か言いたそうな顔をしたのを察し、膝ひざの上でぎゅっと強く拳こぶしを握にぎる。

「余は……余はずっと、父上に寄り添う母上しか見ていなかったので……」

　カシュヴァーンに取りすがるプレアーナの姿を思い出したのだろう。細い膝に、爪つめ先さきがさらにきつく食い込んだ。

「薬のせいだとは分かっています！　余の不ふ甲が斐いなさのせいだとも……！　ですが……ですが、やっぱり、少し、いえ、相当に、嫌です……!!　母上があのような顔で、父上以外の方に笑いかけるなど……!!」

「……言っておきますが、俺だってごめんです。妃殿下は素晴らしい女性だとは思いますが、俺には世界一可愛い妻がおりますし……」

　カシュヴァーンが辟へき易えきしたように唇を曲げたところで、悲鳴じみた声が彼を呼んだ。

「カシュヴァーン様！」

　二人を隔へだてる扉とびらを大きく開け放ち、室内に飛び込んできたのはプレアーナである。

「カシュヴァーン様、まだこちらにいらしたのですね！」

「ひ、妃殿下」

　動どう揺ようするカシュヴァーンに、プレアーナを追いかけてきたトレイスが心底申し訳なさそうな視線を送っている。彼の背後にはクルセージュ側の侍じ女じよらしき女性も見て取れた。

「あちゃー、まあ、全員気絶させるって訳にもねぇ……」

　一瞬飛び出していきかけたルアークであるが、関係者全員の気を失わせるのはさすがに現実的ではない。なにせプレアーナを元に戻す方法の糸口すら摑つかめていないのだ。

「母上、いけません！　もうやめて下さい……！」

　ユベルが泣きそうな声で母の足にすがりつき、カシュヴァーンも渋じゆう面めんで彼女の接近を拒こばむ。

「ユベル殿下のおっしゃるとおりです。お互いに立場と伴はん侶りよのある身なのですから、どうか冷静に……急に倒れられたのですし、もう少し寝ていらしたほうが」

「ええ……確かに、あまり体調はよくありません」

　ルアークの仕し業わざであることに気づいていないのか、プレアーナは素直に同意を示した。

「ですけど、カシュヴァーン様が側にいて下されば、きっとよくなると思うんです」

「いや、俺は、これから見回りに」

「だめですか……？」

　カシュヴァーンの袖そで口ぐちに手を伸ばしたまま、プレアーナは切なげに彼の顔を見上げる。三十代の母親とはいえ、少女めいた愛らしさを残したプレアーナだ。見た目が三十代であるカシュヴァーンと並んだ姿は絵になった。

「妃殿下、話はユベル殿下からお聞きしました」

　ただし当のカシュヴァーンに全くその気はないため、表情も声も苦りきっている。

「あなたのご子息の、ば……失礼、少々思し慮りよの足りない行動のため、あなたは薬による錯さく乱らん状態にある」

「ええ、分かっています。カシュヴァーン様が、アリシア様を愛していらっしゃることは……ですが、この胸の想いを、自分でもどうすることもできないのです」

　何も分かっていない返事がきた。その指先は少しでもカシュヴァーンに触れようと、虚むなしく宙を搔かいている。足にしがみついているユベルのことはぎりぎりで理性が働いているのか、突き放しこそしないが、その意を汲くんで欲望を止めることもしない。

「母上……」

　己の愚ぐ行こうが原因とはいえ、変わり果てた母の態度にユベルは今にも泣き出しそうだ。

「おい、アリシア、どうにかならないのか？　お前の医い療りようの知識に、惚れ薬の効能を消す方法はないのか!?」

　カシュヴァーンもついに弱音を吐いた。

「うーん……毒なら、ひたすら水を飲ませて吐かせるですとか」

「毒ならまだしも、それを一国の王妃にやるのは、ちょっとやばいかなぁ……」

　毒を使う暗殺者であるルアークも一緒に考えてみたが、即そつ効こう性せいのある解決法は見つからない。

「嫌！　嫌です、この想いを失いたくない。カシュヴァーン様と離れたくありません!!」

　プレアーナはまともな判断力を完全に失っている様子だ。聞き分けのない子供のように叫んだと思ったら、一転、ふらりと上体を泳がせた。

「母上!?」

　あの薬は毒だったかもしれない、と先ほど脅おどされたばかりのユベルが顔色を変える。カシュヴァーンもはっとして彼女に手を伸ばしたところ、プレアーナはその胸にもたれかかりながら淡く微笑んだ。

「カシュヴァーン様、ねえ、私、やはり具合が悪いようですわ。少し休みたいので、部屋まで送っていただけませんか？」

　絶句したカシュヴァーンに代わり、トレイスが声を張り上げる。

「い、いえ、それは私が！」

「嫌！　カシュヴァーン様がいて下さらないと、体調がよくなりません!!」

「は、ははうえぇ……」

　プレアーナはトレイスの提案を拒み、ユベルはそんな母の態度を見て愕がく然ぜんとしている。カシュヴァーンがやむなく、ルアークにもう一度気絶させるよう命令しようとした時だった。

「おう、どうした、なんの騒さわぎだ？」

　戸口のあたりで言い争っている一行を覗のぞき込み、妙な顔をしているのはバルロイである。側ではレネも上官と似たような表情を浮かべている。

「おい、カシュヴァーン、今日はまだ出かけねえのか」

「いや、今日はちょっと、予定が変わってな……」

　その胸に顔を伏ふせたプレアーナを緩く支えたまま、口ごもるカシュヴァーンをバルロイはまじまじと見た。

「ああ、なんだ、王妃殿下は具合でも悪くしたのか？」

「……そんなところだ」

　バルロイに事の次第を話すべきか迷っているらしく、カシュヴァーンは曖あい昧まいな返答に終始している。

「そりゃいいが、ひとまずはレイデン家からの伝言だ。女王陛下と一緒の挙式、大だい歓かん迎げいだと。セイグラムのやつなど、延えん期きしてきた甲か斐いがあったとずいぶん喜んでいるそうだぜ」

　婚こん儀ぎという切り札を最大限に使う方法を、ずっと考え続けていたセイグラムである。散々遠回りをしたところに、望外の好機が転がり込んできたのだ。手放しで喜ぶのは当然だろう。

「ノーラも、ちゃんと喜んでいますか？」

　アリシアが横から口を挟はさむと、バルロイが「もちろん」と笑った。

「ノーラだって、何度も延のび延のびになっていた以上、気合の入った式を挙あげたいと考えていたようだからな」

「よかった！　レクサンドール子し爵しやく様が、ノーラの気持ちが伴わない返事を持ってこられるはずがないですしね!!」

「無論です！　バルロイ様はすべての女性に優しい、素晴らしいおっさんですからね!!」

　アリシアとレネに持ち上げられて、照れくさそうに鼻の下を搔くバルロイだったが、せっかくの吉報にもカシュヴァーンの反応が薄いことに気づいた。

「なんだ？　お前だって、なんだかんだですべての女に優しい暴君様だろうがよ。ましてや元愛人がようやく念願以上の結婚式を挙げられそうなんだ、もうちょっと喜べばどうだ？」

「喜んでいる！　喜びたいが……とにかく、今日は帰れ。詳しいことは、また後で連絡する!!」

　素直に嬉しがろうにも、すがりつく体温が邪じや魔まなのだ。レネが無言でナイフを取り出すのを見て取ったカシュヴァーンは、大事故が起こらぬようにと無理やり二人を追い出しにかかった。

「さあ、妃殿下、あなたも」

「嫌です！」

　この勢いでプレアーナも部屋に戻そうとしたカシュヴァーンであるが、彼女はかたくなだ。カシュヴァーンの眉まゆ根ねが一瞬、隠かくせない嫌悪に歪んだ。

「送って差し上げて下さい、カシュヴァーン様」

　間かん髪はつを容いれずアリシアが口を出したことで、プレアーナの腕を摑もうとしていたカシュヴァーンの手が拳を握る。

「……すぐ戻る」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで言い捨てたカシュヴァーンは、べったりくっついたプレアーナのドレスの裾すそを踏ふみそうになりながら外へ出て行った。







　カシュヴァーンは室外へと出たが、バルロイとレネは結局室内に留まって、二人の背中を見送っていた。

「なんだぁ？　あの取り澄すました王妃様が、やけにカシュヴァーンにべったりじゃねえか。なーんか匂うぜ。なあ？　レネ」

「ええ、そうですね」

　色素を持たない赤い眼が、きらりと光る。

「いずれ連絡して下さるのなら、今話しても同じでしょう。状況を教えて下さいませんか、ルアーク」

　説明役にアリシアを選ばないことも含めて、レネの観察眼は的確だった。

「……そうだね。こっちも物知り傭よう兵へいさんたちに、聞きたいことがあるし。一応聞くけど、いいですか？　ユベル殿下」

「あ、ああ……」

　カシュヴァーンに絡みつく母の姿を追いたくなかったのか、やはりこの場に残っていたユベルが虚うつろにうなずいた。

「あのさ、ユベル殿下がアリシアに飲ませようと思って持ってきた惚れ薬を、妃殿下が飲んじゃったみたいでね。で、カシュヴァーンおにいちゃんに惚れちゃったみたい」

「……ああ？　惚れ薬だぁ？」

　ルアークの説明は非常にざっくりしていたが、アリシアほどではないにせよ、バルロイは金の匂いに敏びん感かんである。

「そいつは例の、『奇き跡せき』の押し売り王子の商品か？」

「さっすがバルロイおじさん、ご名答～」

　やけくそで軽けい薄はくな声を出すルアークをよそに、レネの眼がぎらりとした光を帯おびた。

「ユベル殿下、まだ残りはありますか」

「おい、やめろレネ」

　レネの思惑を一瞬で察したバルロイが、渋面で止めに入った。ルアークも苦笑する。

「そうだよ、レネ。効きき目は抜ばつ群ぐんみたいだけど、なにせマルグレートのジェリオ殿下謹きん製せいだもの。どんな副作用があるか分からないからね」

「ですが……あの『残虐王』の愛を受ける女性が、心変わりするほどのもの。相当な効能ですよね」

「高く売れそうよね。ユベル殿下、残りはあります？」

　ちゃっかり話に入ってきたアリシアはあえて相手をせず、ルアークは真ま面じ目めな口調でレネを諭さとし始めた。

「さっきカシュヴァーンおにいちゃんも説教してたけど、薬で振り向かせちゃだめでしょ。今までレネは、レネ自身の魅み力りよくでバルロイおじさんを惚れさせようと努力してきたのに。全部無む駄だになっちゃうよ？」

「何を言っているのですか、ルアーク。『死神』とも呼ばれた凄すご腕うでの暗殺者である、あなたらしくもない」

　ところがレネは、一片の曇くもりもないまなざしで反論する。

「過程など問題ではありません。大事なのは結果です。私はバルロイ様が私を好いて下さるのなら、経けい緯いはどうでもいいです」

「いや、でも、あのジェリオ殿下が送ってきた薬だよ？　それを好きな人に飲ませるのは、ちょっと……ユベル殿下だって、だからぐずぐず、じゃないや、なかなか思いきれなかったんですよね？」

　話を向けられたユベルが、びくんと身を震わせながらうなずいた。

「そっ……、そうだ！　余だって、おかしなものではないかと疑ってはいた。誰かで試そうかとも思ったが、人の一生を左右する効能だからな。召めし使つかいで試すのも気が引けて……」

「確かに、危うく私とカシュヴァーン様の一生が左右されるところだったわねぇ」

　のんびりとアリシアが相あい槌づちを打てば、ユベルは罪悪感を刺し激げきされて「うぐぅ」と変な声を出した。ルアークとバルロイの彼を見る眼は白いが、レネは淡たん々たんとした態度を変えない。

「ですが、今はあの妃殿下で実証済みでしょう。体に悪いものではなさそうです」

　プレアーナの体調不良がカシュヴァーンと二人きりになるための方便であることもまた、レネはお見通しのようである。元気をなくしていたユベルがかっと眼を剝いた。

「貴様、言うに事欠いて、クルセージュ王妃である母上を実験動物のように言うとは何事か!!」

「覚かく悟ごが足りませんよ、未来のクルセージュ王」

　発展途上の威厳を、レネは冷れい厳げんと弾はじき返す。

「愛いとしい人以外の人間など、己も含めてすべてが実験動物、駒こまに過ぎません」

　しんと静まり返った室内に、震えを帯びたユベルの声はよく響ひびいた。

「……レネ様……」

「レネおにいちゃん……」

「まあ、ルアークのおにいちゃんは、どんどん増えていくわねぇ。いいことだわ」

　ルアークの実の兄であるサイード、および彼の名を使い回され名づけられたサイードのことを思い出したアリシアがしみじみとした感想を漏もらす横で、バルロイは遠い眼をしている。
















「……まあ、あれだ。威い力りよくのほどが分かったからこそ、残りはとっとと捨てちまいな、ユベル殿下。どう悪用されるか分からねえだろ、あの効果の程じゃ」

　レネの名言へ突っ込みたい欲求を懸命に押し殺し、忠告するバルロイをアリシアは不思議そうに見上げた。

「あら、そうですか？」

　その、あまりにも危機感のない態度が逆に心配になってきたのだろう。ルアークが探るように彼女の顔を覗き込んだ。

「アリシアさぁ、『不動の貴公子』ファルハド殿下並みにどーんと構えてるけど、大丈夫？　カシュヴァーンおにいちゃんに、よその家の奥さんがべたべたして、気分悪くないの？」

「だって、カシュヴァーン様が愛しているのは私だし」

　本日何度目かの台詞せりふを、アリシアは迷いなく繰り返した。

「それに、プレアーナ様が愛しているのはデュランダール国王陛下だけだもの」

「……なるほどね。しょせんは、ジェリオ殿下謹製の『奇跡』か」

　彼女の言わんとしていることを、バルロイは正確に汲み取った様子だ。一いつ拍ぱく置いてルアークも、そういうことか、とつぶやく。

「惚れ薬にあんまり期待しないほうがよさそうだよ、レネ。分かってたけど、裏がありそう」

　視力は絶望的なアリシアであるが、その眼は、魂は、あらゆる思慮や情報を飛び越えて真実を摑み取ることがある。要するに、あの薬の効能は紛まがい物だと彼女は言っているのだ。

「さすがの慧けい眼がんだな、アリシア嬢ちゃん」

「だって、あの小瓶からはあまりお金の匂いがしなかったので……」

　バルロイに褒ほめられ、笑顔で答えるアリシアを尻目にユベルの顔が歪んだ。

「なっ……では、なぜ、母上はあのような態度を!?」

「それについては、殿下の母上に聞きたいところだけど……教えてくれるなら、あんな態度は取らないだろうな」

　気け色しきばむユベルへあやすように言ったルアークは、バルロイに挑ちよう発はつ的てきな視線をくれた。

「情報収集、してくれるよね？　バルロイおじさん。それとも、マルグレートの人たちに高笑いしてほしい感じかな」

　裏にいるのは間違いなく、「奇跡」を武器にクルセージュとシルディーンに支配の手を伸ばさんとするマルグレート人である。

　しかしラグラドール人と彼らは祖そを同じくする身であり、マルグレート側はしばしば彼らを仲間に引き込みたいような発言をするのだ。どちらに味方するのか、と試されて、バルロイは飄ひよう々ひようと応じた。

「任せな。マルグレート人に親近感を持っちゃいるが、だからといって互いに甘い商売をする訳でもねぇし、何よりジェリオ殿下個人のやり口は性に合わねえ。特に宗教を盾たてに取ったやり口は、〈翼の祈り〉で懲こりてるんでな。レネ、行くぞ」

「ええ、バルロイ様。ところで喉が渇かわきませんか？」

　うなずいたレネの手には、いつの間にか凝こった装そう飾しよくをされた手の平大の瓶が握られていた。

「お、おい、こら！　返せ!!」

　血けつ相そうを変えたユベルが飛びついたのは、この瓶が元々ジェリオに贈おくられたものだからだろう。プレアーナの落とし物は、この瓶の中身を持ち出しやすいように移し替えたものと思われた。

「さてさて、俺もカシュヴァーンおにいちゃんたちの様子を見てくるよ」

　そう言って姿を消し、程なく再び姿を現したルアークは、「カシュヴァーンおにいちゃん、その……朝食は一緒にできないってさ」と言葉を濁した。

「分かったわ。じゃあ、私がカシュヴァーン様とプレアーナ様とユベル殿下の分をいただくわね」

　ユベルもバルロイたちを追いかけて、手つかずの食事もそのままに出て行ってしまったのである。責任を感じて情報収集に協力したいか、気まずい空気の中から立ち去りたかったか、おそらくどちらも正解だろう。

　その日結局、カシュヴァーンはアリシアたちのところに戻ってこなかった。







「どーしたもんかねぇ……」

「どうすべきか……」

　茶の用意が並んだ卓たくに向かい合わせで腰掛けたルアークとトレイスは、さっきから延えん々えんとこの調子でうなっている。うなりすぎて喉が渇くのか、茶だけはちびちびと消費しているが、せっかくグラネウスが差し入れてくれた茶ちや菓が子しに手をつける様子はない。

　元領主の館二階の端にある談話室だ。春の日差しが程良く差し込む室内はアズベルグとは思えないほど暖かで居い心地ごこちがいいはずが、重苦しい雰ふん囲い気きがすべてを台なしにしている。

「この見た目で、とても繊せん細さいな味わい……さすがガーゼット侯こう爵しやく様が作らせたお菓子ねぇ」

　溶け落ちた目玉そのもののチョコレート菓子を味わいながら、アリシア一人がご満悦である。

「お前は何も聞いていないのか？　ルアーク」

「トレイスさんこそ」

　今日に限ればこのやり取りはこれで十回目だ。プレアーナが「奇跡」の惚れ薬でカシュヴァーンべったりになってから三日が経つが、事態はむしろ悪化している。

　プレアーナの醜しゆう態たいを外に漏らさぬためだろうが、カシュヴァーンはここ三日、ほぼ彼女の部屋にこもりきりなのである。食事まで部屋に運ばせる徹てつ底ていぶりだ。妻一筋であるカシュヴァーンの理性を信頼しているルアークとトレイスであるが、お茶の時間ごとに繰り返される虚しい問答は回数を増す一方だった。

「俺はさ、まーその気になればいろいろ分かるとは思うけど、今回は遠慮しろって言われちゃってんの。下へ手たに俺が動くことで、マルグレートが介かい入にゆうするのを警けい戒かいしてるのかな？　今のところ、元〈玩具おもちやの兵隊〉の気配は感じないけど」

「私も、何も聞かないでくれと言われている……」

　かつては右腕と呼ぶべき者がおらず、すべてを一人で解決していたカシュヴァーンであるが、現在の彼の側には相談できる相手が大勢いる。中でも普段から話し相手になっているルアークとトレイスは、ただの愚ぐ痴ちも含めて大たい抵ていのことは共有している。

　その二人が揃そろって、口を出すなと言われてしまっているのだ。頭ごなしの命令ではなく、むしろ苦しそうなカシュヴァーンの声こわ音ねを聞いて、二人とも強く言えなかったのである。

　だが、と彼らの視線が交差した場所では、アリシアが人の耳の形のクッキーをおいしそうにかじっている。ちなみにこの菓子をくれたグラネウスも女王の結婚式の準備で忙いそがしいため、プレアーナの異変を知らされぬまま王宮に帰ってしまった。

　ただでもらった菓子の味は格別らしく、アリシアは日向ひなたの猫ねこのように瞳を細めながら頰を丸くふくらませている。食べている物以外は、平和を絵に描いたような光景だった。

　しかし、彼女を見るルアークとトレイスの眼は傷いたましいものを見るそれである。

「バルロイおじさん以外どうでもいい、レネおにいちゃんに頼むべきかな……」

　日頃からいちゃいちゃ場面を「参考になります」と断言してはばからないレネであるが、彼女が参考にしたいのは、あくまで心が通い合う二人のいちゃいちゃなのだ。プレアーナが一方的にカシュヴァーンにくっついている場面はお望みではないらしい。

　今け朝さ方がた、久しぶりに外へ出てきたカシュヴァーンの腕にプレアーナが絡みついている様を見た時も、「あれでは参考になりません」と吐き捨てていた。アリシアの友でもあるレネが殺気を振りまいたのを察し、バルロイは無言で彼女の手を引っ張り去っていった。

「今朝のアレ、あのままやらせとくべきだったかなー。レネの暴走なら、ラグラドールの責任になるし」

「いや……だが、ラグラドールとクルセージュが事を荒だてるのも避さけたい」

　ただでさえ、ラグラドールとクルセージュの仲には暗雲が立ちこめつつあるのだ。彼らの間で争いが起これば、シルディーン、特にラグラドールに近いアズベルグや、クルセージュに近いオーデル地方は難を避けられないだろう。

「そうね、せっかくサファイアをたくさん掘り出しているのだから、武器ではなく宝石の値が上がるようにしていただきたいわねぇ……」

　ゆっくりと茶を口に含んだアリシアを、トレイスがひたと見据えた。

「アリシア様、よろしいのですか」

「何が？」

「決まっているでしょう、プレアーナ妃殿下のことです！　アリシア様のカシュヴァーン様に、ああもべったりと……!!」

　怒りに打ち震えるトレイスであるが、アリシアの答えは一貫している。

「ええ。だってカシュヴァーン様が愛しているのは私だし、プレアーナ様が愛しているのはデュランダール国王陛下だけだもの」

　このやり取りもまた、何度か繰り返されたものである。

「……くっ」

　結婚当初とは違う。アリシアにとってのカシュヴァーンは、金と権力さえある男ならばすげ替えの利きく夫ではない。アリシアの答えは無関心から出ているものではなく、深い信頼に依よるものだ。

　分かっているからこそ、我が慢まんならなかったのだろう。トレイスが勢いよく立ち上がった。

「もう我慢ならない。あの野や郎ろう、ちょっと抗こう議ぎしてきます!!」

「あ、トレイスさん、待って！」

「止めるなルアーク!!」

　日頃はおとなしいトレイスであるが、それだけでは「アズベルグの暴君」の執事は務まらない。いざという時の爆発力には眼を見張るものがある。語気荒く叫んで出て行こうとしたが、

「いや、トレイスさんの心意気自体は立派だと思うし、あんたが行かないなら俺が行こうかと思ってたよ。でも、ちょっと状況が変わったんでね」

「なに？」

　トレイスが眉まゆ根ねを寄せた時、部屋の扉が大きく開け放たれた。

「よーお、子猫ちゃん。久しぶりだねェ」

　赤、青、黄色。どぎつい原色に包まれた褐かつ色しよくの肢し体たいは、アリシアの視力でも捉とらえやすい。

「あら、シャンテ様！」

「ぎえっ!?」

　十代の美少年をこよなく愛するラグラドール人、シャンテ・キャストリーは愛する「子猫ちゃん」を見て獰どう猛もうに笑う。

「最近は特につれなかったんで、我慢しきれず押しかけてきちまったよ」

　実はバルロイ同様、アズベルグに縁深い傭兵団長として、サファイア鉱脈の警けい護ごを担になっているシャンテである。エルティーナと交流があるためか、思ったよりも真面目に仕事をしてくれているのだが、その合間にトレイスを訪ねてきては「そろそろ観念して、あたしのものになりな」と口く説どき続けているのだった。

　ただし例の惚れ薬事件が起こってからは、極力外に漏らすまいと関係者全員が外部との接触を断たっていた。アズベルグ側はもちろん、クルセージュの召使いたちも降って湧いた事態に混乱と恐怖を極めている。

　なにせプレアーナは、必要とあらば弟の首さえ刎はねた「残虐王」の妻なのだ。このことが国王に知れたら今度は自分の首が飛ぶ、と怯おびえる彼らの願いもあって、状況を知っている人数は事件当日から変わっていない。

　しかし、外部と接触しなければしないで、シャンテのように業ごうを煮にやした連中が押しかけてきたりするのだ。

「ル、ルアーク、お前、この方の接近に気づいていたはずだろう!?」

「えー、俺ぇ、そんな大層な能力なんてないしぃ……」

　今さらすぎる演技をするルアークを睨んだトレイスであるが、ここで言い争っていても仕方がない。覚悟を決めた表情になり、凜りんとシャンテを見つめた。

「申し訳ない、シャンテ様。今から私は、執事としての務めを果たさねばならない!!」

　シャンテが驚いたように眼を見開いた。いつも顔を見せれば逃げ惑まどうだけだったトレイスの、思わぬ態度が動揺を与えたようである。

　そして逆に、トレイスがかすかに眼を伏せた。

「我わが馬ば鹿か主あるじ……いえ、カシュヴァーン様の心ない振る舞いを見て、私も己の愚かな振る舞いを反省しました。あなたのような方の時間を、私などに無む為いに使わせた」

「……子猫ちゃん。あたしは、別に、好きで」

　お前に会いに来てるんだ、という小さなつぶやきにかぶせて、再び眼を上げたトレイスが口を開く。

「この際ですから、はっきりさせておきましょう。私の狭せまい心は聖女アーシェルとライセン夫妻に捧ささげられております。あなたを迎むかえ入れる余地はないのです」

　きっぱりと断言されて、シャンテはもっと大きく瞳を見開いた。いつも余裕綽しやく々しやくで、不敵な笑みを口元に湛たたえた傭兵団長の顔に、見えないひびが走っていく。それがアリシアにも分かった。

「……お前のそういうところが、たまらないんだが……」

　やがて、かすれ声を漏らしたシャンテの唇には笑みが浮かんでいた。彼女が愛めでている美少年軍団の誰も見たことがないだろう、寂さびしげな微笑みだった。

「でも、まぁ、仕方がないか。……ここいらが潮しお時どきかねェ」

　さばさばと言いきって、長い黒くろ髪かみをかき上げる。そのしぐさの一つ一つが、未練を断ち切っていくようだった。

「サファイア鉱脈は魅力的だが、傭兵はあのおっさんで間に合っているようだしねェ。引き上げるとするよ。じゃあね、子猫ちゃん。今までありがとう」

　最後にさっぱりと笑った彼女が踵きびすを返す。女性としては高い身長に比例して足も長いシャンテだ。その姿はあっという間に全員の視界から消えた。

「……シャンテ様……」

　ふったのはトレイスだ。ふられたのはシャンテだ。そうであるはずなのに、まるでトレイスのほうが取り残されたかのように、呆ぼう然ぜんと彼女がいた場所を見つめ続けている。

「トレイス……シャンテ様のことが、好きだったの？」

　アリシアが率そつ直ちよくに尋ねると、彼は飛び上がって金髪の頭を振った。

「い……いいえ！　そうじゃありません！　そうじゃ……」

　自分でも自分の反応を制せい御ぎよできないのだろう。並みの聖職者より恋に免めん疫えきのないトレイスは、苦しそうに眉根を寄せている。

「ありゃりゃ、未来の恋こい敵がたきを潰つぶしておこう計画が、裏目に出ちゃったかな……？　いや、でも……」

　何やら勝手な算段をしていたルアークが、ふと開けっ放しの扉の外を見た。

「おっと、待ち人来たるだね」

　空気を変えるように彼が言ったところで、アリシアの視界にまばゆい男が入ってきた。

「あっ、カシュヴァーン様……、っ」

　愛する夫の姿だけは、いつだってアリシアの眼にもはっきりと映る。ぱっと顔を明るくして戸口に駆かけ寄ったアリシアであるが、その眼の青空がかすかに曇ったのは、夫の腕に絡みつく白い指を見たからだった。

「……アリシア」

　微妙な表情で笑ったカシュヴァーンの横には、プレアーナがぴたりと寄り添っている。

「ああ、トレイスもルアークも一緒だな。ちょうどいい……」

「何がちょうどいいだ、この最低夫が!!」

　いきなりトレイスに嚙かみつかれ、カシュヴァーンは眼を丸くした。

「トレイス？　どうした」

「どうしたもこうしたもあるか!!」

「なっ、なんだ、えらく機き嫌げんが悪いな!?」

　芯しんの強さは承しよう知ちしているものの、基本的には穏おだやかな友人であるトレイスだ。訳も分からず八つ当たりされては、カシュヴァーンも戸と惑まどうしかない。

「あー、カシュヴァーンおにいちゃん、勘かん弁べんしてあげて。今トレイスさんは、初めての感覚に戸惑ってるだけだから」

「うるさいぞルアーク!!」

　ルアークにまで嚙みつき始めたトレイスの声を聞きながら、アリシアはプレアーナに微笑みかけた。

「ご機嫌よう、プレアーナ様」

　その瞳はもう、曇りなきサファイアの輝かがやきを取り戻している。代わりにプレアーナの表情に、さざ波が走った。

「……揺れないのね、あなたは」

　小さなつぶやきには、惚れ薬騒そう動どうの混乱は一切感じられない。ただしその瞳の奥には、アリシアに対する好ましからぬ感情が残っているように思えた。

「プレアーナ様……？」

「改めて、いらっしゃい、カシュヴァーンおにいちゃんと『残虐王妃』様？」

　小首をかしげるアリシアとプレアーナの間に漂う不ふ穏おんな空気を感じ取ったのだろう。ルアークがさっと二人の間に滑すべり込んできた。その眼にある理解の光にうなずいて、どうにかトレイスを諫めたカシュヴァーンが声を潜ひそめる。

「ああ、話したいことがあって来た。ルアーク、念のために見張りを頼む。レネもバルロイも近づけるな」

「了解。そろそろだと思ってたんだよねー」

「……お前、やっぱり盗ぬすみ聞きしていたな」

　物分かりのよすぎる「息子むすこ」をたしなめるが、ルアークは悪びれない。

「それが分かるってことは、あんたも強くなったよね。だって、大好きな『お父さん』が苦しんでいるとなれば、手は出さなくても耳ぐらいはそばだてちゃうじゃん？　そりゃそうとさ、見張りはやってあげるから、その代わり」

「分かっている。すべて話していただく」

　重々しくうなずいたカシュヴァーンは、プレアーナを先に室内へ入らせた。彼女の指先がようやく夫から離れていく様を、アリシアは思わず眼で追ってしまった。

「それと、ユベル殿下も近づけないでくれ」

「……だよねー。殿下も今頃、国の人たちとお茶会してるとは思うけどさ」

　乾いた声で相槌を打ったルアークも入室はしたが、見張りとして扉のすぐ側に立ったままだ。状況の変化を感じ取ったトレイスはシャンテへの感情を振り切り、プレアーナのためにとお茶を淹いれ、見た目が無ぶ難なんな茶菓子を卓上に並べ始める。

「あら、そっちも高そうだし、おいしそうねぇ」

　元の席へ戻ろうとしたアリシアの手が、ぐいと引っ張られた。

「アリシア」

　見上げれば、何やら神しん妙みような顔のカシュヴァーンがいる。

「そこには俺が座る。お前は俺の隣へ」

「え、あっ……、は、はい」

　アリシアが元いた席、つまりはプレアーナの斜め前の席。狭い部屋なのでそれほど距離に差はないが、「残虐王妃」から一番遠い席に陣取ったカシュヴァーンの横へと、アリシアはちょこんと腰掛けた。







　カシュヴァーンの前には、人体の一部を模もした菓子が多数置かれたままだった。座った瞬間後こう悔かいを示すように眉を上げたものの、どうせ茶菓子に手を出せるような雰囲気で聞く話でもないと判断し、努めて視界から閉め出すに留めた。

「ルアーク、いいか」

「大丈夫」

　優秀な「息子」の腕を信頼しているカシュヴァーンにしては、珍しく確認を取った。ただならぬ雰囲気を悟さとったアリシアも、正面にいるプレアーナの前に置かれた菓子ではなく、彼女本人に注目する。

　給きゆう仕じとして側に控えたトレイスも含め、全員の視線がプレアーナに注そそがれている。頃合いだと理解した彼女は、ライセン夫妻に向かって深々と頭を下げた。

「まずは、申し訳ありませんでした、強公爵閣下、アリシア様。訳あってのこととはいえ、くだらない茶番に付き合わせてしまいました。謹つつしんでお詫わび申し上げます」

　アリシアの眼がん力りきにより、惚れ薬が偽にせ物ものであったことは看かん破ぱされていた。おかげで誰もあまり驚きはしなかったが、特にトレイスはほっとした表情になっていた。

「まあ……そうだったのですか。残念ですわ。あれが本物なら、やり方によってはサファイアより高く売れたでしょうに……」

　商売人の部分で心から残念に思うアリシアであったが、どうでもいい感想を衝しよう撃げき的てきな言葉が打ち消した。

「ユベルに毒を飲ませていたのは、我わが夫、デュランダールだったのです」

　かすかに眼を伏せてプレアーナが言った途と端たん、トレイスの手が滑って下げようとしていた耳型クッキーを床にばらまきそうになった。状況を知っているカシュヴァーンやルアークも、物もの憂うげな息を吐いている。

「……え……？」

　さすがのアリシアもこれには度ど肝ぎもを抜かれ、おずおずと聞き返した。

「あの……それは、ジェリオ殿下の仕業ではありませんの？　そんな……ユベル殿下は、陛下の愛する妃殿下がお産みあそばされた、大切な王子様では……」

「……アリシア様もご存じですよね。私が、あの人の弟の妻だったことは」

　プレアーナの声音が含みを帯びて下がった。

「ええ……」

　プレアーナの再婚事情は、金で買われたアリシアよりもさらに悲ひ惨さんなものである。

「デュランダール国王陛下は、〈翼の祈り〉に傾倒していた弟君と戦って勝利された。そしてその証あかしとして、弟君の妻であったプレアーナ様を娶めとったと……」

「……そうです」

　戦功の証として娶られた当時のことを思い出しているのか、プレアーナの表情に淡い陰かげりが差した。

「ですが、始まりはとにかく、国王陛下は深くあなたを愛しておられる!!　何度も言いましたが、それは間違いないと俺は思っています!!」

　堪たまりかねたように口を挟んだのはカシュヴァーンである。どうやら何度か、このやり取りを繰り返してきたらしい。

「……そうでしょうか」

　応じるプレアーナの表情は穏やかだ。「アズベルグの暴君」に意見の撤てつ回かいを求められているというのに、微み塵じんも動じた様子がない。

「あの方にとっては、私もユベルも弟に勝ったという勲くん章しように過ぎません。事実あの方には、他に何人も女性がいます」

「……！　それは……」

　愛人の存在に言及されると、カシュヴァーンの勢いは一気に減じた。

「まあ……確かにカシュヴァーン様にも、ノーラという愛人がいましたけど……」

　アリシアまでもが愛人の存在に言及すると、一瞬眼を見張ったプレアーナは皮肉げな笑みを口元に刻む。

「……ほら。男の方の純情なんて、都つ合ごうのいいものですわよね」

「いや、あれはノーラが言っていただけで、俺は彼女に何もしていませんよ!?」

　ノーラもこれから、女王と共に結婚式を挙げる身なのだ。彼女の評判を下げたくない気持ちもあり、カシュヴァーンは猛もう然ぜんと否定した。それでもプレアーナの態度は変化しない。

「強公爵閣下は、そうかもしれませんね。あなたは私が迫せまっても、お困りになるだけで、不ふ埒らちなことは何もされなかった。賞しよう賛さんに値あたいする夫ですわ」

　カシュヴァーンの評価をさり気なく上げてくれた後、彼女は寂しそうに笑った。

「それとも、妻の資質の差かしら」

「そんなことはありませんわ！」

　今度はアリシアが、不気味な菓子群の上へぐっと身を乗り出した。

「プレアーナ様はお優しくて、でも締めるところはしっかり締める、素晴らしい『残虐王妃』様です！　デュランダール国王陛下と大変お似合いですし、国王陛下はあなたを、あなたは陛下を愛していらっしゃるでしょう？」

　惚れ薬が本物だろうが偽物だろうが、それは変わらぬ事実のはずだ。夫の愛人については平気で語ったくせに、よその夫婦仲について力説するアリシアを見つめ、プレアーナは初めて気け圧おされたような顔をした。

「……そう、ですね。私は……あの方を、愛して、います」

　ぎこちなく、だが明確に、それが事実であると認めた。
















「でも、気を遣つかって下さったのに申し訳ありません、『死神姫』。いくら私が愛していても、あの方は私を愛していない。だからユベルに毒を盛り、あの子自身と体の弱い子を産んだ私を、お払い箱にするつもりなのです」

　あの年で衰おとろえるどころか、ますます盛んなデュランダールである。その息子であるユベルの病弱はプレアーナのせいだと噂うわさされているのは、アリシアも知っていた。

　クルセージュを分ぶん裂れつ危き機きから救った強い王を愛する国民ほど、せめて愛あい妾しようを置くなどして対応すべきでは、と言っていることも。怒ったデュランダールはその手の言説を固く戒いましめているが、人の口に戸は立てられないことも。

「アリシア様の勇気ある行為のおかげで、最悪の事態は避けられました。ですが、デュランダールはこれで諦あきらめるような男ではありません。やると決めたら、なんでもやり通す男だからこそ、『残虐王』と呼ばれているのです」

　アリシアの拾い食いは美談風に表現してくれたプレアーナであるが、反比例して夫を評する言葉には容赦がなくなっていく。常に冷静なその眼の奥で、強い感情が揺れていた。

　それは愛だと、アリシアは理屈抜きで直観した。自分の未来を心配している人間の眼ではない。彼女を突き動かしているのは、息子への愛だ。

「このままでは、私とユベルは、いずれ別の方法で殺されるでしょう。都合よく、クルセージュの周りには火種があふれています」

「暗殺者が活かつ躍やくする場が調いつつあるのは認めますよ、妃殿下」

　しばらく聞き手に徹てつしていたルアークが口を挟んできた。

「で？　惚れ薬なんかに乗っかって、カシュヴァーンおにいちゃんに近づいたのは、旦那に見つからず逃げる算段をするためですか？」

「……ええ」

　少し気まずそうに、プレアーナはうなずいた。

「ユベルは父親を大変尊敬しています。体が強くなってからは一層、父のようになりたいと夢見ているのです。亡ぼう命めいの手はずが調うまでは、迂う闊かつなことを言うと、夫に筒つつ抜ぬけになってしまう」

　であるからプレアーナは偽物の「奇跡」の力を借りて、強引にでもカシュヴァーンと二人きりで話す機会を作ったのだ。

「……強公爵閣下。これで、すべてお話ししました。私たちを、シルディーンに亡命させて下さいますか？」

　前提条件は出揃った。ここからがプレアーナにとっての本題だ。熱意が彼女の顔を、ひときわ若く見せていた。

「ずーっと、亡命の相談を受けてた訳か。そりゃ、ちょっと俺たちにも、言いにくいねえ」

　差し当たっての感想を述べるルアークの声を聞き終えたカシュヴァーンが、無言で腕を組む。

「まず、俺もユベル殿下同様、デュランダール国王陛下を尊敬していることを再度お伝えしましょう。その辣らつ腕わんも、妻子への態度も含めて」

　改めて自分の立場を明確にしたカシュヴァーンであるが、「妻子への態度」あたりで唇を嚙み締めたプレアーナを見る眼は苦い。

「だが、しょせん俺はクルセージュ王家の人間ではない。家族のことは外側から見ただけでは分からない。あなたのおっしゃることを、頭ごなしに否定することはできない」

　実の母親をただのメイドだと信じ込まされ、つらくあたっていた過去を持つカシュヴァーンである。あくまで外部からの意見だと、前置きした上で続けた。

「ですから、情に依らず、利害だけで判断させていただく。あなた方の亡命を助けることはできない」

　断言され、プレアーナが声もなく瞠どう目もくする。アリシアは思わず夫の顔を見上げたが、その表情に迷いはなかった。

「……デュランダールは、あなた方シルディーン人の力を借りてマルグレートの台頭を抑おさえる一方で、ラグラドール人に圧力をかけています」

　一瞬絶句していたプレアーナだが、自分と「息子」の未来が懸かかっている。すぐに食い下がってきた。

「その先にあるのは、ずっと仮想敵国だったシルディーンへの侵略です。その時、私たちの身柄があれば」

「むしろ妄もう想そうに駆られた妻子を取り戻すためとし、襲おそいかかってくるだろう。それが分からないあなたではあるまい？」

　語尾を奪い取るように言い返したカシュヴァーンは、間合いを計るように腕を組み替えた。

「妃殿下……俺はどうしても、あなたの夫がそのような真似をするとは思えない」

「私もです！」

　アリシアも勇いさんで同意すると、カシュヴァーンが優しく頭を撫でてくれた。夫婦の意見が揃ったことで自信がついたのか、少しうつむいたプレアーナの顔を覗き込むようにしながら落ち着いた声で話しかける。

「どうか、今少し冷静になって、考え直していただけないか。国王陛下と少し距離を置かれたいということならば、体調が優すぐれないため滞たい在ざい期間を延ばしたことにしてはどうです。俺からも使者を出しましょう」

「……分かりました」

　すべてに納得した風ではなかったが、とにかくプレアーナはうなずいてくれた。聡明な彼女のことだ、一度口にした言葉を翻ひるがえすことはあるまい。

「ごめんなさいね、アリシア様。ご迷惑をおかけしました。あなたの旦那様はお返しいたします」

　アリシアに向ける瞳も、初めて出会った時と同じ、慈じ母ぼのそれになっている。

「いえ……」

　何か力づける言葉を発しようと思っていたのだ。しかし、プレアーナの表情が亡き母を思い出させたせいだろうか。なぜか込み上げた不安に喉を締め上げられて、それ以上言えなかった。







　トレイスかルアークに部屋まで送らせると申し出たが、プレアーナはそれを断ってひとりで扉の外に出た。

「恐おそれ入りますが、今日の夕食は、遠慮させて下さい。私はこれから、ユベルと話してきます」

　決意に張り詰めた硬かたい背中をぴんと伸ばし、彼女は去っていった。

「……はぁ……」

　プレアーナがいなくなった後、カシュヴァーンはぐったりと椅子の背もたれに寄りかかった。右手で無傷の右眼を覆い、左手を卓の上に伸ばす。

「お疲れ様、おにいちゃん」

　ルアークがその手に紅茶が満ちた碗わんを渡してやると、カシュヴァーンは中身を一口すすってから深くうなずいた。

　ちなみに最近アリシアたちが飲んでいるのはマルグレートからの輸入品ではなく、シルディーンの最南部で少しだけ採れるものだ。値段と味を考えるとマルグレート産が最適解だが、彼らとの対立が明確になった現在、できるだけ他のもので補おぎなうようにとカシュヴァーンが命じたのである。

「まったくだ……ちょっと来てくれ、アリシア」

「はい、きゃっ！」

　返事を聞くが早いか、カシュヴァーンは右手で妻を抱き寄せて亜麻色の髪に鼻先を埋うずめた。まるで久しぶりに主と再会した大型犬だ。

「カーシュ様……く、くすぐったいですわ」

　ぐりぐりと額ひたいを擦すりつけられ、「おなかが痛い」が一気に高まった。

「嫌いやか……？」

「いえ、嫌じゃないですけど！　それに、あの、高いお茶が、こぼれてしまいます」

　アリシアの訴えを聞いたトレイスが、カシュヴァーンの手からそっと碗を引き取った。

　アズベルグ家の家令リドレックに淹れ方を鍛きたえられた茶は全部飲んでほしいし、真っ昼間からのいちゃいちゃは控ひかえるべきだと思っている彼なのだが、今回は何も言わない。カシュヴァーンが抱えていた苦悩を理解しているからである。

　無事に両手が空あいたカシュヴァーンは、腕の中にしっかりと妻の華奢な体を閉じ込めた。

「誓ちかって言うが、俺は妃殿下に何もしていないからな。本当だからな？　本当はずっと、お前に触れたかった……だが、クルセージュ王家のいざこざを迂闊に口にすることができず……説明もできないままで、悪かった」

「息子」と執事の気き遣づかいに視線で応じたカシュヴァーンだが、プレアーナとの件で彼が一番気遣うべき相手は妻だ。

「ええ、分かっております」

　すべては承知していること。微笑みを浮かべたアリシアがうなずくと、なぜかカシュヴァーンが身じろいだ。唇に薄い苦笑がある。

「……お前の物分かりのよさは分かっていたが……、いや」

　ひとつ首を振って、笑みを自じ嘲ちように変える。

「愛が強固であることに、不満を覚えるようになるとは。つくづく、贅ぜい沢たくになったものだ」

　そのままカシュヴァーンは腕をほどこうとした。大柄な彼にすっぽりと包まれていた心地ここちよさが離れていく。

　あ、と小さな声を出したアリシアは、彼が離れていくより速く腕を伸ばした。たくましい二の腕と胸むな板いたの盛り上がりを感じながら、ぎゅっと抱きつく。

「ほ、本当は……ちょっとだけ、嫌、でした」

　振り返れば、触れ合えなかったのはたった三日。カシュヴァーンの心が揺らいでいないと分かってはいたが、少しだけ、少しだけ、嫌だったのだ。

「……アリシア！」

「カシュヴァーンおにいちゃん、よかったね!!」

　カシュヴァーンがアリシアを抱き締めた瞬間、ルアークも反対側から抱きついてきた。……まあいい、という顔になったカシュヴァーンは、二人の頭を片手ずつで撫でてやる。

「お前にも気を揉もませて、すまなかったな、トレイス。抱き締めてやろうか？」

「結構です」

　トレイスは笑顔で断ったが、その笑みは暖かかった。シャンテのことは気になるし、プレアーナたちのことを思うと気が重いが、彼の愛する主一家の平へい穏おんはひとまず戻ってきたのだ。

「さて、これからどうするか、だ」

「母子」の肩を抱いたまま、カシュヴァーンは話を切り替えた。

「ユベル殿下には、このことはまだ伝えてないのですよね？」

「そのようだな。聞いていたとすれば……お前に惚れ薬を飲ませるどころではないだろう」

　むしろアズベルグに来ている場合ではなかったはずである。

「国王陛下ご自身に、聞いてみる訳にはいかないよねぇ」

「母親を体ていよく処分するために、息子に毒を盛っていませんでしたか、と？　俺に同じ質問をしてみろ、斬きり捨ててやるぞ」

　ルアークの軽口を一いつ蹴しゆうしたカシュヴァーンであるが、次の瞬間眉み間けんにしわを寄せた。

「……絶対に、やっていない、とは俺も言いきれない。あの方はすでに一度、家族を手にかけている」

「まー家族を殺す気持ちは分からなくはないもんねぇ、お互い。人間、近くにいればいるだけ、気に障さわる機会も増えるもんだし」

　共に家族運に恵まれているとは言いがたい「父おや子こ」である。我が身を振り返れば、デュランダールを完全に信じることは難しい様子だ。

「私は、クルセージュ国王陛下はそんなことはしないと思いますわ」

　財産には恵まれなかったものの、家族仲自体はよかったアリシアは自説を披ひ露ろうした。ただし自みずからの幸運だけが、その論ろん拠きよではない。

「だってあの方は、弟君を手にかけたことも、後悔していらっしゃいましたもの」

　──昔の余が、貴公の十分の一でも立派な夫であればな。

　初めてジェリオが裏で糸引く〈神しん具ぐ礼らい賛さん〉に関わった際、デュランダールは言ったのだ。アリシアだけでなく、彼にとってもカシュヴァーンは「理想の夫」なのである。

「それに『残虐王』陛下の性格とお持ちの権力を考えると、ユベル殿下やプレアーナ様が邪魔になれば、それを理由に放り出しておしまいになられると思うのですよね」

　より実情にかなった論拠を示せば、ルアークも同意した。

「まーねぇ。ちくちく毒を盛るなんて、確かにあの人らしくないや。愛妻家としての評判を失いたくないからだとしても、そこに固こ執しつするような人は、そもそも『残虐王』なんて呼ばれないもんねぇ」

　国を統すべる者として体面は大事ではあるが、デュランダールはむしろ、必要とあらば血けつ縁えん者しやをも排除する冷血ぶりを喧けん伝でんしてきたのだ。愛妻家と呼ばれることにこだわるのは、政策としてはおかしいのである。

「こういうのは、どっちかってーと、どっかの腹黒王子様のやり口っぽいよね」

「そうだな」

　ルアークのまなざしを受けて、我が意を得たりとばかりにカシュヴァーンはうなずいた。

「惚れ薬の一件といい、マルグレートの影が見え隠れしている。ルアーク、しばらく妃殿下とユベル王子に張りついていてくれ」

「りょーかい！」

　ふざけて敬礼したルアークの姿がその場から消えた。今や風さえ伴わぬ動きを身につけたルアークは、カシュヴァーンの頼みをただちに実行したのである。

「さて、アリシア」

　両手を妻のために使えるようになったカシュヴァーンは、おもむろにアリシアを自分のほうに向かせた。やけに眼が鋭い。

「な、なんですか、カシュヴァーン様……？」

　自然と声が震ふるえる。両肩をがっしりと固定され、正面から夫と向かい合う形を余よ儀ぎなくされた。

「こうしてお前と二人きりになるのも、久しぶりだな」

「あら、カシュヴァーン様ったら、眼が悪くおなりに……？　まだ、トレイスが」

　言いながら視線を巡らせたアリシアが見たのは、今にも部屋を出て行こうとするトレイスである。

「あ、あら？　嫌だわ、私ったら本当に眼が」

「大丈夫です、アリシア様。きちんと見えていらっしゃいますよ。では、その……ご武運を！　カシュヴァーン様は！　ほどほどに!!　人払いはしておきますが、ルアークがいないことをお忘れなく!!」

　普段は破は廉れん恥ち破廉恥とやかましいトレイスであるが、譲ゆずるべきところは心得ている。ひと言注意を付け加えはしたが、そそくさと退出してしまった。

「こら、こっちを向け、アリシア」

　閉ざされた扉を未練がましく見つめていたアリシアは、くいとあごを引かれて視線をカシュヴァーンに引き戻された。注がれるまなざしの熱さだけで、くらくらしてしまいそうだ。

「あの、あの、せめて、ゆ……夕食の後にでも！」

　心の準備ができていない。猶ゆう予よが欲しいと訴えるべく、突き出した手を摑まれた。その手をそっと、カシュヴァーンの頰に当てられる。

「……嫌なのか？　アリシア。俺はこの三日、このご褒ほう美びだけを想って、耐えてきたというのに……」

　強引一辺倒ではなく、あえての弱気をちらつかせる。アリシアと二度目の再婚を果はたして以来、ちょくちょくカシュヴァーンが使う技である。ルアークなどには「ずるい」「あざとい」と文句を言われるが、初う心ぶなアリシアにかわす術すべはない。

「嫌じゃないです。あのっ、私も、ま……待ってました！」

　ばっと両手を広げ、最近二人の間で流行している誘い文句を口にすれば、カシュヴァーンも満足そうに口の端を吊つり上げた。

「ああ、俺もだ……!!」

　三日分のいちゃいちゃ不足を解消しようとした瞬間だった。

「カシュヴァーンおにいちゃん!!」

　先ほど姿を消したはずのルアークが戸口に出現した。いつも飄々としている彼が血相を変えているのは、「両親」が昼間から仲良くしているためではない。

「まずい。先手を打たれた」

「なんだと？」

　カシュヴァーンもアリシアから身を離して座り直す。ルアークは忌いま々いましそうに目元を歪め、

「プレアーナ妃殿下とユベル王子がいないんだ。クルセージュから連れてきてた召使いさんたちも、どこに行ったか分からないって……俺も捜さがしてみたけど、痕こん跡せきすら残っていないんだ。たぶん、誰だれかが手引きしてる」

　誰か、と表現を濁したものの、その誰かがマルグレート人を示していることはアリシアにも分かった。

「……くそッ!!」

　盛大に舌を打ったカシュヴァーンが立ち上がり、早足に戸口を目指す。

「お前でも痕跡を摑めないほどだ。追っても無駄だろうが、何もせん訳にもいくまい。捜そう索さく隊たいを出すぞ、ルアーク！　アリシアはここにいろ!!　俺たちの夕食もなしでいい!!」

　今日の夕食は必要ない。一見殊しゆ勝しようなプレアーナの言葉は、直後に行方ゆくえを眩くらませることを織り込んでいたのだろう。

　歯嚙みしたカシュヴァーンは、「分かりました、みなさんの分はいただいておきます！」というアリシアの返事を背に受けながら飛び出していった。











第三章　奇跡の値段






　長く尾を引く冬の気配が消え去り、本格的な春が訪れた。領主の奥方であるアリシアの誕生日ももうすぐだ。豊ほう穣じようを願う秋の祭り以外、領民が参加できるような行事も乏とぼしいアズベルグの民にとっては、愛する妻のためにとカシュヴァーンが景気よくご馳ち走そうしてくれる機会でもある。

　おまけに今年は、サファイア鉱こう脈みやく発見という僥ぎよう倖こうにも恵まれた。領主も含めて経験のない者ばかりで危あやぶまれていた鉱山経営も、最初から専門家を頼ったことがよかったのだろう。坑こう夫ふの希望者が多すぎて、少ないながらもアズベルグに存在する農地が放置され気味になっている以外は順調に事が進んでいる。

　だが幸福な領主の表情は、春の日差しにも妻の誕生日にも続々と発はつ掘くつされる見事な原石にも緩ゆるまない。

「まあ……私の拳こぶしより大きいわ！　素晴らしいわね!!」

　アリシアは持ち込まれた原石に眼を輝かがやかせはするが、長くは続かない。寝不足と疲労が限界にきているらしく、隣にいるカシュヴァーンが心ここに在あらずであることが心配でならないのだ。

　プレアーナたちが失しつ踪そうして五日目の朝のことである。いろいろあったカシュヴァーンが鉱山に顔を見せなくなったので、ご機き嫌げんうかがいを兼かねて、採さい掘くつの専門家たちがめぼしい原石を見せに来ていた。だが肝かん心じんのカシュヴァーンの反応が、あまりにも薄い。

「あの、カシュヴァーン様……？」

「……ああ」

　ぼんやりしていたカシュヴァーンは、専門家たちの恐きよう縮しゆくした呼びかけに苦笑いした。

「……すまん。いい石だと、思う。思うが……、すまん。お前たちに任まかせる。俺は宝石の価値など、よく分からんからな。必要なものがあれば、すぐに連絡してくれ」

「……分かりました」

　不満そうではない。だが心配そうな採掘の専門家たちが帰っていくと、アリシアはそっと夫を気き遣づかった。

「カシュヴァーン様、無理をなさらないで。昨夜も遅くまで、捜さがし回っていらしたのでしょう……？　もう今日は、お休み下さいな」

「そうだよ……ああ、だけど、次のお客さんは寝かせてくれそうにないなぁ」

　ルアークも一度は同意を示したが、優すぐれた彼の感覚は新たな来訪者を特定してしまった。程なく、屈くつ強きような男が彼らの前に現れた。

「おい、カシュヴァーンよ。クルセージュ王家の連中は、最近どうした？　姿を見かけねえが」

　しばらくは静観していたバルロイが、突然押しかけてくるなり尋ねてきた。もちろん側そばにはレネも控ひかえている。

「……さあな。お前も知ってのとおり、アズベルグには見て面おも白しろいようなものは少ない。飽あきてしまわれたんじゃないか？」

「はっ、シルディーン王家に急使なんぞ走らせておいて、とぼけてくれるじゃねえか」

　胡う散さん臭くさい惚ほれ薬騒そう動どう程度ならまだしも、他国の王おう妃ひと王子が領内で行方ゆくえ不明になったのだ。王家に報告しない訳にもいかず、早馬を走らせたことは、情報通の傭よう兵へい団長にはお見通しのようである。

「クルセージュの連中が連れてきた召めし使つかいが逃げ出そうとしているのはなぜだ？　シャンテのやつまで、急に引き上げるなんて言い出すしな」

「最後のひとつは、理由が別だけどねぇ……」

　思わずつぶやいたルアークは、カシュヴァーンにじろりと睨にらまれて肩かたを竦すくめた。

「まあいいさ。いろいろときな臭い情勢だ。クルセージュとやり合う可能性がある以上、ラグラドールもシルディーンとの仲を深めておきたい。西と東から挟きよう撃げきされちゃあ、たまらないんでね」

　バルロイも問い詰めるつもりで来たのではないのだろう。あっさりと話を引っ込めた。

「サファイア鉱脈の件もあることだ、もうしばらくは猶ゆう予よをやる。だが、まずい話になっているなら、さっさと俺たちとも共有してくれよな」

「そうですよ。誰が味方なのか、今一度お考えを」

　レネが棘とげのある眼で追つい撃げきしてきた。そしてなぜか、バルロイまでをも同じ眼で見上げた。

「それはそうと、バルロイ様。今夜もどうですか、飲み比べ。レンブラーは新しいものを手配しましたので、安心して飲んで下さい。そして前後不覚になって下さい」

「い、いや……お前、強すぎだろう。絶対何か裏があるだろう……？　とにかく、もう用はすんだんだ。引き上げるぞ！」

　棘のあるまなざしで刺し貫かれたバルロイが、頰を引きつらせながら帰き還かんをうながす。レネが執しつ拗ように飲み比べをねだる声も、やがて遠く消えていった。

「……元〈玩具おもちやの兵隊〉相手の飲み比べ、なあ」

　カシュヴァーンが意味ありげに視線を流せば、ルアークが「ああ、俺たちには必殺技があるからね」とうそぶいた。必殺『体術を駆く使しして相手に分からないように捨てる』である。

「まあ、団長に見破らせないなんて、レネも腕うでを上げたのねぇ。きっと、レクサンドール子し爵しやく様に認められたいためね」

　アリシアがのほほんとつぶやくと、ルアークもうなずいた。

「そうだね。そして、その見返りを求めてるみたいだね。レネってば、なんか最近、バルロイおじさんとの進展を焦あせってない？」

　惚れ薬に絡んで名言を発したレネであるが、一時はバルロイが自分のものであることだけで満足していた風だったのだ。カシュヴァーンははっと鼻を鳴らした。

「あれはバルロイが悪い。周りがどんどん進展していっているのに、現状維い持じで逃げおおせると思っていやがるんだからな。いいおっさんを自認しているなら、下手に気を持たせずに、さっさとくっつけってんだ」

「そうですわね。比べても仕方がないとはいえ、焦りは感じますよね……」

　エルティーナとジスカルドが結婚、ノーラとティルナードも結婚。アリシアとカシュヴァーンはプレアーナたちの横よこ槍やりが入ったとはいえ、相変わらずのいちゃいちゃぶり。幸せの形はそれぞれ違うとはいえ、レネが不満を溜ため込むのも仕方がないだろう。

「そーだよね、おまけに……」

　小さくつぶやいたルアークが、唇くちびるに指を当てて「静かに」の合図をする。何事かと不思議そうな顔をするライセン夫妻を、彼は足音を立てぬように戸口まで誘ゆう導どうした。

「あら、シャン……むぐ」

　背後のカシュヴァーンに口元をふさがれながらアリシアが見たのは、廊ろう下かで話しているシャンテとトレイスだった。

「アズベルグの警けい護ごを続けて下さるのですね。ありがとうございます。このところ、何かと、その……物ぶつ騒そうですので」

　先ほどバルロイが口にしていたように、シャンテはアズベルグから引き上げるようなことを言っていたのだ。

　だがプレアーナたちの失踪により、怒り狂ったその夫と交戦に入るおそれがある。可能なら残っていてほしい、と要請したカシュヴァーンに、返事をしに来たらしい。

「でも、いいのかい？　あたしに帰ってほしいんだろ、子こ猫ねこちゃん」

「そんなことは……私は、互いの職責を全うできれば、それで……」

　もごもごと言い訳めいたことを言うトレイスを、シャンテは優しい眼で見つめている。

「いいんだよ。今までつきまとって悪かったねェ。心配ないさ、仕事は仕事としてきっちりやるし、あたしには他にかわいこちゃんがたんといるんだ。つれない子猫ちゃんのことなんて、すぐに忘れてやるさ」

　冗じよう談だんめかして笑うと、シャンテはくるりとトレイスに背を向けた。

「大事なご主人様は、体調が悪いんだろう？　このシャンテ、もらう物さえもらえるなら、相応の働きはすると伝えておくれ。じゃあねェ」

　ひらひらと軽快に手を振って、シャンテはあっけらかんと去っていく。物言いたげなトレイスだけがその場に残された。

「やれやれ、順調なのはトレイスさんのとこだけだなぁ……」

「……そうなのか？」

　シャンテとトレイスの進展については、二人に任せようと傍ぼう観かんを決め込んでいたカシュヴァーンだ。いぶかしそうにする脇わき腹ばらを、ルアークが軽く小突いた。

「んもー、カシュヴァーンおにいちゃんってば鈍にぶいなぁ。今までぐいぐい来られてたのに、急に引き下がられるとちょっと寂さびしくなるのが人情ってもんだよ」

「トレイスがシャンテ様のものになれば、警護代を安くしてもらえますかしらね！」

　少しでもカシュヴァーンの気持ちを引き上げたくて、アリシアも明るい声を出した。ところが一緒に場を盛り上げていたルアークの表情が、硬かたく強こわ張ばった。

「カシュヴァーンおにいちゃん、ごめん」

「──どうした」

「息子」の変化を感じ取ったカシュヴァーンの声が低くなった。

「またお客さん。今日はもう、寝ていてほしかったけど……あんたが出てこないと、承しよう知ちしないだろうね」

　不ふ穏おんな物言いが示す可能性に、アリシアでさえ身を強張らせた。

「まさか……『残ざん虐ぎやく王おう』陛へい下か……？」

「そっちのほうが、まだましかも」

　嫌けん悪おすら浮かべてルアークが吐き捨てたところで、力強く地を蹴ける蹄ひづめの音が近づいてきた。

「カシュヴァーン様、大変です。マルグレートから、お客様がおみえです……!!」

　馬を潰つぶしそうな勢いで館の前まで駆かけてきた伝令は、吐きそうなほどに大きく口を開いてそう叫さけんだ。







「これはこれは、お久しぶりですね、ライセン強きよう公こう爵しやく閣かつ下か、アリシア様」

　柔やわらかな春の日差しに縁ふち取どられ、黒くろ髪かみの青年が穏おだやかに微笑ほほえむ。

　褐かつ色しよくの肌はだはラグラドール人に近いが、皮かわ鎧よろい中心の軽けい装そうではない。白い貫かん頭とう衣いと頭部を覆った白い布の裾すそが、優美に風に舞まっていた。

　マルグレートの第二王子、ジェリオ・シーガルだ。黒こく曜よう石せきのようにきらめく黒い瞳ひとみが、元領主の館の前に並んだアリシアたちをそれは楽しそうに見つめている。

「ジェリオ殿でん下か……ご機嫌よう」

　誰だれに対しても挨あい拶さつは忘れないアリシアだけが、律りち儀ぎにそう返した。カシュヴァーンは疲労にぎらつく瞳に憎ぞう悪おをにじませ、ルアークの瞳は逆に凍りついている。後ろに控えたトレイスでさえ、敵意を隠かくせていなかった。

　先日はアリシアたちに目論見もくろみを看破され、兄ファルハドの尻しりを蹴飛ばすようにして逃げ帰ったジェリオである。あの時のみじめさなど忘れたかのように、彼は晴はれ晴ばれとした表情だった。

「早速ですが、お互い忙いそがしい身だ。本題に入りましょう。あなた方は今、『奇き跡せき』がご入り用でしょう？」

　商売用の笑顔の仮面では、最早優越感を隠しきれない様子だ。今にも喉のどを鳴らしそうな顔で、ジェリオは「商品」の説明を始めた。

「高貴なる女性とその幼おさなき息子むすこの行方、知りたくはないですか？」

「クルセージュの王妃に妄もう想そうを吹き込んだのは、やはり貴様か、ジェリオ……!!　回りくどい真似をしやがって!!」

　敬語を放り出したカシュヴァーンの全身から、ぶわりと怒気が噴ふき出す。遠巻きにしていた部下たちが身を引くほどの気き迫はくだったが、相手は「奇跡」に値段をつける神経の持ち主ぬしだ。

「なんの話か分かりかねますね。僕ができるのは、あくまで商売の話だけです。『商品』の入手経路については、お客様は知る必要がないことですよ」

　商売人として考えれば、アリシアもジェリオの言い分は分かる。客が知る必要があるのは、確かに入手経路ではない。

「その『奇跡』は、おいくらですの？」

　最も気になる部分を質問すれば、ジェリオは軽く眼を見開いてから高い声で笑った。

「さすがアリシア様、お金の話にだけは反応がよろしいですね！」

　意地の悪い響ひびきを隠さずに言いきると、彼は楽しげに首を振った。

「ですが『奇跡』の対価ですからね。現金でのやり取りなどは野や暮ぼの極きわみ。ここはひとつ、友情が対価、というのはいかがですか」

「……友情？」

　美しい、それゆえにこの場に全く相応ふさわしくない単語を、カシュヴァーンが警戒心も露あらわに復唱する。

「この間もお話ししたでしょう。クルセージュは元々あなた方の仮想敵国だった。それよりも、輸出を通じて平和なお付き合いをしてきた我々マルグレートと、あなた方はもっと仲良くするべきです」

　ジェリオの言い分はいちいち正論である。

「平和なお付き合いの道を自分の手で壊こわしておいて、よく言うねぇ。さすが、いっそ最初から商家に生まれるべきだったと賞しよう賛さんされるだけあるなあ」

　ルアークがにこやかに横槍を入れた瞬間、ジェリオの鼻先にしわが寄った。不快を示す記号はすぐに消したが、彼はルアークを無視して話し続ける。

「女王陛下はご結婚も決まったとお聞きしますし、これでシルディーン国内の不満勢力もひとまず静かになるでしょう。後は国外の憂うれいに対処しなければ」

　相変わらずの早耳ぶりを披ひ露ろうしてから、何事か言いかけたカシュヴァーンの機先を制した。

「言っておきますが、この取引を断れば、僕は王妃と王子が消息を絶たった顚てん末まつをクルセージュに伝えるだけです」

「……ほう？」

　ごく低い声で、カシュヴァーンは聞き返した。

「事の顚末を仔し細さいに話してくれるなら、まずは貴様が紛まがい物の惚れ薬を殿下に贈おくったところから、か？」

「嫌いやだなぁ、あれはほんの冗談のつもりだったんですよ。もちろん贈り物をどう使うかは、贈られた側の自由です。出てきた結果は、実に残念ですがね」

　嫌味をさらりとかわし、話を自分の望みの流れへと戻してしまう。

「残念ながら表向きのもの、とのことですが、愛妻家で知られた『残虐王』だ。形だけでも怒り狂って、シルディーンに侵しん攻こうしてくるでしょう」

「侵攻させる、の間違いじゃないのぉ？」

　ルアークの横槍はまたもや無視される。

「決断はお早めに。僕はその間、サファイア鉱脈でも見せていただきましょうか。アズベルグの他の見所は、先日たっぷり拝見しましたのでね？」

　初春の頃アズベルグに長期滞たい在ざいしていた折りには、サファイア鉱脈探しという目的を隠してやたらと領内を歩き回っていたのだ。だが今は、宝の山以外の場所などに興味はない。暗にそう言って、彼は愉ゆ快かいそうに笑ったのだった。







　鉱山から掘ほり出されたばかりの、加工されていない宝石を原石という。そこから研けん磨まやカットを経へたものを裸はだか石いしという。これを台座に嵌はめ込むなどして、さらなる加工を加えることで、宝飾品として流通することになるのだ。

　今アリシアが座っている卓たくの上に並んでいるのは、主おもに裸石の状態のものだ。原石の状態と比べずとも、窓から差し込む陽光を弾はじいてきらきらと輝くそれは、単体でも庶民が手を出せるものではない。他人と同じものを身につけたくない名家の貴婦人は、裸石の状態で選んでから意い匠しようを起こさせるとか。

「いやぁ、値段の高いものを見ながら、値段の高い茶を飲むのは最高の気分ですね！」

　まるでアリシアのような感想を述べたのは、同じ卓を囲むジェリオだ。来た当初は採掘の専門家もいたのだが、漂ただよう空気に耐えかねたのか、現場を見に行くようなことを言って出て行ってしまった。

「ええ、それには同意しますわ」

　他国の茶葉は口に合わない、と主張するジェリオが持ち込んだ茶をゆっくりとすすりながら、アリシアは同意を示した。

　以前アリシアもカシュヴァーンに心配されるほど通い続けていた、採掘現場の側にある小屋である。状態のいい原石が揃そろってきたので、加工の見本が持ち込まれたのだ。中でも質のいい物が吟ぎん味みされ、名家オーデル家からも贔ひい屓きにされている職人の手によって、宝飾品となる予定である。

「ただで飲める高いお茶は実に杯はいが進みますわ。ねえ、ルアークも」

「結構ですよ」

　いつもの癖くせで気軽にルアークの名を呼んだ途と端たん、ジェリオによってぴしゃりと撥はねつけられた。

「彼は今、僕の部下です。それをお忘れなく」

　ジェリオのすぐ後ろに立っていたルアークも、無言で現在の主に一いち瞥べつをくれたのみ。任務に忠実なその耳に、今のアリシアの声が届くことはない。
















　カシュヴァーンに非情な決断を強しいた上で、ジェリオは要求したのだ。決断までの時間に融ゆう通ずうを利かせる代わりに、ルアークを僕の部下として譲ゆずって下さい、と。

　これにはもちろん、カシュヴァーンは当然としてアリシアも猛もう抗こう議ぎした。しかしジェリオはならばすぐに「残虐王」に連絡を取る、と要求を取り下げず、最終的にルアーク本人が決断を下した。

『貴様も知っていると思うが、ルアークは世界一優秀な暗殺者だ。寝首を搔かかれる可能性については、常に気を配ることだな』

　カシュヴァーンの嫌味に、ジェリオはしたり顔で応じた。

『ええ、もちろん。僕も元〈翼つばさの祈いのり〉の者たちを多数飼かっていますからね。一度主と認めた者に対する彼らの忠実さは、よく存じています。なあ、ルアーク？』

　あの時と同じ、勝利を確信した者の余裕が、ジェリオの瞳を傲ごう慢まんなほどに輝かせている。

「あなた方は、元〈玩具の兵隊〉の扱あつかい方を分かっていない。彼らは訓練された猟りよう犬けんであり、命令に従うことに喜びを見み出いだす生き物です。そこを見誤ると、双そう方ほうにとって不幸な結果となる」

　犬呼ばわりされながらも、ルアークは微び動どうだにしない。屈くつ辱じよくを堪えているというより、単に何も感じていないようではあった。

　そこにアリシアは、鏡に映った自分を見た。「特別」を作る贅ぜい沢たくを知らず、あえて知ろうとせずにいたアリシアもまた、痛みを感じる神経をふさぐことで自分を守っていた。

　やっぱりルアークは私の「息子」。心の中でそっとつぶやく。将来的にはカシュヴァーンとの間にできた娘むすめと結ばれて、完全な息子になってもらうのだ。

　手に入らないものを諦あきらめる戦法はすでに捨てた。抗あらがわなくてはならない。ルアークのために、カシュヴァーンのために、何よりアリシア自身のために。

「サイードを……殺したのですか？」

　久しぶりに口にした名前は、少し震ふるえていた。

「サイード？」

　ジェリオはといえば、意味の分からない単語を聞いたような顔をしている。

「それは……人名ですね？　アズベルグの貴族ですか？　商売柄、人の名前を覚えるのは得意なのですが……」

「……この間、あんたのおにいちゃんを殺そうとしたやつだよ」

　ルアークがぼそりと吐き捨てた。彼の「おにいちゃん」性せい癖へきの根源である、実の兄と同じ名を持つ猟犬を思い出させるために。

「ああ、ええ、もちろん」

　ようやく得心がいったようである。大変気軽に、ジェリオは答えた。

　分かっていた答えだった。なにせサイードは自国の未来の王を殺害しようとしたのである。身分の高い者でも幽ゆう閉へいや領地没収は免まぬかれないのだから、飼い主の手を嚙かんだ犬の末路は決まっている。

　ルアークは特に反応を見せなかったが、アリシアはやはり胸にこたえた。責める気配を感じ取ったジェリオが馬ば鹿かにしたように肩かたを竦すくめる。

「ですが、彼はあなた方が殺したようなものだ。人間には分ぶというものがあります。猟犬を愛あい玩がんするなど、存在意義を否定したも同然です」

　ルアークもサイードも、同じ暗殺集団〈玩具の兵隊〉の出身。しかし誰に拾われたかによって、その明暗はくっきりと分かれた。

　自分たちの扱いのひどさに不満を持ったサイードは反乱を起こし、その結果処分された。当然のことではある。ジェリオの言い分は、何も間違っていない。

「そうですわね。確かに分はありますわ。私も家が貧びん乏ぼうだったので、分をわきまえて、野菜や果物は自分で作っておりました」

「……アリシアはちょっと、わきまえすぎだよね……？」

　自分の立場を理解しすぎている発言につられ、ルアークが思わず突っ込んだ。直後、ジェリオに軽く睨まれて無関心な顔に戻る。

　ルアークはそうやって分をわきまえた訳だが、殊しゆ勝しようと見せかけて図ずう々ずうしいアリシアの言葉は止まらない。

「ですけど、それならばジェリオ殿下も分をわきまえられればいかが？　マルグレートは長子絶対主義ですもの。第二王子であるジェリオ殿下は、ファルハド様のために」

「だからこそ、僕がこうやって動いているのです!!」

　いきなりジェリオが強く卓を叩たたいて叫んだ。卓上の石たちが軽く飛び上がるほどの強さだった。

「まあ、いけませんわ、ジェリオ殿下。せっかくここまで加工した石に、傷がついてしまいます!!」

　アリシアが特に貴重な、スターサファイアと呼ばれる内部に星のような光を抱だいた裸石を庇かばうと、ジェリオも我に返った。

「……失礼。ですが、アリシア様たちも我が愚ぐ兄けいと触ふれ合ってみて、よくお分かりになったでしょう。あのどーんと構える以外、何もできない男のことを……」

　長年長兄に対する不満を溜ため込んでいたらしい。序列を最も守らねばならぬ立場との自覚はあるのだろうが、その分吐き出される苦悩は濃こく、苦い。

「このまま兄がマルグレートの王などになれば、我が国はそれこそクルセージュに飲み込まれてしまう。あなた方は『残虐王』の恐おそろしさをもっと自覚すべきだ。仮想敵国同士、交流の薄かったシルディーンと違い、マルグレートは国王兄弟のどちらに軍配が上がるか戦々恐々としていたんだ。だから、僕は……！」

　そこまで一気に言い募つのったジェリオを見つめ、アリシアは微笑んだ。

「ジェリオ殿下は、マルグレートという国をとても愛していらっしゃるのね」

「……当たり前ですよ」

　何を言っているのか、という顔をするジェリオに構わず、さらに話しかけようとしたアリシアの眼の端はしに鮮あざやかな輝きが生じた。

「あら、カシュヴァーン様！」

　マントの裏地以外は全て黒ずくめのカシュヴァーンであるが、その姿はどんな宝石よりも輝いて見える。ただし、その顔色の悪さもまた、はっきりと分かってしまう。

「失礼、なんの話をしていらっしゃるのか。俺も交ぜていただきたいな」

「なに、そろそろ死神姫の愛いとしの旦那様が、色よき返事を聞かせて下さるだろうという話ですよ」

　一瞬見せてしまった素顔を恥はじているのか、ジェリオの声はひときわ高こう慢まんな響きを帯おびていた。

「……生あい憎にくと、貴公の望むような返事はまだできない。もう少し時間をいただきたい」

　さすがに「貴様」呼ばわりは控えたカシュヴァーンであるが、口調からは険が抜けきっていない。ただし疲労の色も濃いため、ジェリオの分厚い面の皮を貫けるような力はなかった。

　カシュヴァーンの消しよう耗もうぶりが楽しいのか、ジェリオは彼に椅い子すを勧すすめた。飲まないと分かっているマルグレード産の茶葉でていねいに紅茶を淹れてから、悠ゆう然ぜんと話を始める。

「マルグレートの頭を押さえつければ、『残虐王』が次に狙ねらうのはラグラドール、〈翼の祈り〉、そしてシルディーンです。いっそ王妃と次代の王を押し立てて、マルグレート、シルディーン、ラグラドールで共同戦線を張り、クルセージュを攻めるというのはいかがです？」

「妃ひ殿でん下かを、あるいは王子を傀かい儡らいとして、か」

　高価な茶から上がる湯気をあご先に当てるだけに留め、カシュヴァーンは鋭するどく言い返す。

「……そしてクルセージュに勝利した暁あかつきには、ユベル殿下を王としつつ、マルグレートから監かん視し役やくの摂せつ政しようを出すのですね。ユベル殿下にはマルグレートの高貴な女性と結婚していただき、その息子を次代のクルセージュ王とする」

　アリシアが続けると、ジェリオがほう、と珍しく感心した顔をする。

「アリシア様は、意外と政治についてもお詳くわしい」

「ええ、だって商売と政治は切り離せないものだと、マルグレートの本には書いてありましたもの!!」

　マルグレート人、というよりジェリオ個人にはアリシアも思うところはあるが、彼らの思想自体は大変興味深い。ラグラドール人同様、肌の色の差別にさらされながらも、共通するたくましさと努力で今の地位を築きずいたマルグレート。学ぶ余地は大いにある。

「なるほど。ならば、戦争は最大の商売の種であることも、よくご存じでしょう。需じゆ要ようがないなら、作ればいい」

「っ！」

　カシュヴァーンが思わず立ち上がろうとして、その寸前で自制した。ゆらゆらと揺ゆれる紅茶の表面を眺ながめながら、ジェリオはうっそりと笑う。

「ああ、ご安心を。たとえ戦争が始まっても、先ほど申し上げたような包ほう囲い網もうを作れるのなら、戦場となるのはクルセージュの一部だけ。富める海洋国家はひとつの宝なのですから、僕たちだって無む闇やみに傷つけたくはない」

　いずれはマルグレートの属国となるのだ。商品の価値を下げたくないでしょう？　言外に語るジェリオを見つめ、カシュヴァーンは静かに手元の碗を持ち上げた。

　高価な茶葉を飲み、服従の証あかしを見せると思ったのだろうか。ジェリオの眼が弧こを描いたが、カシュヴァーンは紅茶に相応しく高価な碗を乱らん暴ぼうに卓へ戻した。ちなみにこれもマルグレート産であり、ジェリオが持ち込んだ品である。

「──そうだな。あなたの優秀さを見せつけるためだけの茶番に、血を流す必要はない」

　春真っ盛りのアズベルグにあって、この小屋の中だけ冬に逆戻りしたようだ。冬期の名物である稲いな妻づまが、カシュヴァーンの眼の中で躍おどっていた。

「あなたの弁べん舌ぜつによれば、まるでクルセージュは飢うえた獣けもののようだな。先制しなければやられる、そう言いたいようだが、〈神しん具ぐ礼らい賛さん〉を使って侵しん攻こうを始めたのはそちらが先だ。デュランダール陛下は穏おん便びんな解決を目指したからこそ、」

　ばしゃっ、と派手な水みず飛沫しぶきが上がった。

　ジェリオが自分の碗の中に半分ほど残っていた紅茶を、カシュヴァーンに引っかけたのだ。とっさに腕を上げたので顔面直ちよく撃げきは免れたが、前髪からぽたぽたと雫しずくが垂たれている。

「ジェリオ殿下!?」

　ぎょっとしたアリシアが上うわずった声を上げるが、ジェリオは平然としたものだ。

「失礼、手が滑すべりました。ですが、公こう爵しやく閣下が我が国自じ慢まんの碗を粗そ雑ざつに扱った上、失礼な発言をしたんだ。これぐらいのお返しは許していただきたい」

　ぷらぷらとわざとらしく手を振って、ジェリオは空になった碗を卓上に置き直した。

「お前は優秀だな。それでいいぞ、ルアーク」

「……」

　カシュヴァーンを眼の前で侮ぶ辱じよくされたというのに、ルアークは人形のように立ったままだ。

「さて、色よき返事が聞けないのであれば、あなたとこれ以上話していても仕方があるまい。怠なまけ者の坑夫どもに一ひと鞭むちくれてやるほうが、よほど有益だ」

　濡れた髪を袖そでで拭ぬぐっていたカシュヴァーンがぴくりとまぶたを震わせたが、彼もまた、何も言わない。ジェリオは小気味よげに笑うと、ルアークを伴ともなって小屋を出て行ってしまった。







　小屋の中にはアリシアとカシュヴァーンの二人だけが残った。

「……カシュヴァーン様……あの、何か拭ふくものを！」

　ここでも軽食をつまんだりすることはあるので、布ふ巾きんの用意はあったはずだ。慌あわてているせいで外に出て行きそうになっているアリシアに、カシュヴァーンは淡あわく笑った。

「構わん。今は時季がいいからな。ある程度は拭いてしまったし、後は放っておけば乾く」

　なんでもないように言ってから、軽く手を引いてアリシアを元の席に座らせた。

「それよりだ、アリシア。この石はどうだ？」

　言いながら、彼は懐ふところに手を突っ込み、小さな木箱を取り出した。留め金を開ける前から、強い金の香りをアリシアは嗅かぎ取っていた。

「まあ、カシュヴァーン様はカシュヴァーン様でいるだけでお金の匂いがするから、気づかなかったわ……」

　どうでもいい感想にまた笑ったカシュヴァーンは、箱の蓋ふたを開いてみせた。柔らかな布を張られた内部に、色とりどりの裸石が行ぎよう儀ぎよく並んでいる。青いものもいくつかあったが、全く違う色合いのものも多い。

「ジェリオ殿下がさっさと出て行ってくれてよかった。あいつに見つかると、絶対に取り上げられてしまうに違いない逸いつ品ぴんばかりだ。サファイアは青だけではないからな」

　卓の上に並んだ石も、水準の高い石を選えりすぐったもの。鉱山を我が物顔に歩き回るジェリオは、勝手にいい石を選んでは、マルグレートで買い取ることを決定してしまうのだ。

「そうですわね！　ファンシーカラーサファイアというらしいですわ。光の加減によって色が変わるものもあるとか……」

　一瞬はしゃいでしまうアリシアであるが、程なくその声は元気をなくしていった。

「カシュヴァーン様。高いものは私も大好きですけど、今は、それよりも……」

「気持ちは分かるがな、アリシア。できれば早めに選んでほしいんだ。でないと、お前の誕生日に間に合わない」

「あ、そうでしたわね」

　完全に忘れていたアリシアが相あい槌づちを打つと、カシュヴァーンが苦笑いする。

「……お前、自分の誕生日を忘れていたのか？　祝いわい甲が斐いのないことを言ってくれるな」

　肩を竦めて、桃もも色いろや橙だいだいなど、一見サファイアとは判じがたいような貴石を眺めやる。

「去年の誕生日も俺なりにがんばったつもりだが、政治を絡からめてしまったことを少々後こう悔かいしている。今年こそは純じゆん粋すいに、愛するお前の生まれた日を祝いたい」

　妻に誕生日の贈り物として図書室を作るため、各地から本を集める。そんな理由にかこつけて、カシュヴァーンが各地に政治のための伝令を走らせていたのは本人から聞いていた。

　しかし、それもアリシアたち領民を守るための行動だ。後悔の必要などない。「アズベルグの暴君」などと呼ばれているくせに、時に彼は臆おく病びようなほどに繊せん細さいな側面を見せる。

「私、サファイアより、カシュヴァーン様が好きです」

　そんな時はいつも、アリシアが普ふ段だんよりさらに無神経に一歩、踏ふみ出すのだ。二人でいるとはそういうことだから。

「ジェリオ殿下はしばらくお戻りになりませんわ。少しお休みになられては？」

「……いや……お前に好きな石を選んでもらったら、奴の後を追わねばならん。あいつに任せておくと、現場が荒れる」

　かたくなな態度を慰い撫ぶするように、アリシアは声の調子を和やわらげた。

「……カシュヴァーン様。カシュヴァーン様は、アズベルグの一領主ですわ。戦争に発展するおそれがある問題の決断は、王家に任せるしかないのでは？」

　さすがに分をわきまえろ発言はしないが、カシュヴァーンはひとりで背負い込みすぎではないか。

「できればそうしたいが、ジェリオ殿下がそれを許さないさ。一領主の分際で、これまで歯向かってきたんだからな」

　シルディーン王家、クルセージュ王家の後ろ盾だてが透すけて見えるとはいえ、矢や面おもてに立っていたのはライセン夫妻である。今さら分をわきまえたところで遅い。

「弱者の反はん抗こうは強者の報復を生む。傷ついた自尊心の対価は、相手の自尊心を削けずることだけだ。お前には分からん感情だろうがな」

　アリシアならば、大たい抵ていのことはそれなりの金か品物をもらえればすぐ水に流せるが、そう簡単にはいかないのだ。きょとんとしている妻の頭を、カシュヴァーンはそっと撫なでた。

「王家にも連絡はしたが、返事がない。……おそらくは、元〈玩具の兵隊〉の仕し業わざだろう」

「……使者を殺した、ということですか？」

「ただ足止めした、だけに留めておいてくれればいいんだがな」

　ふう、と深く息を吐いたカシュヴァーンが立ち上がった。

「さて、そろそろ俺は行く。殿下は適当に俺が引き留めておくので、お前は早めに気に入った石を選んでおいてくれ。箱ごと渡しておくので、夜に家に帰った後に」

　説明をしながら出て行こうとしたカシュヴァーンに、アリシアは正面からぎゅっと抱きついた。

「……ルアークに、どうにかして、ジェリオ殿下を」

「それはだめだ」

　胸元に顔を埋うずめるようにしてくぐもった声を出すと、カシュヴァーンは決然と首を振った。
















「暗殺で大事を成したやつはいない。まして、『息子』の手を汚させるなど……」

「あら、でも、ジェリオ殿下の暗殺は大事には関係ないでしょう？」

　けろりとした顔でアリシアが言うと、カシュヴァーンはぱちぱちと瞬まばたきをした。

「……さすがのお前にも嫌きらわれたのか。ある意味すごいな、あの王子も」

　アリシアが嫌いな王子。かつてその枠わく組ぐみに入っていたのは、ただひとりだけである。

　ゼオルディス・フィラル・ド・シルディーン。カシュヴァーンによく似た傷を抱かかえた王子は、考えてみれば少しジェリオにも似ているのかもしれない。

　ということは、ジェリオとカシュヴァーンも似ているということだろうか。黒髪で金持ちの権力者という要素だけ抜き出せばそうかもしれないが、あくまで要素だけである。

「私とジェリオ殿下だって、お金が大好きな人間という点は似ているものね……そもそも、みんな人間なのだし……」

「……なんの話だ？　言っておくが、あいつがお前とどんな共通点を持っていようが、俺はあいつを好きにはなれんぞ」

　何やら先走っている夫を見上げて、アリシアは小さくつぶやいた。

「分かっています。似ているということは、違うということですから。それに、毒を使う暗殺といえば、古来女性の得意技ともされておりますのよ」

　カシュヴァーンが黒い瞳を見開いた。ジェリオたちマルグレート人のように星を浮かべた、とは形容できまいが、アリシアにとってはどんな宝石よりも貴重なその色。

　この色を守るためなら、できることはなんでもする。

　シルディーンに自生する毒草「肥ひ料りよう要いらず」には耐たい性せいのあるアリシアも、ぼこぼこ茸だけの影響は受けたのだ。プレアーナはデュランダールの仕業だと言っていたが、ユベルにぼこぼこ茸を盛った可能性が高いジェリオも、「肥料要らず」への耐性はないのでは？

「やめろ」

　今やすっかり愛妻家と化したカシュヴァーンは、アリシアに対しては基本的に優しい。その彼にしては珍しく、声に強い怒りがあった。

　ただし、怒っているのはアリシアにではない。そんなことを言わせてしまった自分にだ。そうと理解しているから、アリシアも恐怖ではなく悲しさを覚えるのだ。

「やるのなら、俺がやる」

　冷たい声とは裏腹に、アリシアの頰を包んだ手は優しく暖かい。重なった唇くちびるも、切ないほどのぬくもりに満ちていた。

「……んっ……」

　熱く侵しん入にゆうしてきた舌が、アリシアの小さな舌の表面をなぞるように舐なめていく。濃のう密みつな口づけではあったが、頭の芯しんが溶けきらないのは、近すぎる距きよ離りにあってもカシュヴァーンを遠く感じるからだ。

　否いな、彼のほうが心の距離を置いているからだ。

　最後に優しく、ちゅっと可か愛わいらしい口づけをしたカシュヴァーンは、泣きそうな顔をしている妻を柔らかく抱き締めた。

「お前はただ、俺を好きでいてくれればいい。すべてを敵に回したとしても、お前が俺の側に残るなら、俺は……」

「私だけじゃ、ないですわ……ルアークも、トレイスも、レイデン家のみなさんもシルディーン王家のみなさんも……レクサンドール子爵様だって、相手がカシュヴァーン様だからこそ、いろいろと便べん宜ぎを図はかって下さっているのですわ」

　口づけの余波に震えながら、アリシアはカシュヴァーンの味方を数え上げた。ゼオルディスにも最後の最後にはその側に、「穢けがれ無き銀ぎん騎き士し」ことフロリアン・マーベルが残ったことを思い出しながら。

「みんな、カシュヴァーン様が大好きなんです。それに、来年も誕生日を祝ってほしいですし！　カシュヴァーン様の誕生日もお祝いしたいですし!!　それに、それに」

「ああ、分かっている」

　やるせない微び笑しようをたたえたカシュヴァーンは、あやすように妻の頭を軽く叩くと、今度こそ去っていった。

　カシュヴァーンにはアリシアたちがいる。

　ゼオルディスにもフロリアンがいる。

「ジェリオ殿下には、そういう方が、いらっしゃらないせいかしら……」

　兄ファルハドを恨うらみ、年上だが弟の立場にあるイズマイールを小馬鹿にしているジェリオだ。特定の部下を側に置いている気配もなく、愛する女性がいる様子もない。

　一番惚れ薬が必要なのは、ジェリオなのではないだろうか。そんなことを思いながら、差し当たってもらえる物をもらうため、石の選定を始めた。







　春の陽気は麗うららかで、サファイア採掘はどんどん進んでいく。クルセージュには、プレアーナの希望で滞在を延のばすとの手紙を送ってあるそうだ。引き続きバルロイたちが警護を務つとめてくれているが、彼らからも「残虐王」襲しゆう来らいの報は届いていない。

　表面上は穏やかな日が過ぎていくが、ジェリオが「奇跡」の押し売りをしに来たあの日から事態は膠こう着ちやくしている。プレアーナたちの捜そう索さくは続いているが、成果はあがっていない。

『ラグラドールとマルグレートが、ひそかに手を結んでいる可能性もあるからな』

　プレアーナ捜索は、あくまでアズベルグ領民だけで行われている。バルロイたちにも状況を伝えて手伝ってもらったほうがいいのでは、と訴えたアリシアに対し、カシュヴァーンは難しい顔をして言ったのだ。

『……最悪、妃殿下も殿下も、すでにこの世にない可能性があるが……とにかく、居場所を押さえなければどうにもならない』

　仕掛け人ジェリオの最終目標を考えれば、大事な手て駒ごまである二人は生かしておきたいだろう。

　もし彼女たちが死体で見つかれば、クルセージュとの戦争は避さけがたい。シルディーンは勝利のためにはマルグレートの手を借りざるを得ず、ジェリオはデュランダールを倒してユベル以外の適当な王を据すえればいいだけの話だ。なんならジェリオ自身が王位に就つく、という手もある。

『いっそ、奴らと組んで本当にクルセージュを攻め滅ほろぼし、余勢をかってマルグレートまで侵攻すべきかもしれんな。あらかじめラグラドールや〈翼の祈り〉と組んでおけば、いけるかもしれん』

　周辺勢力すべてを巻き込んでの大戦争。その未来図は、アリシアの背筋を冷たくさせた。カシュヴァーンも冗談にしては質たちが悪いと思ったのか、「とにかく、捜索を続ける」と言い置いて今朝も出て行ってしまった。

　しかし彼は今頃、捜索隊の指し揮きではなくジェリオと共に鉱山の見回りをしているはずだ。

　当たり前だが、ジェリオはカシュヴァーンにプレアーナたちの捜索を許可していない。アズベルグ内の通常の見回りは領主抜きでも行う必要がある、という理由をつけて、なんとかジェリオの眼をすり抜けて捜索している状態である。

　カシュヴァーンに代わって見回りを行っているのは、「時計公爵」ことディネロ・アズベルグ。この地の名前を冠かんする彼は、本を正せばアズベルグの領主家だ。アリシア同様没ぼつ落らくしてしまい、アズベルグの一貴族となっていたが、現在は副領主のような立場に収まっている。

「ディネロ様は、とっても優秀な方だけど……そう簡単には、見つからないわよね」

　トレイスもカシュヴァーンに付き従っているので、話し相手のいない元領主の館にて、アリシアはひとり談話室にこもってお茶の時間を過ごしていた。

　用意だけはしてもらったが、考えたいことがあるからと給きゆう仕じは断っている。室内にいるのは彼女だけだ。

　誰よりも領民を愛するディネロは、特に彼の領地内ではカシュヴァーン以上に根強い人気を持つ。アリシアと結婚して以来カシュヴァーン自身の人気も上がったが、他国の領地内にて我が物顔に振る舞うジェリオが諸悪の根源であることは誰の眼にも明らかであり、採掘道具を放り出してディネロの指揮下に入らんとする者も多いとか。

　それでもプレアーナたちは見つかっていない。いつも頼りになるルアークを奪われてしまったこと、マルグレート側にも元〈玩具の兵隊〉が大勢いるという差は圧倒的だ。

　日に日にやつれ、愚ぐ痴ちやなげやりな言動が増えていくカシュヴァーンにアリシアがしてあげられることは少ない。せめてと彼が好きな料理を作り、時間があればいちゃいちゃと触れ合うようにしているが、まずその時間が圧倒的に少ない。昨日きのうはとうとう帰ってこなかった。

「これを飲んで……カシュヴァーン様に、せ、迫せまれば、少しは、癒いやされる……？」

　思い詰めたアリシアの手には、例の惚れ薬の残りが入った瓶びんが握にぎられている。いなくなったユベルの部屋に残されていたものだ。

　偽にせ物ものだということは知っているが、カシュヴァーンとは「愛人ごっこ」だの「お医者さんごっこ」だのを楽しんできたのだ。夫婦間における新たな香こう辛しん料りようとして、「惚れ薬ごっこ」は有効ではないか。

「だめだわ……！　だって、私はもうこれ以上、カシュヴァーン様のことを好きになんてなりようがないもの……!!」

　立場を変えたごっこ遊びなら分かるが、相手に惚れた演技など二人には今さら必要ないのだ。なんの新しん鮮せんみもないと、アリシアは頭を抱えた。

「……そうだわ。毒がだめなら、惚れ薬……ジェリオ殿下にこれを飲ませて、カシュヴァーン様を大好きにさせれば……!!」

「お前らしくもなく、だいぶ煮に詰つまっているようだな、アリシア」

　唐とう突とつな声に振り向いた先には、窓から吹き込む春の風をいっぱいに受ける薄手の緞どん帳ちようがある。窓まど枠わくを押し上げそうなほどにぶわりとふくらんだ向こうから、覚えのある声が聞こえていた。

「それに効きき目がないことは、もう分かっているだろ？」

　風がやんだ。視界を支配していた緞帳が元の位置に戻る。短い黒髪の頭と、印象的な笑顔が露わになった。明るく、快活な。

　春の陽光をかいくぐるように伸びてきた手が、アリシアから惚れ薬入りの瓶を取り上げた。ぽんぽんと、子供のように軽く放り上げて遊びながら、

「第一、こいつが本物なら、ジェリオ自身がとっくに使っているさ。愛は何より強力な通貨だ。世界中の人間が自分に惚れていれば、何もしなくたって生きていけるものな」

「でも、好きでもない人に好かれても、困るのでは？」

　アリシアの即答に、彼は傷に縦断された右眼と無傷の左眼を等分に丸くした。

「驚かないんだな、アリシア。相変わらず肝きもが据わっている」

　感心したような声を聞いたところで、アリシアもようやく眼の前にいる彼が本物なのだと実感した。

「あら……まあ、本当に、ゼオ様？　ご機嫌よう」

「夢だとでも思っていたのか？　それにしたって、もうちょっと驚いてくれてもいいだろうに」

　嘆たん息そくする青年の名はゼオ。ゼオルディス・フィラル・ド云うん々ぬんという大層な名前を持たない、ただのゼオ。

　かわいそうな怪かい物ぶつ王子様は、すでに死んでしまったはずなのだから。それを理由に、唯ゆい一いつの友であり恋こい敵がたきでもあるフロリアン・マーベルと共に去ったはずなのだから。

「カーシュのやつ、だいぶ弱ってるみたいだな。気の毒に」

　ちっとも気の毒そうな口振りではなかったが、元々彼はこういう性格である。それよりも、もっと根源的なところが気になった。

「あの、ところで、ゼオ様は急にどうしたんですか？　マーベル様は？」

「俺は今、ジェリオと組んでいるんだ」

　きょとん、とした顔で固まったアリシアを尻しり目めに、夢のような、あるいは悪夢のような展開は続く。

「だが、お前が俺の女になるなら、クルセージュ王妃と王子の居場所を教えてやってもいいぜ。どうだ？」

「ジェ……リオ殿下を、裏切っても、いいのですか？」

　かすれ声で確認を取ると、ゼオはあっさり「目的が遂とげられればな」とうなずいた。

「それじゃあな、アリシア。色よい返事を待っているぜ。分かっていると思うが、誰かに俺のことを漏もらしたら、この話はなしだ」

　カシュヴァーンに決断を迫るジェリオと似たような言葉を残し、ゼオは悠ゆう々ゆうと部屋の外へ出て行った。











第四章　真の王者






　ゼオがいなくなった後、慌あわてて追いかけたが、彼の姿はどこにもなかった。

　夢だったのか、それともアリシアの絶望的な視力が生んだ幻まぼろしだったのか。どちらかのせいにしたかったが、惚ほれ薬ぐすり入りの瓶びんが手の中から消えたのは事実だった。

『夢でも、お前の視力のせいでもないからな。返事がしたくなったら、ひとりきりの場所で俺の名を呼べ』

　そんな手紙付きで、なくなったはずの瓶が部屋に戻されていたのも事実だった。

「アリシア様？」

　怪け訝げんそうに呼びかけられて、アリシアははっとした。

「あ、はい、おいしいです」

「いや、食べ物の話は何も……」

「ええと……とても、高そうです」

「ちょっと近くなりましたが、値段の話でもないです」

　採さい掘くつの専門家は、そう言って深々とため息をついた。

　ジェリオの言い付けにより内部が改装され、過ごしやすさは増しているはずの監かん督とく小屋内によどんだ空気がさらに重くなる。窓から差し込む日差しの明るささえ、息苦しさを助長する材料になっていた。

　理由は明言されないながら、カシュヴァーンが苦しんでいることは彼らも分かっている。夫を愛する妻として、アリシアもまた苦しんでいることは分かっている。

　分かっているが、彼らの指示を受ける坑こう夫ふたちにも差し迫せまった事情があるのだ。

「アリシア様、何度も同じことを申し上げて申し訳ないのですが、あのマルグレートの王子はどうにかならないのですか？」

　苛いら立だちを隠かくしきれない表情で、先の男が陳ちん情じようを繰くり返す。

「あまりにも態度が横おう暴ぼうで……坑夫たちが疲れ果てています」

　ひとりが先陣を切ると、ようやくアリシアの心が戻ってきたこともあって、他の専門家たちも口々に訴うつたえ始めた。

「それと、あまり採掘を急がせないほうがいいかと。出荷量の増大が値ね崩くずれに繫つながることはもちろん、ただでさえ経験者が少ないのです。いずれ大事故に繫がるおそれがあります」

「カシュヴァーン様にも何度かお伝えしておりますが、あの方には珍めずらしく、煮にえきらない返事ばかりで……」

「……そうなのですか」

　ちゃんと聞いていることを知らせるために、アリシアは短く相あい槌づちを打った。

「私も、ジェリオ殿でん下かの態度がよくないことは聞いております。酷こく使しに耐えかねて、逃げ出そうとした人を見せしめとして罰ばつしたりしたのでしょう？」

　ディネロの見回り隊に加わりたいと願い出たが許されなかった若者が、数人の仲間と一緒に脱走を企くわだてた。だが相手は元〈玩具おもちやの兵隊〉を部下とした男。呆あつ気けなく計画は漏もれてしまい、首しゆ謀ぼう者しやの若者は大勢の前で馬用の鞭むちで打たれたというのだ。

「鞭打ちは、かなりの厳罰ですわ。馬用の鞭ということは、セイグラムがレイデン伯はく爵しやく様をぶつ時に使うものよね？　あれならまだいいですけど、一本鞭によるものは非常に危険です。手加減を間違えると、殺してしまうこともあるわ。その点は、さすがに考こう慮りよしてくれたのでしょうけど……」

　自分の好きな単語が出てくると、アリシアの思考はすぐ脇わき道みちに入ってしまう。みながあ然としているのを見て取った彼女は、我に返った。

「ごめんなさいね、つい……本で読む分にはどんなに残ざん酷こくでもいいけれど、現実にそんなことをしてはいけないわ。分かりました。私からも、改めてカシュヴァーン様に」

「その必要はない」

　言ったのは、いつの間にか戸口に立っていたカシュヴァーンである。

「あら、カシュヴァーン様」

「げぇ、カシュヴァーン様！」

　アリシアは嬉うれしそうに、専門家たちは顔色を失って声を上げた。当のカシュヴァーンはといえば、怒り出すでもなく、ただ困ったように苦笑いするだけだ。

「お前たちの言いたいことは分かっている」

　わざわざアリシアづてに聞くまでもない。そう告げて、ため息をひとつ。

「分かっている。すべて分かっているが……もう少しだけ、不ふ甲が斐いない領主に時間をくれないか」

「カシュヴァーン様、そんな！」

「ご自身を責めないで下さい、あの王子が悪いことは我々も理解しています!!」

「そうだな」

　苦笑を深めたカシュヴァーンの表情が少しだけ和やわらぐ。

「アズベルグの領民でもないのに、長々とこのような僻へき地ちでよく働いてくれて、本当に感謝している。だからこそ、貴殿らの立場を危あやうくしたくない。貴殿らと違って、例の王子様の心は広くないからな」

　彼らの訴えがジェリオの耳に入れば、今度こそ一本鞭が振るわれる可能性がある。青くなった専門家たちを見回して、カシュヴァーンは頼み事をした。

「少し、妻と二人になりたい。気が進まんだろうが、誰だれかジェリオ殿下の相手を頼む。新たに見込みのある採掘場が見つかったと、大層お喜びだ」

「……ですが、あの場所は……」

　ひとりが気まずそうに反論しかけたが、他のひとりが緩ゆるく首を振った。

「分かりました」

　納得はしていないだろう。だが他にどうしようもなく、専門家たちは揃そろって小屋を出て行った。

　夫婦二人となったところで、カシュヴァーンはアリシアに近づいてきた。彼女が持った手て提さげ籠かごを見て嬉しそうな顔をする。

「昼飯を持ってきてくれたのか、アリシア。今日はなんだ？　いい匂いがするな」

「あ、はい。今日はですね、新しい味付けを考案いたしましたの。カシュヴァーン様に、ぜひ最初に食べてほしくて!!」

　現場からの陳情を憂うれえていたアリシアであるが、切り替えの早さが彼女のいいところである。うきうきしながら籠を開け、中身を取り出した。

　カシュヴァーンに精をつけさせたいと、よい牛肉を差し入れてもらったのだ。その肉をあぶってから薄切りにし、焼きたてのパンに挟はさんできたのである。

　これだけでも十分美味だが、今日の主役はあぶり肉にかけた特製のたれである。実は特製だれの隠し味は、ほんのちょっぴり入れた「肥ひ料りよう要いらず」なのだ。

　そのあたりにいくらでも生えているにもかかわらず、毒性があるからと獣けものでさえ口にしないこの植物を、アリシアは昔から少しずつ食べて体を慣らしてきた。おかげで食費を浮かせることに成功したのだが、同じ行為を周囲に勧すすめても、なぜか誰も追従してくれない。

　何かよい方法はないか。日々模も索さくしていたところに、カシュヴァーンからマルグレート産の物は食べたくない、との要望が出た。

　茶葉もそうだが、以前たんまりもらった香こう辛しん料りようも使えないのか。料理人たちと一緒にしょんぼりしていたアリシアに天てん啓けいが降りたのである。

「香辛料は、食べ物に味や香りを足して、食事を楽しませてくれるものですものね。うまくいけば、サファイアに続く特産物にできるかもしれませんわ。さあどうぞ、カシュヴァーン様!!」

　ぼこぼこ茸だけだって、超高級食材だというではないか。手を加えれば、価値ある商品に化ける可能性はあるのだ。はりきるアリシアの手首が、強く摑つかまれた。

「ところでな、アリシア。お前、何か俺に隠していることはないか？」

　至し近きん距きよ離りで見つめた瞳ひとみは笑っておらず、彼はすん、と軽く匂いを嗅かぐしぐさをした。

「え、え……？」

「肥料要らず」は食欲を誘う、甘い匂いを発するのだ。そのため子供が口にする死し亡ぼう事故が後を絶たたず、印象が悪いのもアリシアの勧めが断られる原因でもあった。

「あの、大丈夫ですよ。これぐらいなら、食べても死にませんわ……」

　何度かカシュヴァーンにも「肥料要らず」を振る舞おうとしては、失敗してきているアリシアだ。まともに勧めても食べてくれないだろうし、何も知らずに食べてくれないと正確な反応が分からない。

　内心どきどきしているアリシアの首元に、カシュヴァーンが険けわしい顔のままで鼻先を埋うずめてきた。また匂いを嗅ぐように鼻を鳴らされて、なぜか急激に「おなかが痛」くなる。

「カシュヴァーン様、あの、わ、私を食べるのは、屋や敷しきに戻ってからで」

「そうしたいが……どうしたことだ？　最近お前から、他の男の匂いがするような気がするんだが」

　冷えた声こわ音ねを耳に流し込まれ、「おなかが痛い」が霧む散さんした。

　手から滑すべり落ちそうになった籠を、カシュヴァーンがむんずと摑んで手近な卓たくへ適当に置く。その手はすぐに戻ってきて、逃げられないように妻の腰こしへ添えられた。

「どうした。なぜ、否定しない」

「カ、カシュヴァーン様ってば、そんなものまで、分かるようになりましたの……？　私もお金の匂いが分かるようになってきましたけど、その、さすが、です、わね……」

　アリシアがゼオと実際に顔を合わせたのは、二日前のただ一度きりである。彼がよこした手紙も、こっそり暖だん炉ろの火にくべて処分してしまった。あの日カシュヴァーンは遅くまで戻って来ず、ルアークもいない現状では誰かが報告したとも思えないのに。

「愛いとしい対象の変化については、誰だって敏感になるものさ。しかし、『分かる』、か……なるほど」

　口を滑らせたアリシアの言葉を、カシュヴァーンは嚙かんで含めるような口調で復唱した。

「あの……そのっ、ですね」

　まずい。ここでゼオの存在がばれてしまえば、彼からプレアーナたちの行方ゆくえを聞き出す道が閉ざされる。下へ手たをすればクルセージュとの戦争まっしぐらだ。

「違うんです！　私が愛しているのは、あくまでカシュヴァーン様だけ!!」

　言葉だけでは信用されないかもしれない。そう思ったアリシアは、自みずからカシュヴァーンに抱だきついた。

「あのっ……、カシュヴァーン様だって、いまだに一部の人以外には、プレアーナ様たちのことを言えないでいらっしゃるでしょう？　最初はプレアーナ様の亡ぼう命めいのことだって、私にも誰にも説明できなかったじゃないですか。私も同じです。不ふ審しんに思われるかもしれませんが、私たちの未来のためですの。もう少し……ひゃっ!?」

　べろっと首筋を舐なめられて、アリシアは飛び上がった。

「分かっている。男の匂いはするが、お前が俺以外の誰かを選ぶはずがないと……」

　物分かりのいい発言をしてくれたものの、その眼は依い然ぜんとして冷気を放っている。

「だがな、アリシア。お前だって、妃ひ殿でん下かが俺にべたべたしているのは気に食わなかっただろう？」

「ちょ、ちょっとだけ……」

　首に顔を伏ふせたままカシュヴァーンがしゃべるたび、首筋の薄い皮ひ膚ふが彼の吐息にくすぐられる。場違いに高まる「おなかが痛い」と相まって、まともな思考が保てない。

「この間、お前が選んでくれた石で、首飾りを作らせているのは話したよな」

「は、はひ……おいしそうです……高そうです……」

　悪い熱に浮かされたような相槌を聞いて、カシュヴァーンは低く喉のどを鳴らした。

「なあ、アリシア。さっきも言ったが、俺が不甲斐ないのは分かっている。頼りないのも分かっている」

　わずかに伏せられた瞳に再び暗い熱が灯ともった。

「だが、先日お前も誓ちかってくれたよな？　俺の側には、お前だけではなく、たくさんの人間がいると。もちろん、お前も……お前だけは、ずっと」

　不意に武ぶ骨こつな指先が伸びてきた。右ではなく左手の薬指。二人の愛を象かたどる結婚指輪のはまった指が、アリシアの首筋を取り囲むようにすーっと撫なでていく。

「アリシア。お前には結婚指輪なんて生なま温ぬるいものではなく、結婚首輪が必要だったか？」

　首輪。

　過去には本当に、この首に戒いましめの輪が嵌はめられていた時期があった。

　アリシアの顔色が変わったのは、不快な思い出だったからではない。過ぎ去りしことには頓とん着ちやくしない性格なのだ。

　問題は、首輪を嵌めた相手がゼオルディスだったことである。

「……おい、まさか」

　カシュヴァーンの顔色も変わったところで、二人を照らす陽光を大きな人影がさえぎった。

「カシュヴァーン、アリシア、いるか」

「あっ、あら、ディネロ様!!」

　戸口をくぐってのっそりと現れたのは、カシュヴァーンよりさらに大柄なディネロ・アズベルグである。月のような美び貌ぼうを彩いろどる薄い灰色の瞳が、アリシアの首に顔を寄せたカシュヴァーンをひと撫でした。

「すまない。特とく殊しゆな、遊びをしているなら、出直す」

「……いや、大丈夫だ。誰が来るか分からない場所で、真っ昼間から何かやらかそうとは思わん」

　無言で姿勢を正したカシュヴァーンが言うと、ディネロは静かにうなずいた。

「ルアークも、いない、ものな」

　アリシアと似た性格のディネロは、その発言も直ちよく截さいだ。ルアークの不在を今さらのように思い知らされ、ライセン夫妻は揃って表情を曇くもらせた。

「疲れて、いる、ようだな」

「……まあな」

「お前だけ、ではない。アリシアも、疲れて、いる」

　カシュヴァーンは普段から険しい顔をしていることが多いが、アリシアは大体能天気なので、その分差違が目立つのだ。慰なぐさめようと思ったのか、ディネロがアリシアに向かって一歩踏ふみ出した。

　その前に、カシュヴァーンがぐいと割り込む。不ぶ躾しつけな行為に少しだけ瞳を反応させたディネロはそれを咎とがめず、恬てん淡たんとしたいつもの口調で尋たずねてきた。

「俺に、できる、ことは？」

「失うせ物を見つけてくれるとありがたい」

　名称を伏せて望みを告げると、ディネロはすまない、とつぶやいた。

「その、報告に、来た。アズベルグ中、捜さがしたが、見つからない」

「……そうか」

　分かっていた回答だった。プレアーナたちが見つかったのなら、ディネロも多少は喜びを表面に出すだろう。彼が寝る間を惜おしんで捜そう索さく活動をしてくれたことは、誰よりもカシュヴァーンが知っている。

　それでも、落らく胆たんを完全に殺すことはできない。アリシアも我われ知らず、小さなため息を漏らしてしまった。

「代わりに、報告を、いいか」

「ん？　ああ、なんだ」

　唐とう突とつな話題転てん換かんに一いつ瞬しゆん戸と惑まどったカシュヴァーンであるが、アリシアの夫を務つとめるうちに慣れてきている。終わったことは終わったこととして聞き返すと、ディネロはやはり恬淡と話し始めた。

「コゼットと、文通を、始めた」

　いくら唐突な話に慣れていても、だめなこともある。

「……コゼットを、修道院に戻したのか？」

　アリシアもきょとんとしているので、カシュヴァーンは仕方なく聞き返した。

　コゼットとは名家の落らく胤いんとして生まれながら、出生の事情を知らされず修道院にて箱入りに育ち、そのせいか異常に衝しよう撃げきに弱くすぐ気絶する少女だ。現在はディネロの館であるアズベルグ家で厄やつ介かいになっており、多少は気絶する回数も減った。

「いや。俺の、家に、いる」

「ああ、直接お話しすると、コゼットがすぐ気絶してしまうからですか？」

　合が点てんのいったアリシアが指摘すると、ディネロはわずかに唇くちびるをほころばせた。

「さすがだ」

「だって理由がなければ、裕福ではないディネロ様が便びん箋せんを消費する文通などされる訳がないですものね!!」

「ああ。おかげで、いろいろなことが、分かった。楽しい」

　相手によっては怒り出すべき場面だが、幸か不幸か二人の間に流れる空気は穏おだやかである。ため息を押し殺したカシュヴァーンは、そっと足を引いた。

「……お前たちもするか？　王宮で、女王陛へい下かと一緒に、結婚式」

　カシュヴァーンの申し出に、ディネロが一瞬固まった。

「あら、いいじゃないですか！　エルティーナ様だって、きっとお喜びになるわ!!　オーデル侯こう爵しやく様にはばっちり恩を売ってありますし、経費もあちら持ちにできますわよ!!」

　カシュヴァーンが恋の兄弟で子しになったことに加え、ディネロも以前ジスカルドに優しくして懐なつかれた経けい緯いがある。がぜんはりきるアリシアであったが、ディネロは冷静に首を振った。

「今は、いい。おそらく、手紙で伝えても、気絶する」

「……だろうな」

　早計だった、と提案を引っ込めかけたカシュヴァーンから、ディネロはかすかに眼を逸そらした。

「だが、いつかは、と、考えて、いる。サファイアが、アズベルグを、豊かにしてくれれば……人の手を、借りずに、すむ」

　二人の式にかかる費用を、心配せずにすむようになったら。

「ディネロ様……」

　コゼットとの未来を、彼は本気で考えてくれているのだ。アリシアはじんわりと目め頭がしらが熱くなるほどの感動を覚えた。

「大丈夫です、ディネロ様！　サファイアも、『肥料要らず』も、きっとアズベルグを豊かにしてくれます!!」

「待て、なんで『肥料要らず』が出てくる」

　カシュヴァーンがすかさず突っ込んだが、ディネロは無彩色の美貌に淡あわい感動の色を乗せてアリシアだけを見つめている。

「今まで、ありがとう、アリシア」

　ディネロもまた、過去にアリシアへ一方的な想いを募つのらせ、無体な行為を強しいた過去がある。

　有能な家令リドレックを失うかもしれない恐怖から出た行動であり、アリシアはとうの昔に許している。それとは別の次元で、彼に想い人と結ばれる幸福が訪おとずれることをずっと願っていたのだ。

「いいえ。本当によかった。幸せになって下さい、ディネロ様。そして、コゼットを幸せにしてあげて下さいね」

「……ああ」

　しっかりとうなずいたディネロは、今度はカシュヴァーンに眼を向けた。

「明日から、アズベルグ以外を、捜す」

「……無理するな、ディネロ」

　領民を愛し、領地を愛するディネロが虱しらみ潰つぶしにアズベルグ中を捜し回っても、見つからなかったのである。周辺へ捜索の手を広げるしかないが、東にオーデル、西にレイデン、南にアリシアの出身地であるフェイトリン、北にラグラドール。さらにはその先の地域で身を隠している可能性もあるのに、いまだ足がかりさえ摑めていないのだ。

「いや、無理する」

　カシュヴァーンの忠告を断って、ディネロは背を向けた。

「そうしなければ、大事なものを、守れない。お前たちの、顔色も、よくならない」

　春の日差しに淡い金髪を王おう冠かんのように輝かがやかせながら、彼はそのまま去っていった。







「ディネロじゃなかったか……」

　カシュヴァーンがほっと肩かたを落とした。彼はまだ、ディネロの気持ちがアリシアに戻りはしないかと疑っていたらしい。

「危なかったわ……カシュヴァーン様の鼻は、まだ相手を見分ける段階ではないのね……」

　アリシアもカシュヴァーンに聞こえないように、こっそりと冷や汗をぬぐう。

「アリシア」

「ひゃ、ひゃい！」

　出し抜けに名を呼ばれ、アリシアは飛び上がった。振り仰あおげば、剣けん吞のんなカシュヴァーンの瞳がある。

「俺はそろそろ、鉱山へ戻る。……嫌いやな匂いのことについては、今度じっくり、聞かせてもらうからな」

　ディネロではなかったらなかったで、相手を突き止めるという命題は残っているのだ。今は見み逃のがしてやる、とばかりの視線を突きつけたカシュヴァーンは、卓の上に置き去りにされていた籠を摑むと、マントの裾すそを荒々しく翻ひるがえして出て行ってしまった。

　ひとまずは助かった。そして、カシュヴァーンに特製だれのかかった肉を食べさせることにも成功したようだ。

「よかったわ。サファイア鉱こう脈みやくは、最悪ジェリオ殿下に奪われてしまうかもしれないもの……領主の妻として、新たな産業を発展させる準備は進めておかないとね」

　ほーっと息を吐いたアリシアであるが、いかにのんきな彼女といえども、事態が全く解決していないことは分かっている。むしろ悪化の一途を辿たどっていると言えるだろう。

「それにしても、ジェリオ殿下とゼオ様が、手を組んでいるのなら……シルディーン全土を捜し回る必要があるのかしら……？」

　他国の人間であるジェリオは、シルディーン、特に複雑な地形を持つアズベルグの地理に疎うといはず。対するカシュヴァーンやディネロは恒常的に領土内の見回りを行っている。案外プレアーナたちも簡単に見つかるのではないか、と当初は思われていた。

　だが実際は、まだ手がかりすら摑めてない。先日アズベルグを訪れた際、ジェリオは真の目的を隠すために領内をあちこち歩き回っていた。その際に隠し場所の目星をつけたのだろうと、カシュヴァーンは悔くやしげだった。

　しかし、一時はシルディーンの国王だったゼオと手を組んでいるなら話はまた別である。地の利は逆転し、カシュヴァーンたちの手が及ばないような場所へと移動している可能性も出てきた。

「ゼオ様は、優秀な方ですものね。それが余計に、あの方を……」

　物思いに耽ふけるアリシアの髪かみが、窓から吹きつける風をはらんで揺ゆれた。

「呼んだか？　アリシア」

　風と共に登場した黒髪の青年が、傷きず痕あとを歪ゆがめて笑っている。

「ゼっむぐっ」

「大きな声を出すなよ、カーシュが戻ってきてしまう」

　アリシアの口をふさぎながら、ゼオは、しー、とわざとらしく唇に指を立ててみせた。

「もが、あら、でも、今の風」

「質問より先に、例の件の返事は？」

　アリシアが抱いだいた疑問を押し潰つぶすように、ゼオは決断を迫る。

「……申し訳ありません。もう少し待って下さいますか、ゼオ様」

　一か八か、大声を上げて彼の存在を知らせるという手段もあるが、そんなことをすればゼオは永遠に必要な情報を教えてくれなくなるだろう。

「まあいいだろう。それにしても、お前に愛称で呼ばれるのは嬉しいな、アリシア。まるであの頃みたいだ」

　ゼオも二日前に言い出したことであるし、そこまで判断を急がせるつもりはないようである。ただし、さり気なく伸びてきた手がアリシアの髪に触ふれた。慣れた手つきで優しく亜あ麻ま色いろの髪を梳すく。

　心地ここち悪くはなかったが、カシュヴァーンではないので「おなかが痛く」はならない。それより先の発言が気になった。

「今のあなたは、ゼオルディス様なのですね。それはあなたの望みですか？　それとも、ジェリオ殿下の」

「質問より先に返事だ、と言っただろう？」

　もう一度同じ言葉を繰り返したゼオルディスの手が、アリシアの頰ほおまで滑ってくる。

　以前サファイア発はつ掘くつに取り憑つかれていた時と比べれば、髪も肌はだも元気だ。ただし、いつもの八割程度の元気さである。

「顔色が悪いぞ。カーシュやディネロもだったが、ちゃんと食べて寝ているか？　お前は図ずう々ずうしいぐらいに、元気で明るいのが魅み力りよくなんだからな。取り柄えをしっかり維い持じしてくれていないと、取引自体が成立しないぞ？」

　アリシアが珍しく心労などを抱かかえている原因は、ジェリオ七割、ゼオルディス三割といったところである。カシュヴァーンやルアークがこの場にいれば得え物ものを抜くだろうが、アリシアは別のところに反応した。

「ありがとうございます。ですけど、ゼオ様は」

「反論も、返事を聞いてからだ」

　静かに言ったゼオルディスの指先が離れた。

「もう少し時間がいりそうだな。カーシュやディネロが倒れてしまう前に、さっさと決断しろよ、アリシア」

　薄く微笑ほほえんだ彼との間に風が吹いて、アリシアの髪が巻き上がった。自分自身の髪にさえぎられて、ただでさえ覚おぼ束つかない視界が完全に遮しや断だんされる。

「ゼオ様！　……あっ」

　邪じや魔まな髪を払った時には、小屋の中にいるのはアリシアだけになっていた。

「……ゼオ様らしくないわ」

　ぽつりとつぶやいたアリシアは、彼女らしくもない、深いため息をこぼした。







　ジェリオが来てからもう四日。カシュヴァーンは本日も、彼と一緒に鉱山に入っている。先日カシュヴァーン自身が口にした、新たな採掘場とやらの様子を見るためだ。

　二人がいるのなら、ルアークもそこにいるはず。側そばにいたい気持ちも強いアリシアだが、彼らの側にいると、愛する夫と「息子むすこ」がジェリオにあごで使われる様を見なければならない。二人にも、アリシアにそれを見られることに耐えさせねばならない。

　第一、以前自分で言ったのだ。鉱山の外でなら役に立てるが、中ではあまり役に立てない、と。

　そういう訳でアリシアは、一度は鉱山に食事を届けに行った後、プレアーナとユベルに用意されていた客室に足を運んでいた。

「犯人は現場に戻るというけど……お戻りではない、わね」

　ディネロは今頃、有志を連れてアズベルグの外にまで二人を捜しに行っているはずである。万一を考えて来てみたのだが、案あんの定じよう室内には誰もいなかった。

　賓ひん客きやくのために心地よく調ととのえられた部屋だが、人の出入りが少ないために寒々しい雰ふん囲い気きだ。いつプレアーナたちが戻ってきてもいいようにと、掃そう除じはまめに行われているので余計にそう感じてしまう。

　ただし、掃除をしているのはカシュヴァーンの召めし使つかいだ。クルセージュ側の召使いたちは、生きた心地もせぬ状態のまま、カシュヴァーンが今後の方針を示すのをひたすら待っている。

　中には宙ちゆうぶらりんの状況に耐えかねて脱走を図はかる者もいたが、支払いに問題がなければラグラドールの傭よう兵へいたちは優秀だ。あっさり連れ戻され、今もこの屋敷の中で祈いのりでも捧ささげているはずである。

「〈翼つばさの祈り〉の聖職者を追い出してしまった以上、クルセージュには国教というものがなくなっているのよね。あの方たちは誰の名を呼びながら祈っているのかしら。頼りになるものといえば、やっぱり現金かしらね……」

　そんなことを思いながら室内を見回したアリシアは、戸と棚だなに置き去りにされたプレアーナたちの私物に近づいた。

「ドレスに、宝石に……たくさんあるわね。どれも、とっても値の張る品ばかり。さすが大国クルセージュだわ。あちらの通貨はなんだったかしら……このドレスはプレアーナ様の普ふ段だんのご趣しゆ味みとは、少し違うようだけど……」

「胸まわりの小ささからして、アリシア様へお贈おくりするために持って来られたのではないですか」

　素す肌はだを撫でる風と共に届けられた声。一瞬びくっとしたが、振り返った瞳に映ったのは小柄な少女である。

「あ、あら、レネおにいちゃん、じゃなかった、レネ」

　若じやつ干かんの動どう揺ようをしまい込んだアリシアは、この状況を説明する言葉を探した。

「ええと、プレアーナ様たちは、その」

「……大丈夫です、アリシア様。事情は大体分かっております」

　プレアーナたちの失しつ踪そうについては箝かん口こう令れいが敷しかれているものの、特にプレアーナはカシュヴァーンにべったりだったところから一転して姿を消した。その後現れたジェリオの専横、カシュヴァーンの疲労、ルアークがジェリオの側にいること。これだけ条件が揃えば、元〈玩具の兵隊〉の中でも優秀なレネなら何が起こっているか想像するのはたやすかろう。

　あるいは彼女とその上官であるバルロイは、ゼオルディスの存在まで摑んでいるのだろうか。

「……でも、それならきっと、ゼ……あちらから、交こう渉しよう決けつ裂れつの連絡が来るはず……」

「アリシア様、私と取引をしませんか」

　緊張したアリシアの心中を知ってか知らずか、レネの瞳がきらっと光った。

「クルセージュの妃殿下と王子殿下の捜索、私にお任まかせ下さいませんか。その代わり、アリシア様はバルロイ様が私に求婚して下さるよう手助けをお願いします」

「……えーと」

　プレアーナがカシュヴァーンに取引を持ちかけて決別。その後ジェリオがカシュヴァーンに、ゼオルディスがアリシアに、そしてレネがまたアリシアに。この春以降、ライセン夫妻に持ちかけられた取引が多すぎて、一瞬混乱してしまったアリシアである。

「それは、レクサンドール子し爵しやく様には内緒なのよね？」

「ええ、私が単独で動きます。アズベルグ公爵とは連れん携けいを取ろうかと思いますが」

「だけどレネも、アズベルグの警けい護ごを任されているのよね。マルグレートには元〈玩具の兵隊〉の人も大勢従っているようだし、レネが抜けてしまうと困るんじゃないかしら」

　バルロイの部下たちも優秀ではあるが、やはりレネの腕うで前まえは頭抜けている。そうであるからバルロイも、なんだかんだ言いながら彼女を一番側に置いているのだ。他の人間を側に置くと嫉しつ妬としたレネが凶きよう行こうに走りそうで、それを防ぎたいだけかもしれないが。

「私も腕を上げましたし、問題ありません。両方とも必ずやり遂とげてみせます。ですから、協力していただけないですか。できればライセン強きよう公こう爵しやくも一緒に」

「レネは、そんなに不安なの？」

　話の流れを無視した質問をすると、レネは胸を衝つかれたような表情になった。

「……はい」

　唇を嚙み締めた彼女は、おもむろに首へと手をやった。丈夫そうな皮かわ紐ひもと、それに繫つながれた親指大の石が武装の内側から引っ張り出される。

「あの方が、形あるものとして私に下さったのは、これだけです」

　この間カシュヴァーンたちと拾った守り石を首飾りに加工したらしい。黒い石に銀色の粉を振りかけたようなこの石を、バルロイが「ぴったりだ」と言っていたこと自体は覚えている。生あい憎にくとアリシアの視力では、手に取って見ないと仔し細さいは分からないのだが。

「あら、すてきじゃない」

　ルアークは、アリシアが以前贈った守り石をまだちゃんと持ってくれているだろうか。そんなことを考えているアリシアの眼の前で、レネは大事な贈り物に爪つめを立てんばかりに握にぎり締めた。

「ですが、ライセン強公爵は、アリシア様に裸はだか石いしの状態から石を選ばせて、首飾りに加工して贈るおつもりなのでしょう……？　私は加工を、自分でしたのです。あなたには他国の王子たちも、大量の贈り物を用意して……」

　恨うらめしそうに言ったレネは、無む為いなことだとすぐに首を振った。

「いいのです、分ぶはわきまえております。私は貴族ではありません。バルロイ様の一部下に過ぎません」

「でも、レクサンドール子爵様は、ご自身がレネのものだって約束してくれたんでしょう？」

　優しくアリシアが言うと、レネは赤い瞳をふるりと震ふるわせた。その姿はユベルの言う「レネ様」とは程遠い。

「嫌きらわれていないのは、知っています。バルロイ様なりに大事にしてくれていることも、分かっています。ですから、結婚して下さいと言うのはやめました。ですけど、ですけど……！」

「……分かっているからこそ、贅ぜい沢たくにもなってしまうわよね。分かるわ、レネ」

　自らと重ね合わせて、アリシアは心から同調する。

「レネはもしかしたら、ぐいぐい迫りすぎて、レクサンドール子爵様を疲れさせてしまったのかもしれないわ。ここはあえて、ちょっと引いてみる、というのはどうかしら」

「……ですが、その手は、前にもうやりました」

　あまりにもバルロイがつれないので、しびれを切らしたレネが彼の嫉妬を煽あおろうとしたことがあった。意外にもトレイスが乗ってきたりなど波乱の展開もあったのだが、結局は大きな変化もないまま終了となったのである。

「いっそのこと、私も行方をくらませるべきでしょうか。クルセージュ国王陛下は、ライセン夫妻に勝まさるとも劣おとらぬいちゃいちゃぶりで有名ですし……」

　さすがのレネも、プレアーナが夫に裏切られたことを理由に行方をくらましたとは知らないようである。

「そうよね、だってプレアーナ様がデュランダール国王陛下を愛しているのは間違いないし」

　ひとりで納得したアリシアは、少し考えてから口を開いた。

「ねえ、レネ、作戦変更よ。やっぱり、もっと、ぐいぐい行きましょう。結婚して下さいって、言いまくりましょう」

「え？」

「行方をくらませるのは、やっぱりよくないと思うの。レクサンドール子爵様はレネのことが大好きだから……、好きな人がどこにいるのか分からないのは、つらいわ。レネだって、あの方の生死が分からない間、とてもつらかったでしょう？」

　ゼオルディスの策略により、バルロイも、そしてカシュヴァーンも、国外に去ったまま居場所が分からぬ時期があった。二人の無事を信じていたアリシアたちではあったが、眠れぬ夜も存在したのだ。同じ苦しみをさせると分かっているのに、愛を試すようなことをすべきではない。

「……そうですね」

　バルロイに会った瞬間、涙るい腺せんが壊こわれたように泣いたのを思い出したのだろうか。レネは少しだけ恥はずかしそうに笑った。

「そうでした。暗殺者は撤てつ退たいを前提としていません。失敗すれば、そこで死ぬのですから」

　初めての大事な贈り物を懐ふところに戻し、決意の表情になる。

「分かりました。ぐいぐい行きます。ぐいぐいぐいぐい行きます。結婚を迫ります。贈り物だってします」

「その意気よ、レネ！」

「やっぱり、売約済みと書いた首輪でしょうか。この革紐を作ってくれた職人は大層有能ですから、彼に頼みましょう。こんなこともあろうかと、すでにバルロイ様の首の寸法も測ってありますし……」

「おい、何を物ぶつ騒そうな話をしてやがる」

　気づけば戸口にバルロイが立って、げんなりした眼でこちらを眺ながめていた。盛り上がりすぎていたので、レネも彼の接近に気づけなかったようである。

「あっバルロイ様！　結婚して下さい結婚して下さい!!」

　ぐいぐいぐいぐい行く、を早速実じつ践せんしているレネの頭を軽く撫でてやったバルロイは、アリシアに鋭するどいまなざしを向けた。

「そりゃそうと、アリシア嬢じようちゃん。悪い知らせといい知らせがあるぜ」







　夕ゆう闇やみの鉱山を取り巻いて、人々が慌ただしく動き回っている。

　採掘が始まった当時、即席坑夫たちは率そつ先せんして立ち働き、カシュヴァーンに止められるほどだった。しかしジェリオにこき使われ始めてからは見る間に生気を失ってしまった。以前採掘の専門家たちが訴えてきたように、脱走を図る者まで出るほど士気が下がっていた。

　昼間アリシアが来た時にも、彼らは疲れた眼を伏せ、春の日差しに多少乾いた地面を這はいずるようにして歩いていた。今も疲労の色は濃かったが、驚きよう愕がくと混乱が皮肉な力を彼らに与えている。

「落らく盤ばん事故……恐れていたことが」

　バルロイに伴ともなわれて鉱山を訪れたアリシアは、緊きん迫ぱくした空気にぶるりと身を震わせた。

　元々アズベルグは水気を多分に含んだ、脆もろい地じ盤ばんである。そこで未み熟じゆくな坑夫たちが作業する訳だから、落盤の危険性とは常に隣となり合わせであった。

　その上にジェリオがやって来て、採掘を急がせたのが一番の原因だろう。本人に自覚があるかどうかは不明だが、焦あせりは感じているらしく、右う往おう左さ往おうする坑夫たちの中央に立って険しい表情で指示を飛ばしている。

「被害の規き模ぼは、まだ分からないのか!!」

「それが、まだ……」

「ちょうど陽ひが落ち始めたところでして、坑夫たちの大半は家に戻るところだったのです。みな疲れ果てていますから、下手に入山させると、二次災さい害がいを引き起こす可能性があります」

　採掘の専門家たちが口々に説得するが、ジェリオは鼻で笑い飛ばす。彼の斜ななめ後ろに控ひかえたルアークは、冷めた瞳で状況を静観していた。

「入山できないだと？　今日から夜間も作業を始める予定だっただろう」

「……怖おそれながら、それは殿下おひとりで立てた予定です」

　むっとした専門家の肩かたを軽く叩たたいたのは、努つとめて表情を消したカシュヴァーンだった。横にいるトレイスのほうが怒りを抑おさえきれていないが、執しつ事じが爆ばく発はつする前にと、その主あるじが妥だ協きよう案あんを出す。

「とにかく、怪け我が人にんを運び出すのを優先させろ。まだ中に人が残っているのだろう？」

「……そうなんですが……」

　カシュヴァーンに言われても、専門家たちは口ごもった。ジェリオに言ったとおり、人手が足りないのだ。

　やむを得ないと思ったのだろう。カシュヴァーンは意を決したようにジェリオへ頭を下げた。

「ジェリオ殿下、あなたの部下……もうはっきり言うぞ、ルアークを含めた元〈玩具の兵隊〉を貸してくれ」

〈玩具の兵隊〉は、本来ラグラドールの傭兵たちに対たい抗こうするためシルディーン王家と〈翼の祈り〉が共きよう謀ぼうして作った組そ織しきだ。あまり表おもて沙ざ汰たにしていい名前ではないが、場合が場合である。言葉を濁にごしている暇ひまはない、と単刀直入に頼んだ訳だが、

「ご冗じよう談だんを。彼らは僕の部下だ。鉱山はあなたの領地だ。救助はあくまで、あなたの権限の範はん囲いでやって下さい」

　返ってきたのは、侮ぶ蔑べつに満ちた拒絶だけだった。

「その代わり、他の採掘場に被害を広げないよう手は貸しますよ。せっかくいい石がじゃんじゃん！　出る優良な鉱山なのです。こんなことで廃はい山ざんにするのは、もったいない」

「……貴様」

　拒絶のみならず、余計なおまけまで付けられては、元来短気なカシュヴァーンである。ディネロほど分かりやすくはないが、領民を守らねばならぬという意識も強い。

　みるみる落ちていく陽に倣ならったかのように、その眼が暗い翳かげりを帯びた。はっとしたトレイスが「カ、カシュヴァーン様」と呼びかけたが、彼の手は腰の剣へと吸い寄せられていく。

「そのへんにしておけ、カシュヴァーン」

　弟で子しの暴ぼう走そうを止めたのは、口を挟む機会をうかがっていたバルロイだった。

「アリシア嬢ちゃん、ここまでが悪い知らせだ。で、この後、いい知らせが来る」

「はい、バルロイ様、結婚して下さい結婚して下さい！」

　宣言を実行しているレネも、無反応を貫いていたルアークもぴくりと瞳を反応させた。二人の視線が交まじわる先から、蹄ひづめの音が聞こえてくる。

「なんだ」

「まさか、クルセージュ……!?」

　低いざわめきがあたりから上がる。プレアーナたちの失踪は明言されていないものの、彼女たちが最初は明らかにアズベルグ側と距離を置いていたこと、と思ったらふっつりと姿を見せなくなったことなどから不安を覚えていた者は多かった様子である。

　カシュヴァーンもぎくっとした顔をしたが、思わずという風に見つめられたアリシアはしっかりとうなずいた。

「大丈夫です、カシュヴァーン様」

　その声に重なって、馬ごと倒れ込むような勢いで騎き馬ばの青年が走ってきた。アリシアにもなんとなく見覚えのある顔だ。

「あら、アレクトール？」

　ディネロの家の執事見習い、情熱家だが空回りも多いアレクトール・ケルヴァンである。主を敬愛し、それゆえにカシュヴァーンに牙きばを剝むくこと多数の彼は、ディネロと一緒にプレアーナたち捜索のため駆かけずり回っていたはずだ。

「げほっ、失礼します。マルグレートからの急使がおみえです……!!」

　連日の手て応ごたえの薄い捜索に疲ひ弊へいしている様子だが、若さゆえの体力を見込んで先触れを任されたものと見える。それだけ伝えたアレクトールは、地面に座り込んだ馬の首にしがみつくようにして荒あらい息を吐いていた。







　夕陽を背負って騎馬の群れが向かってくる。

　先頭はディネロだ。白はく皙せきの美貌が青ざめて見えるような顔色である。

　疲労はもとより、落盤事故が領民を深く愛する彼には衝撃だったのだろう。だがその眼は、降って湧わいた希望による明るい輝きを灯してもいた。

　対照的なのは迎えたジェリオである。それまでの傍ぼう若じやく無ぶ人じんさはどこへやら、ディネロが連れてきたマルグレート人集団を見つめて足に根が生えたように動かない。特にディネロに並ぶように進み出てきた、優美な美青年に眼が釘くぎ付づけだ。

「イ、イズマイール……？」

「久しぶりですね、ジェリオ兄上」

　イズマイール・デュクレ。緩やかに波打つ黒髪を持つマルグレート第三王子は、年下の兄に向かって軽く頭を下げた。

　ただし馬上からである。妾しよう腹ふくであるために兄弟の中でも一段下位に見られていた彼は、ジェリオに対しても謙けん譲じようの姿勢を崩したことがない。それが馬を降りもせず、淡い憐あわれみさえこめて兄を見下ろしている。

「なぜ貴様が……蟄ちつ居きよを命じられているはずだ。僕は聞いていないぞ。とにかく馬を降りろ！」

　動揺を押し隠して命じるジェリオをよそに、イズマイールは琥こ珀はくの瞳をカシュヴァーンに向けた。次の瞬間、彼の前に銀色の髪をした少年が現れた。

　アリシアはもちろん、カシュヴァーンもこの距離で見ても知らぬ顔だ。ただし素す姓じようだけははっきりしている。わずかに表情を揺らめかせているルアークと同じ、色素の薄さと体の線をなぞるような軽けい装そうは元〈玩具の兵隊〉の特とく徴ちようだ。

　人形めいた無表情も彼らの特徴だったが、カシュヴァーンの前に立った少年はどこか誇らしげな様子を隠せていなかった。その顔のまま、恭うやうやしい手つきで丸められた書状を渡す。

「やめろ！」

　嫌な予感がしたのだろう。ジェリオが止めに入ろうとしたが、その手首をルアークが摑み止めた。

「な、何をする。放せ！」

　わめく声を右から左に聞き流しながら、カシュヴァーンがすばやく書状を広げて眼を走らせる。ほう、とその唇から感かん嘆たんの息が漏れた。

「マルグレートの王から通告だ。貴殿の王子の地位を剝はく奪だつする、だと」

　ルアークの拘こう束そくから逃れようとわめいていたジェリオが、声もなく眼を見開く。

「……おい、どういうことだ。馬鹿な……そんなこと」

「できるはずがない。そうお考えですか、兄上」

　あの憐れみの表情で、イズマイールが問うた。依然として彼が馬から降りる気配はない。

「当たり前だ。貴様と違って、僕の母上は父上の正式な妻だぞ。その僕を父上が、どうして……！」

「お前の父上が？　そいつは早計だな、ジェリオ。俺はマルグレート王からの通告だ、と言ったんだぜ」

　うっすらと笑ったカシュヴァーンが、嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべて書状をひらひらと振った。その末尾に記された名を、瞬またたき始めた星に向かって掲かかげながら。

「マルグレート王、ファルハド陛下よりの通告だ。前王バイアト王殺害の罪により、ジェリオの持つすべての権限を破は棄きし、速すみやかにその身柄を拘束する、とな」

　事前にある程度の情報を知らされていたアリシアも、なんとなく眼を伏せてしまう。初めて事態を知った人々の驚愕は大きく、薄闇の中にざわざわとした声が広がっていった。

「ファルハド殿下が、父王に会えないと嘆なげいていたが……こういうことだったのか、ジェリオ」

　呆ぼう然ぜんとしているジェリオを、カシュヴァーンは温度のない眼で見やる。

「……私は正直、父上とは数えるほどしか会ったことがない。ですから、さほど悲しくはありませんが……あなたに対しては、悲しみを覚えます、兄上」

　イズマイールは水滴のような耳飾りに軽く指先で触れながら、複雑な胸中を吐と露ろした。

「私以上に、ファルハド兄上がお怒りです。あの温厚な兄上が、子こ猿ざるのラフィーク以上に怒るところなど初めて見ました。父上の遺い体たいを抱いて臣しん下かたちの前に立ち、ご自身が王であると宣言されたのです」

「……温厚、か。物は言いようだな」

　絞しぼり出すような声でジェリオがつぶやいたが、後が続かない。白々しく持ち上げる一方で小こ馬ば鹿かにし続けてきた兄の、まさかの行動力に驚かされるのはこれで二度目なのだ。こうなることを予測できなかった自分の甘さを悔くいているのだろう。

「俺も父殺しの身だ。偉えらそうに言える立場ではないさ」

　家族だからこそ生まれる軋あつ轢れきは、カシュヴァーンも骨ほね身みに染みている。

「だがな、ジェリオ。お前はやりすぎた。『残ざん虐ぎやく王おう』陛下は保留にするとしても、少なくともシルディーンもラグラドールもマルグレートも、戦争など望んでいない。貴様ひとりの野望のために、大勢を巻き込もうとしたつけは払ってもらうぞ」

　言いざま、カシュヴァーンは腰に差していた剣をすらりと抜き放った。

「や、やめろ。……ルアーク！」

　焦ったジェリオは、いまだ手首を摑んでいるルアークへと反射的に眼で命じた。この男を殺せ。

　分をわきまえない命令に対し、ルアークは笑顔で応じた。

「俺は、マルグレートの王子様っていう、あんたの地位に頭を下げてたんだよね」

　かつてカシュヴァーンがジスカルドに言っていたような言葉を述べて、エメラルドの瞳を片方、軽快につぶってみせる。もちろん、手は放さない。

「き、きさ、貴様、僕の命令に従うと言ったよな!?　僕をすべてから守るのが貴様の仕事だよな!?」

　そういう動作を仕込まれた人形のように、ジェリオは摑まれた手をがくがくと振り始めた。

「だったら、こ、こいつらが近づいてきた時点で、僕に不利益になる情報を持ってきたと分かったはずだ！　なのに貴様は止めなかった!!　これは立派な契約不ふ履り行こうだ……!!」

「へー、さすが商人。契約にはうるさいね。俺は忠ちゆう犬けんやってたつもりだし、あんた個人のことはそこまで嫌いじゃないけど、じゃ、はーい」

　にっこり笑ったルアークは、ぱっとジェリオの縛いましめを解いた。

　唐突な行為に黒こく曜よう石せきの瞳をぱちくりさせたジェリオは、一瞬の間の後、狼ろう狽ばいした表情のまま周囲を見回した。前には剣を構えたカシュヴァーン、物言いたげなイズマイール、美貌を凍らせているディネロ。左右にはジェリオに散々こき使われてきた採掘の専門家とアズベルグの坑夫。バルロイとレネの眼も光っている。

　逃走経路はひとつだけだ。全員に背を向けたジェリオは、坑内に向かって走り出す。

「ジェリオ様、危ないですわ！」

　落盤事故が起こった直後なのだ。アリシアは月を見上げて反射的に叫さけんだが、ルアークはのんびりつぶやいた。

「俺はいいんだよ。でも、他の子はどうかなぁ？」

　ジェリオの側にいた間、封ふう印いんしていた笑顔全開だ。アリシアのように明るい笑みを浮かべた彼の視界の中、這ほう々ほうの体ていで逃げていくジェリオを複数の人影が取り囲んだ。

　ルアークとよく似ているが同じではない。先ほどカシュヴァーンに書状を渡した少年とその仲間。年齢と性別に若干ばらつきがあるが、いずれもすべて、元〈玩具の兵隊〉。

「サイード殺しは、失敗だったんじゃない？」

　頭の後ろで腕を組んだルアークは、実兄と同じ名を付けられた少年の悲劇を口にした。

「あの時も言ったでしょーに、頭がいいのに馬鹿なんだよなぁ、ジェリオさんは。俺たちは人形になるよう訓練されてるけど、心がない訳じゃないんだよ。贅沢にもね、なっちゃうんだよ」

「……そうよね」

　直前のレネとの会話を思い出しながら、アリシアもうなずいた。

「商人には相応ふさわしい末まつ路ろだよね。あんたが買い叩いてきた商品に……いや、あんたが意識せずに払ってきた負の対価に等しい結末が与えられるんだからさ」

「……そうですね」

　つぶやいたのは、いまだ馬上のイズマイールである。この先の光景を見たくないのか、彼は大勢に踏み荒あらされた地面の一点を見つめ続けていた。

　ところが次の瞬間、ジェリオの怒号が鳴り響ひびいた。

「どけ、犬どもが！　貴様らごときが、マルグレートの王子である僕に刃やいばを向けるだと!?　思い上がるのもいい加減にしろ!!」

　カシュヴァーンやイズマイールと違って、これまで側近くに置き、犬として命令し続けてきた者たちが相手となったことで余裕が復活したのだろう。ジェリオの声には醜しゆう悪あくな威い厳げんが戻っていた。

　一時は彼を包囲していた少年少女の眼に動揺が走る。才気あふれる商人はその隙すきを逃さない。

「さあ、さっさとどけ!!」

　さすがに奴らを殺せ、と命じる度胸はなかったようである。立ちふさがる元〈玩具の兵隊〉たちを押しのけたジェリオは、鉱山の入り口に吸い込まれていった。

「……あの野や郎ろう、時間稼かせぎにしかならんことは分かっているだろうに……」

　毎日のように坑内を歩き回り、時には鞭さえくれていたジェリオだ。行き止まりであることは理解しているはずだが、今ここで死ぬよりはましだと思ったのだろうか。うなるように言ったカシュヴァーンが、剣を握にぎり直した。

「ここは任せたぞ、トレイス、ディネロ、バルロイ。……イズマイール殿下も、ひとまずは待機を」

　カシュヴァーンが四人に指示を出すと、トレイスが不安そうな顔をした。

「カシュヴァーン様、ですが」

「危ないのは分かっているが、放っておく訳にもいくまい。大丈夫だ、俺とルアークで行く」

　執事の不安を先読みし、頼りになる「息子」へちらりと視線をやった。

「陽も落ちた今、内部の状況を把は握あくしていない人間が大勢で追っても危険が増すだけだ。さっさと捕つかまえてくる。やけになってせっかくの鉱山を傷つけられても困るし、ファルハド殿下も可能であれば、自国に連れ帰って生きたまま処刑したいだろうからな」

「……そうでしょうね」

　儚はかなく微笑むイズマイールを一瞥してから、カシュヴァーンは坑内へ向かう。一方のルアークは、呆然としている元〈玩具の兵隊〉たちを慰めていた。

「ご主人様に、武器を向けることができただけでも十分だよ」

「で、ですが……！」

　瞳を潤うるませている少女は、以前ファルハド殺害に失敗したサイードを連れ出す役目を担になったひとりだ。

「……俺も、ずっと逆らったことがなかった人を殺した時は、指が震えたから。最初の一歩を踏み出せれば、すぐに自分の道を歩けるようになる。あとは〈玩具の兵隊〉不動の一番、『死神』ルアークに任せて」

「その『お父さん』にもな」

　彼らの間を通り過ぎざま、カシュヴァーンも短く言い添そえた。

「アリシア、お前は絶対にそこを動くな。今夜ですべて、片をつけてやる!!」

「……はい！　救きゆう護ごとお食事の用意をして、お待ちしておりますわ!!」

「あっはは、本当に戦せん闘とう以外なら、なんでもできるようになったね!!」

　楽しげに笑ったルアークがぐっと速度を上げ、カシュヴァーンも負けじと足を速めた。二人を見送ったアリシアは、気持ちを切り替えて周囲の男性陣じんに声をかける。

「差し当たって、今確認されている怪我人の手当てを手伝って下さい。きれいな水と、清せい潔けつな布が必要ですわね。ここにも少しは常備されているものがあったかと思いますけど」

「俺たちも、手伝う」

　同意したのは、馬から降りたディネロである。リドレックから医い療りようについての知識も伝授されつつあるアレクトールも、大きくうなずいた。

「そうですね。幸か不幸か、最近疲れのせいか怪我人が多く、手当てに必要なものを補給したばかりです」

　トレイスが救護物資の場所を示そうとした時だった。

　どぉん、と鉱山から音がした。地響きが全員の足の裏から心まで震わせる。

「また、落盤か！」

　無言で二人の話に聞き入っていたディネロがまなじりを吊り上げる。淡い色をしたその髪が、夜風にふわりと巻き上がった。

「カシュヴァーン様!?　ルアー、あっ!?」

　きっと何もできない。分かっていてなお、反射的に足が動いてしまったアリシアの背中に人の体温がかぶさる。剣だこの目立つ、長い指。強い王となるために重ねてきた努力をおくびにも出さずに、いつも彼は傷を歪めて笑うのだ。明るく、快活に。

「おっと、動かないでもらおうか？　アリシア」

　人を食った笑みとは裏腹の的確な動きで、彼の手は後ろからアリシアを羽は交がい締じめにする。

「ゼ……」

　喉が引きつれ、吐と息いきのようなか細い声しか出せないアリシアに代わってバルロイがくわっと眼を見開いた。

「てめぇ、ゼオルディス!!　よくものこのこと、舞まい戻って来やがったな!!」

「おっとっと、そう怒るなよ。あんまりかっかすると、血管によくないぜ？」

　快活な笑顔のままで小こ憎にくらしいことを言い放ったのは、しばらくアリシアの前にも姿を見せなかったゼオルディスだった。

　突とつ如じよとして現れたのは彼だけではない。色素の薄い、軽装の少年少女が何人も、アリシアたちを取り囲んでいる。

「……〈玩具の兵隊〉……」

　アリシアが呆然とつぶやいた彼らのうちのひとりに得物を突きつけられながら、トレイスが食ってかかった。

「なぜ、あなたがここに!?　アリシア様とカシュヴァーン様の温情を、ないがしろにするおつもりか……!!」

「なぜというか、ジェリオにくっついて、ちょっと前からいたんだよ。なあ、アリシア？」

「はぁ!?」

　まさかの裏切りにトレイスが眼を剝き、アリシアは素直に謝罪する。

「そうなの。ごめんなさい、トレイス。他の人に話すと、プレアーナ様たちの居場所を教えてくれないって……」

「まさか、それを盾たてにしつこく迫られていたのですか!?」

　みなまで言わせずにトレイスが聞き返すと、ゼオルディスは面おも白しろそうな顔をした。

「へえ、察しがよくなったじゃないか。お前も成長したな、トレイス。さすがカーシュが認めるだけある男だ」

「やかましい、この破は廉れん恥ち下げ種す王子が!!」

　星まで届くような声で怒ど鳴なったトレイスが、首筋に食い込みそうな刃に構わずゼオルディスに摑みかかろうとした。

「さっさとアリシア様をはな、うぐっ」

「貴様、そんなことを、くっ」

　トレイスと同時に動き出そうとしたディネロだったが、二人一緒に声を詰まらせて動きを止めた。彼らにそれぞれ張りついた元〈玩具の兵隊〉が原因ではない。

「おっと、トレイスもディネロも、焦るなって」

　これみよがしにアリシアを縛める手に力を込めた、ゼオルディスのせいである。

「レネも武器を捨てろ。お前の腕は分かっているが、お前の元お仲間がこれだけいるんだし、何より俺がアリシアの首の骨を折るほうが早いぜ」

　ぎゅっと奥歯を嚙んだレネであるが、今やルアークに次ぐ実力者とも言われている彼女である。なまじの腕を誇ほこるがために、武器を捨てるという選せん択たくが難しいらしい。逡しゆん巡じゆんするレネに、ゼオルディスは意味深長な視線をくれた。

「愛しい人以外の人間など、実験動物、駒こまに過ぎない。だったか？　ユベル殿下をも魅み了りようした、素晴らしい名言を発したお前のことだ。アリシアの首など、どうでもいいかもしれないがなぁ」

「……ユベル殿下から、聞いたのですか」

　押し殺したような声でつぶやいたレネの手から、彼女が得意とするナイフが落ちた。その左右で様子をうかがっていた元〈玩具の兵隊〉のひとりが、すばやく落とし物を回収する。

　レネの名言を知っているのも、ユベルの感動を知っているのも、あの場にいた者に限られる。アリシアが情報収集源とするには頼りないことを考えると、ユベルその人に直接聞いたと考えるのが正しいだろう。

「……ごめんなさいね、レネ」

　レネの心が九割方、初めて自分を尊重してくれたバルロイで占しめられていることはアリシアも知っている。

　だが残り一割の中のかなり上位に、彼女はアリシアを位置づけてくれているのだ。アリシアがずっと、彼女の恋を応おう援えんし続けてきたから。

「そうだよな。人間なかなか、そこまでは割り切れないもんだ。だからこそ、名言ってやつは胸に響くんだろうがなぁ」

　うんうん、とうなずくゼオルディスの腕に囚とらわれたまま、アリシアは状況の打破を試こころみる。

「私……まだ、ゼオ様を呼んでいませんわ。押し売りはお断り……」

「そうは言っても、古いのがだめになりそうなんだ。新しいのを売りに来るには最適の時期だろう？　ここを見逃す手はないと思ってな」

　首筋が逆立つような衝撃を覚え、アリシアははっと眼を見開いた。ゼオルディスはわざとらしく彼女から眼を逸らし、後ろに出現した元〈玩具の兵隊〉に確認を取っている。

「そろそろ、大丈夫そうか」

「はい」

　従順にうなずいた彼の返事を確認し、ゼオルディスはさわやかに笑った。

「さあ、行こうぜ、アリシア」

　言うなりぐいっと乱暴に引き寄せられて、アリシアは小さく苦痛の声を上げた。彼によって首輪を嵌められ、愛あい玩がん動物のように連れられていたことを嫌でも思い出してしまう。

　首輪自体はどうでもいいのだが、あの時のアリシアの側にはカシュヴァーンがいなかった。それを思い出すと、息が詰まるようだ。

「やめなさい！」

「アリシア様に乱暴するな!!」

　レネやトレイスが口々に非難したが、ゼオルディスは気にせずアリシアを引きずって歩き出す。

「お付きの連中も、来たいなら来てもいいぞ。いずれお前たちもみーんな、シルディーン国王に返り咲いた俺の傘さん下かに下るんだしな？」











第五章　地の底でも星は輝く






　サファイア鉱山の中に入るのは、アリシアも初めてではない。内部を見学したことがあるし、原石を掘ほり出す手伝いをさせてもらったこともある。

　だが、アリシア大事のカシュヴァーンは深い場所まで立ち入ることは許さなかった。ジェリオが我が物顔に振る舞い始めてからは、作業の邪じや魔まになると言われ、一歩も入れなかった。また、彼の命じるままに、少しでもサファイアの出る可能性がある岩がん盤ばんは貪どん欲よくに掘り進められていた。

　結果として鉱山の内部は、無む秩ちつ序じよに掘られた通路が巨大な蛇へびがのたうち回ったかのように絡からみ合う状態になっていた。

「……まあ……」

　ぼんやりとした手しゆ燭しよくに照らされた天てん井じようや壁を見上げて、アリシアはつい興こう奮ふんしてしまった。

「素晴らしいわ……ライセンの屋や敷しきとはまた違う趣おもむき！」

　以前来た時とは別の場所のようだ。不ふ規き則そくに揺ゆれる灯あかりに照らされて、削けずられた岩盤がいくつもの影を作る。鉱山を舞台にした恐怖小説はあったかしら、と考えていると、

「アリシア、楽しそうなところを悪いが、あまり大声を出すな。もう落らく盤ばんの危険性は低そうだが、ここは声が響ひびくんでな」

　彼女をがっちり捕つかまえたままのゼオルディスが注意した。アリシアは素直に口をつぐみ、うながされるまま歩き続ける。

　その後ろからトレイス、バルロイ、レネ、イズマイールも、珍めずらしい光景に視線を奪われながら、言われるままにおとなしく歩いた。それぞれに元〈玩具おもちやの兵隊〉が張りついていることに加え、アリシアという人質がいるので、手て練だれの傭よう兵へいたちも抵てい抗こうを控ひかえている。

　ちなみにディネロは鉱山の外に残った。体力を取り戻した途と端たんにきいきいとわめきだしたアレクトールや、怒りと不安に押し潰つぶされそうな領民たちをなだめているはずだ。

　やがて、地面にいくつかの灯りが置かれているのが見えてきた。側そばには二人の元〈玩具の兵隊〉と思おぼしき青年が見張りとして立っている。ゼオルディスが片方に声をかけた。

「落盤は収まったようだが、近くに行っても平気か？」

「この灯りを越えなければ大丈夫です。何かあれば俺たちが」

「ああ、頼むぜ」

　短い言葉を交かわしたゼオルディスと並んで、アリシアは灯りによって仕切られた場所に立った。

　光が輝かがやくことにより、周囲の闇やみは深くなる。灯りの向こうには一見、すべてを塗ぬり潰す闇が広がっているようにしか見えない。

「トレイスならば、これも赤い丸として表現するのかしら……」

　奇才トレイス画伯の作品に思いを馳はせたアリシアのみならず、後をついて来ていたトレイスその人やバルロイも一いつ瞬しゆん怪け訝げんな顔をしたが、レネがいち早く反応した。

「ライセン強きよう公こう爵しやく、ルアーク!!　それに、一応ジェリオ殿でん下か!!」

　付け足しのように名を呼ばれたジェリオの絶ぜつ叫きようが闇の底から聞こえてきた。

「僕は全然、悪くない!!」







　光の向こうに口を開けた闇の正体は、落盤によってできたと思われる大穴だった。その底に、レネが視認した三人が立っていた。

　穴の深さは建物にして三階程度。仕切りとして置かれた光によって内部はかろうじて照らされているが、一番背の高いカシュヴァーンの顔がぼんやり見える程度だ。

「大丈夫です、アリシア様。砂すな埃ぼこりに汚れ、あちこちに擦すり傷を作っておられますが、この高さから落ちた割にはお元気そうです」

　レネが的確に情報を教えてくれた。この距離と光源では細部までよく見えない。アリシアならなおさらだ。

「よかった……」

　トレイスがほっと肩かたを落とし、アリシアも安あん堵どの息を吐く。いつか井い戸どの底へ落ちた時のように、ルアークが機転を利きかせて、かばってくれたのかもしれない。

　他にも何人か、坑こう夫ふの姿が見えるが、彼らは床に寝そべったり壁にもたれたりしている。自力では起き上がれない様子だ。おそらく彼らは一度目の落盤の被害者であり、カシュヴァーンたちは二度目の落盤で穴の中に落ちたのだろう。

「カシュヴァーン様！　ルアーク!!　ついでにジェリオ殿下!!」

　もう殿下ではないのかもしれないが、アリシアも一応敬称付きでジェリオを呼んだ。

「アリシア!!」

　穴の底のカシュヴァーンたちも、彼女に気づいて上を見上げる。その動作もいつもと変わりないようで、心底ほっとした。

「よかった、ご無事なのね、カシュヴァーン様……！　ルアーク、あの時みたいに足を挫くじいていない？　おまけのジェリオ殿下も」

「おっと、動くなよ？　アリシア」

　灯りを越えてしまいそうになったアリシアを引き戻しながら、ゼオルディスが入れ替わるようにして前まえ屈かがみになった。

「ほう、こいつは実に都つ合ごうのいい状態だ。面倒な連中が、ぜーんぶ穴の中とはなぁ」

　にやにやと楽しそうなゼオルディスたちの登場にようやく気づいたのだろう。何事かわめき散らしていたジェリオが、はっと顔を上げた。

「ゼオルディス……貴様！」

「よう、兄弟。ご機き嫌げんいかが？」

　気楽な調子でゼオルディスは癇かんに障さわる挨あい拶さつを始めた。

「〈翼つばさの祈いのり〉の教義では、死んだやつは海の底か空の上だが、よその宗教では地の下の国に行く場合もあるらしいぜ。マルグレートはどうだったかな？　女神の腕うでに抱だかれなかった魂たましいは、ただ消しよう滅めつするのか？」

「ふざけるな、さっさと僕を引き上げろ!!」

　逆上したジェリオが声こわ高だかに命じたが、ゼオルディスはさも不思議そうな顔をした。

「どうして？」

　子供のように無む邪じや気きな問いかけを聞いて、ジェリオの顔が強こわ張ばる。

「お前がマルグレートの王子であり、将来的に王になる人間だったから、従ってやっていたのに。王子でさえなくなったお前を、どうして？」

　穴の上下に分かれた位置が、二人の元王子の心理的立場を示しているようだった。絶句しているジェリオを眺ながめやり、カシュヴァーンが「器うつわの差が出たな」と小さくつぶやく。
















「ゼオ様、でしたらカシュヴァーン様とルアークを助けて下さい！」

　ある意味一番器の大きいアリシアが図太く要求をした。ゼオルディスが楽しげに笑う。明るく、快活に。

「アリシアは欲よく望ぼうに素直でいいな。もちろん、答えはいいえだが」

　指先が後ろからアリシアのあごを摑つかんだ。肩に乗った顔が寄せられて、頰ほおをそっとすり寄せられる。

「やめ、うぐっ」

　破は廉れん恥ちの気配を察したトレイスが止めに入ろうとしたが、彼を見張っている元〈玩具の兵隊〉がその腕を拘こう束そくする指に力をこめた。バルロイとレネも同様だ。

　懲こりない彼らの気配を背中で感じながら、ゼオルディスはアリシアの耳元に甘いささやきを落とす。

「お前の男と息子むすこがここで死ねば、お前は自動的に俺の女になる訳だからな」

「なりません」

「どうして？」

「どうして？」

　ジェリオを絶句させた問いを、アリシアは臆おくせずそのまま突き返した。まるで鏡のように。

「理由は分かっていらっしゃるはずですわ、ゼオ様」

　今度はゼオルディスが返す言葉を失った。

「ぼ……僕、僕は、悪くない!!」

　一瞬静まり返った鉱山に、耳をつんざくジェリオの絶叫が再び響く。

「マルグレートはずっと肌はだの色によって、いわれなき差別にさらされてきた!!　商才に長たけた僕たちがどれだけ稼かせぎ、大陸の流通を制したところで、大きな流れを牛ぎゆう耳じるのは白い肌の連中だ。シルディーンだのクルセージュだののご機嫌取りばかりさせられて、僕たちがどれだけの苦汁を舐なめてきたか……!!」

「ジェリオ殿下、お気持ちは分かるが、静かにしてくれないか。また崩くずれてくるかもしれないし、妻の声が聞こえないと困る」

　カシュヴァーンがうんざりした様子で止める声が聞こえるが、彼は意に介さない。穴の底に落ちてからずっと、この調子で叫び続けていたのだろう。

「しかも、苦汁を舐めてきたのは交こう渉しようの最前線に立つ者たちのみ!!　王は王宮の奥で、僕らがすり減るほどに頭を下げて集めてきた富で贅ぜい沢たく三ざん昧まいをするだけ!!」

　前王となってしまったマルグレート王バイアトは王宮にこもったきり。商人たちが集めてくる財を、ひたすら消費するだけの存在であることはアリシアも聞いていた。

　生まれ変わったらマルグレート王になりたい、と願ったものだが、代々そうであるとはいえ、父王の振る舞いはジェリオの心に不満を降り積もらせていたようである。なにせ次男である彼はどれだけ努力しても、玉座に座ることはできないのだから。

「父王バイアトはまだ許そう、あの方は存在感のある偉い大だいな王だ。富めるマルグレートの象しよう徴ちようとして絵にもなる。しかし、我が兄ファルハドが次の王だと!?　あのはりぼてが!?　妻たちの尻しりに敷しかれて右う往おう左さ往おう、猿さるを介さなければまともに意思表示もできないくせに！」

　両腕を広げ、芝しば居いがかったしぐさで叫び続けるジェリオの耳には、最早誰だれの声も入らないようだ。

「……そういう兄貴の性格を利用して、好き勝手してきたんだろうが」

　カシュヴァーンは諫いさめるのを諦あきらめ、アリシアもジェリオを無視してルアークに話しかける。

「ルアーク……どうにかして、そこから上がって来られないの？」

「これがいい感じに、穴の縁ふちが急きゆう勾こう配ばいになってるんだよねぇ」

　壁の形状をなぞるようにして、ルアークは眼を上げた。

「落盤で穴が空あいた、っていうより、元々こういう自然の空くう洞どうがあって、そこの天井が抜けたって感じなんだよなぁ」

「調査はさせていたんだ。ここに空洞がある可能性はすでに指し摘てきされていた。だから、しばらく採さい掘くつは待てと言ったのに……」

　まだ怨えん嗟さの声を上げているジェリオを睨にらみ、カシュヴァーンが聞こえよがしに吐き捨てた。

「いっそ、あの中ちゆう途と半はん端ぱに突き出たところを崩しちゃえばいいかもね」

　アリシアが立っているのと反対側のあたりを見上げて、ルアークが提案した。カシュヴァーンも同じ場所を見上げて眉まゆを寄せる。

「縁が鼠ねずみ返がえしのようになっているものな。さすがのお前も、ちょっと無理か」

「まーあそこまで登ること自体、まず無理だけどね。俺の針をこう、突き立てながらって手も考えたけど、下へ手たすると落盤三回目ってことになりそうだし」

　風も伴ともなわぬ動きを見せるルアークであるが、空まで飛べる訳ではない。どうしたものか、と議論を戦わせる二人を見て、ジェリオが頰肉を引きつらせた。

「貴様ら、気でも触ふれたのか。よくものうのうと、そんな話を……」

　黒こく曜よう石せきの瞳ひとみがちらりと穴の縁を見上げた。そこにはアリシアを羽は交がい締じめにしたゼオルディスが立って、にやにやと趣しゆ味みの悪い笑顔を降らせている。

　矢、もしくは投石などにより、一方的な虐ぎやく殺さつを始めるのは簡単だ。ルアークだけは攻撃をかわせるかもしれないが、彼も空を飛べない上に、食事と睡眠を必要とする生身の人間である。ゼオルディスたちがこのまま引き上げてしまえば、時間が彼を殺すだろう。

　ところがカシュヴァーンは、こいつは何を言っているんだ、という眼でジェリオを見つめ返した。ジェリオが知れば噴ふん飯ぱんものだろうが、その目つきは兄弟の絆きずなの尊さを語るファルハドを見る時と同じだった。

「おかしいのはそっちだろう。今まで散々好き放題に暴あばれておいて、自分が追い込まれたらそれか。精神が脆ぜい弱じやくすぎないか？」

　冷ややかなカシュヴァーンの声からは、ジェリオへの遠えん慮りよは完全に払ふつ拭しよくされていた。

　相手が「アズベルグの暴君」と呼ばれる、自分より一回り体格のいい、暴力に慣れた男だということを今頃思い出したのだろうか。矢や投石より身近な脅きよう威いとして、カシュヴァーンの腰こしには剣がぶら下がっている。

　ジェリオの瞳に星ではなく怯ひるみが浮かんだが、強気な姿勢は崩さない。

「ぼ、僕の反応は普通だろう。こんな穴の底で、死を待つしかないんだぞ!?」

「そうだな。仮に穴の底から出たところで、貴様は俺たちと違って、すべての権限を剝はく奪だつされて処刑だものな。気の毒に」

「王族に牙きばを剝むいた罪は大きいもんね。──サイードにしたみたいに」

　虚勢を張るジェリオに対し、ライセン「父おや子こ」は揃そろって畳たたみかけた。「アズベルグの暴君」と「死神」の威い圧あつは、普通を自称するジェリオには耐えがたかったようである。

「ぼ……くは、悪くない!!」

　再び、駄だ々だをこねる子供のような叫びがよどんだ空気をかき回す。

「カシュヴァーン、貴様だってどうしようもない父親を殺しただろう!?　話の通じない相手が世の中にはいるんだ!!　成長しない馬ば鹿かもな!!」

「話の通じない相手がいることは、俺も理解している。交渉術に長けているくせに話の通じない馬鹿の見本が、眼の前にいるからな」

「成長しない馬鹿ってのが、ファルハド殿下のことだとしたら、あんたは本物の馬鹿だよ？　ジェリオ殿下」

　ジェリオの糾きゆう弾だんに対し、カシュヴァーンとルアークは的確にその臓ぞう腑ふを抉えぐって応じる。何か言うたびに劣れつ勢せいになっていくジェリオは、次し第だいに涙眼になりつつあった。

「僕はいつだって、マルグレートのために誰よりも努力してきたんだ!!」

　カシュヴァーンたちへというより、ジェリオは自分を取り囲む世界そのものへと訴うつたえている。第二王子という中途半端な出自によって、すべての努力を吸い取られてしまう理り不ふ尽じんな世界へと。

「マルグレートの第二王子など、なんの意味もない！　第一王子でなければ、次の王でなければ、死ぬまでおべっかを使い続けるだけの人生なんだ!!　ち、父王ならとにかく、あの……あの、でくのぼうの兄上などに……ッ」

「確かに貴様の兄貴は、前回会った時の様子だけを見ると、完全な甘ちゃんでくのぼうだったけどな」

「でも、大物の片へん鱗りんはあったよね。アリシアとあんなに本の趣味が合う人を初めて見たよ。よかったじゃん。あんたの行動が、あの人の才能を開花させたんだ。……お父上は気の毒だったし、才能を開花させたおにいちゃんに仕つかえられないのは、本当にかわいそうだけど」

　ファルハドを過度に評価している訳ではない二人だが、今回見せてくれた決断力は評価している。あとは単にジェリオへの評価が低いのだ。

「うるさい、うるさい！　メイドの血を引くガキと、母親さえ分からぬガキに、僕の気持ちが分かるか!!」

　口汚くジェリオが罵ののしったが、聞き慣れた罵ば倒とうであり、特筆すべきようなものではない。「父子」は顔を見合わせて、そっくりの動作で肩を竦すくめた。

「今さら、そんな話で責められてもな。むしろ俺のように、出自の低さにかかわらず出世した成功例は、貴様にとっても希望となり得るのではないか？」

「おにいちゃん、やめてあげて？　同一条件で結果を出せないってことになると、まるでジェリオ殿下の能力が低いみたいじゃーん。あと、俺の産みの母が分からなかったおかげで、あんたもこすっからい手が打てたんでしょ？　感謝してほしいよねぇ」

〈翼の祈り〉への狂信を超える愛情を最後まで見せてくれなかったカシュヴァーンの母、マリアンヌ。ルアークの母を名乗って近づいてきたヘルミーナ。彼女たちの件を皮肉として叩たたき返せる、夫と「息子」の精神力の強さはアリシアの誇ほこりである。

　ただ、その強さを得るために彼らが払った犠ぎ牲せいも分かっている。薄い胸の前で手を組み合わせ、湧わき起こる痛みにじっと耐えた。

　すると今度は、ジェリオの矛ほこ先さきはアリシアに向いた。

「ふ……ふん、おまけになんだ、あの地味な小こ娘むすめにすっかり骨抜きになって……」

「なんだと？」

　悔くやし紛まぎれのような言葉に、カシュヴァーンが敏感に反応した。やっと望みの反応を引き出せたジェリオが、ここぞとばかりに本音をぶちまける。

「『アズベルグの暴君』だの『死神』だのと、他国にまで響ひびき渡る名を持つ男たちが心奪われているのだ。どんな傾けい国こくの美女かと思えば、まだ女にもなっていないガキじゃないか!!」

「女じゃない、だって？」

　ルアークの眼も底光を帯びた。

「ああ、そうだ。我らが女神マルグレーテを見ろ。女性とは豊かな心と肉体で男を包んでくれるものだ!!　それがなんだ、あの平らな体は……アズベルグの土地のほうが、よほど起き伏ふくに富んでいるじゃないか!!」

「そうですわね。アズベルグは山と谷ばかりの陰いん気きで薄うす暗ぐらい景色が素晴らしいですし、鉱山までありましたし、『肥ひ料りよう要いらず』もこれからお金になりそうですし、最高の土地ですわ!!」

　嫁とついできた瞬間に心を捉とらえたアズベルグの地は、生まれ育ったフェイトリンと並ぶ第二の故郷だ。アリシアは笑顔で相あい槌づちを打った。

「確かにマルグレーテはいい体をしているよな」とゼオルディスも納得し、胸の豊かな女性を好むバルロイは「初めてお前に親近感を持ったぜ」と感かん慨がい深ぶかげである。レネが筋肉と化した平へい坦たんな胸を見下ろし、「やはり、どうにかして胸をふくらませないと……」と決意の表情になった。

　穴の縁の空気は一瞬和なごんだが、穴の底の気温はみるみる下がりつつあった。

「なるほどな。貴様のアリシアへの包み隠かくさぬ評価、よく分かった」

　据すわった眼をしたカシュヴァーンがすらりと剣を抜き放つ。

「遠慮は無用ということだな。安心しろ、祖国で処刑できる余地は残しておいてやる」

　ルアークも静かに得え物ものを構えた。光のない穴の底でも、針状の武器と怒りを秘めた瞳ひとみは輝いて見える。

「ヘルミーナさんの一件では、いろいろと言いたいことが溜たまってたんだよねー。大丈夫だよ、俺の腕を知ってるから欲しがってくれたんでしょ？　殺さないから、安心して。絶対に殺さないから」

　形だけの笑みを唇くちびるに刷はいて、二人はじりじりと距離を詰めてくる。蒼そう白はくになったジェリオが一瞬構えを取ったのは、彼もまた王子として、それなりの訓練を積んできたからだろう。

　だが、価値を見抜く眼を持つ商人としての部分が、この「父子」に立ち向かったところで勝ち目はないと悟った。肩から力が抜け、両腕がだらりと垂たれ下がる。

「……認めてほしかっただけだ」

　弁べん舌ぜつ滑なめらかなジェリオのものとは思えないほど、弱々しい声だった。

「僕は、マルグレートは、いつまでも貶おとしめられているばかりの存在じゃない。白い肌の連中が作った世界の法則など、壊こわしてやる。奴らが崇すう拝はいする聖女アーシェルも、みんな……」

　うなだれたその眼から、星のような輝きはどこかへ流れ落ちてしまっていた。カシュヴァーンは苦りきった声で吐き捨てた。

「自分の言っていることの矛む盾じゆんに、まだ気づかないのか？　貶められていい人間など、この世の中には存在しない。貴様も、貴様が陥おとしいれようとした人間も、すべてだ」

「右足を踏まれた！　許せない!!　って叫んでいる人が、平気で人の左足を踏んでるってのはよくある話じゃあるけどねぇ……」

　ルアークは呆あきれているが、その眼の中の怒りは幾いく分ぶん薄らぎつつあった。

「兄上……」

　小さな声が背後から聞こえてきた。はっとしたアリシアがゼオルディス越しに振り返ると、静観に徹てつしきれなかったらしきイズマイールがなんとも言えない顔をしている。

　バルロイもけっ、と唾つばを吐いたが、彼もまた肌の色の差別に虐しいたげられてきたラグラドール人。ジェリオの吐と露ろには思うところがある様子だった。

「ははは、お前の夫と『息子』は、なんだかんだで甘いな。他人に情けをかけられる立場じゃないだろうに」

　実験動物でも観察しているような口振りで、ゼオルディスはざっくりとすべてを切り捨てた。

「さて、俺たちの結婚式の話はどうする？　アリシア」

　傷に歪ゆがむその眼は、もう穴の底から興味が削そがれた様子だ。カシュヴァーンたちの死を前提とした問いかけを聞いたトレイスが、また反はん抗こうしようとして止められている。

　だがアリシアは、逆に提案をした。

「そうですわね。カシュヴァーン様たちと、ついでにジェリオ殿下を助けて下されば、マーベル様を助けて差し上げられると思いますわ」

　ゼオルディスの唇からにやついた笑みが消えた。

「どうしてフロリアンに何かあった、と思う？」

「だってマーベル様は、ゼオ様のお友達ですもの。それなのに、あの方が側にいらっしゃらないのはおかしいですわ」

　最愛の妹を二重の意味で奪われてなお、ゼオルディスの友である道を選せん択たくしたフロリアン・マーベル。彼の姿が見えないこと、彼について質問しようとするとはぐらかされてしまうことにより、アリシアは事情を直観していた。

「どうだろうな。とうとうあいつも、俺に愛あい想そを尽つかしたのかもしれないぞ」

「でも、ゼオ様はマーベル様のお友達ですから、あの方に何かすると脅おどされれば言うことを聞くでしょう？」

　ジェリオより一足先に、ゼオルディスは何もかも失っているのだ。王族としての地位も、惚ほれた女も。父には存在を倦うまれており、母は贅沢な暮らしに溺おぼれて息子の存在を忘れた。そんな彼を脅す材料として使えるのは、唯ゆい一いつその手に残った友だけであるはず。

　逆に言えば、他の理由でジェリオの言うことを聞くとは思えない。だから「俺の女になれ」も、条件としては相応ふさわしくないのだ。

「それに、ゼオ様が好きなのは、元気が取り柄えの私ではなくて、おとなしいミューゼ様ですもの。私があなたの女になっても、仕方がないでしょう？」

　取ってつけたような願いをひっさげ、アリシアの前に現れた理由はただひとつ。

　助けてほしかったからだ。一時は聖女アーシェルの名を冠かんされかけたこともあり、特定の性格傾けい向こうを持つ男には救いの女神として映る「死神姫」に。

「……まあな」

　ちょっとまぶしそうな眼をしたゼオルディスの声を耳みみ聡ざとく聞き取ったカシュヴァーンが、下から突っ込んできた。

「おい、失礼だぞ、ゼオ。アリシアは世界一可か愛わいいだろうが!!」

「お前の病気も元気に進行中のようだな、カーシュ。……ふん、お前の可愛い妻にあれこれしてきた俺の言うことを、信じるのか？」

　憎にくまれ口を叩いたゼオルディスであるが、カシュヴァーンはふふんと鼻を鳴らす。

「ああ、そうだ。お前が本当の意味で、アリシアを傷つけるとは思っていないし……」

　ゆっくりと剣をしまい、穴の底から見上げているとは思えない態度でゼオルディスに向かって指を突きつけた。

「それにな。お前のように友達の少ないやつは、数少ない友人を傷つけて孤こ立りつするような真ま似ねはできんさ」

「さすがカシュヴァーンおにいちゃん、似た者同士で通じ合ってるね!!」

　ゼオルディスの数少ない友人の「息子」であるルアークも、笑顔で相槌を打つ。その手からは得物が消えていた。

「そういうことだ。分かったら、さっさと助けろ、ゼオ」

　呆あつ気けに取られているジェリオを尻目に、カシュヴァーンはぬけぬけとそう言い放った。

「……なあ、知ってるか、カーシュ。とある地方の民話では、慈じ悲ひ深ぶかい神様が地の底の穴に落ちた哀あわれな人間に、太い糸を垂らして救ってくれるんだと」

「遠回しな言い方はやめろ。素直に俺のことが好きだから助ける、と言えよ。フロリアンにも、もちろんそう言ってやれよ」

　悪びれない顔を見つめながら、ルアークが「わあ、なんだか急激にむかついてきた！」と再び針状の武器を取り出す。ゼオルディスも、否いな、ゼオも首を竦めて、

「吹っ切れた、嫌いやな顔になったな、カーシュ。お前との友情はこれまでだ。あーあ、とうとう俺の友達は、たったひとりになってしまった」

　そう言うと、至し極ごくあっさりアリシアを解放し、元〈玩具の兵隊〉たちに太い縄なわの用意をさせ始めた。

「成長されたのね、ゼオ様」

　ゼオが誰の理解も拒こばんだ怪かい物ぶつ王子のままであれば、ジェリオから遣つかわされた元〈玩具の兵隊〉たちが彼の計画にこうも協力しただろうか。微笑ほほえんだアリシアは、救出作業の邪魔にしかならないことは分かっていたので、同じく解放されたトレイスと一緒に自主的に鉱山の外へと出た。







　穴には鼠返しなど、障しよう害がいがあったのでもっと時間がかかるだろうと思っていたが、足がかりさえあればルアークがいるのだ。アリシアがトレイスと共に鉱山の外で救きゆう護ごの準備を始めてから程なく、カシュヴァーンたちが出てきた。

「まあ、早かったですわね!!」

　いち早く気づいたアリシアが歓かん声せいを上げると、遅おくれてトレイスも喜びの表情になった。

「あ、ああ！　カシュヴァーン様、ご無事で何よりです!!」

　その眼の端はしにはまだ、部下たちのところに戻っていくシャンテの後ろ姿が映っている。「子こ猫ねこちゃん」の危機と聞いて駆かけつけた彼女は、トレイスの安あん否ぴを確認するなり「よかった」と笑って、すぐに自分の職務に戻っていったのだ。

「ああ、怪け我が人にんの救出はちょっと時間がかかりそうだが、俺たちは大丈夫だ」

　トレイスの反応に気づきながらあえて何も言わず、カシュヴァーンはかたわらのルアークの肩を軽く叩いた。

「やはりお前がいると違うな、『死神』」

「あはは、まーね！」

　笑ったルアークの横で、ふてくされたような顔をしているのはジェリオである。逃とう亡ぼうを防ふせぐために両腕を背中で縛いましめられているが、逃げ出すような様子はない。瞳の星も復活し、夜空で輝き始めた本物の星と一緒にちかちかと光っている。

「ご無事でしたか、兄上」

　その側にイズマイールが近寄ってきた。彼が自分にとっての死神となったことを受け入れたのか、ジェリオの態度は冷静だ。

「……この先は無事ではすまないだろうがな。帰るか」

　率そつ先せんしてマルグレート行きを示し唆さするジェリオの耳に、イズマイールのひとりごとのような声が届く。

「兄上のあんな悲痛な声は、初めて聞きました」

「……お前、僕が言ったことを聞いていたのか!?」

　途端にジェリオの顔から余裕が消し飛んだ。イズマイールは穴の縁に集つどった面々の最後尾で沈ちん黙もくを守っていたので、存在に気づかなかったのだ。

「……すみません、聞こえました」

　申し訳なさそうでありながら、顕けん著ちよな反応が面おも白しろかったのか、イズマイールは懸けん命めいに笑いを堪こらえている。兄と同様に美しい瞳が、顔を歪めたジェリオからカシュヴァーンへ移った。

「ライセン強公爵閣下。以前あなたの温情を受けた者として、厚かましいことは承しよう知ちでお願いします。どうか、兄の助じよ命めい嘆たん願がんにお力ちから添ぞえをいただけませんか」

「イズマイール!?」

　死神の口からまさかの言葉が飛び出した。眼を剝くジェリオを尻目に、イズマイールは優美な動作で頭を下げている。

「……いいのか？　今まで散々、貴き殿でんはこいつに貶められてきたはずだが」

「慣れていますので。慣れたものがなくなると、どんなものでも寂さびしいものですよ」

「そうよね、惰だ性せいで買わせるのも立派な魅み力りよくですもの。定番になってこそ、商品は価値が出るのですわ！」

　アリシアまでマルグレート仕込みの商売知識を振りかざせば、ジェリオが不自由な体をひねって抗こう議ぎを始めた。

「くだらない真似はやめろ、イズマイール。僕から王族の誇りまで奪うつもりか!?」

「ええ」

　涼やかな表情でイズマイールは応じる。

「ライセン強公爵のおっしゃるとおり、あなたは今まで散々私をこけにしてきたのだ。一度ぐらい、意い趣しゆ返がえしさせてくれてもいいでしょう」

　ぐっと詰まったジェリオを見る眼には、どこか余裕がある。それは彼が、初めての立場から兄を見ているからだった。

「大体あなたは、立場としては兄とはいえ、私より年下ではありませんか。年下の者が自分より先に死ぬのは、忍しのびないものです」

　子供をあやす瞳で笑うイズマイールを見て、主あるじより二歳年上であるトレイスが「カシュヴァーン様も、昔は可愛いところもあったんですよ……」とため息をこぼした。

「俺は今でも可愛いだろうが」

「そういうところが、可愛くなくなったよな、カーシュ」

　ゼオにまで突っ込まれたカシュヴァーンは肩をそびやかすと、唇を嚙かみ締めているジェリオに向き直る。

「才能に目覚めたとはいえ、根は甘っちょろいあのファルハド陛へい下かなら、助命嘆願を聞くぐらいはしてくれるだろうしな。何より、貴様の才能はマルグレートに必要だ。〈神しん具ぐ礼らい賛さん〉は、そろそろ畳む時期が来ているだろうが」

「……他国の人間が、勝手なことを」

　眼を伏せて吐き捨てたジェリオにも、カシュヴァーンは落ち着いた受け答えをする。

「そうだな。自国のことは自国で決めるべきだ。貴殿らマルグレート王族内のことは、マルグレート王の裁量に委ゆだねる」

「その代わり、もうシルディーンにもクルセージュに手出しをするな、と言いたいのだろう？」

「さすが聡そう明めいなジェリオ殿下。賢けん明めいな判断、感謝いたしますよ」

　しれっとした顔で肯こう定ていされたジェリオは、カシュヴァーンではなく、なぜかアリシアを睨にらんだ。

「……くそっ！　やはり、『死神姫』になど関わるのではなかった……!!」

「私は商売に関する知識とただでいただいた茶葉と香こう辛しん料りようについては、ジェリオ殿下に関わってよかったと思っていますわ」

　あけすけな言葉に最早突っ込む気も失せたのか、ジェリオは小さく「……また今度、いい物を選んで贈おくらせますよ」とつぶやいた。






















　プレアーナとユベルの居場所はジェリオの口からもたらされた。念のためにゼオルディスからも聞き出したが、二人が示したのは同じ場所だった。

　すぐにでも駆けつけたいところだが、その場所から穏おん便びんにプレアーナたちを連れ出すには許可が必要だ。すでにとっぷりと陽ひも暮れており、疲労も激しいところに夜間移動の強行は危険を伴う。

「妃ひ殿でん下かをお迎むかえに行く際は、できればアリシアにも一緒に来てほしいからな。明日にでも状況を見て、出発するとしよう」

　深夜に別べつ邸ていへ戻ってきたカシュヴァーンは、アリシアの手にマントを渡しながらそう言った。

　落盤事故についても怪我人の運び出しと当座の手当てだけを行い、現場の詳くわしい調査や被害状況の確認は明日以降とした。いったん関係者すべてに休養を言い渡し、自身も最愛の妻を連れて帰ってきたのだ。

　ちなみにジェリオとゼオはこの建物の中の別の部屋に、それぞれルアークとレネをつけて押し込んである。ジェリオは明日になればイズマイールと共にマルグレートへ、ゼオはアリシアたちの案内をしてプレアーナたちを迎えに行く予定だ。

　王宮やティルナードたちへの連絡も必要だが、すべては休養を取ってから。アリシアの予想は当たり、穴への落下の際はルアークのおかげで大きな怪我はせずにすんだものの、打ち身や擦り傷はあちこちにできている。

「そうですわね。私も、そのほうがいいと思います。プレアーナ様は、きっと誤解……きゃっ!?」

　やっと誤解が解ける。喜びに気を取られていたアリシアは、いきなりぐっと手首を引っ張られて驚いた。

　柔らかな寝台の感かん触しよくを背中に感じる。見上げた天井を背景に、近づいてくるカシュヴァーンの武ぶ骨こつな顔立ち。

　造ぞう作さく自体は整っているのだが、凄すご味みのほうが前に出ているので、結果として強こわ面もてという印象になってしまうカシュヴァーンである。ゼオルディスに刻きざまれた傷のせいでその印象は強化されたが、アリシアにとってはいつだって最高にかっこいい世界一の夫だ。

　だがそれは、常に優しいという意味ではない。なにせ彼女の夫は、今でも「アズベルグの暴君」と呼ばれているのである。

「ああ、ようやく、一段落だな……」

　疲れを吐き出すようにしみじみとつぶやくものの、アリシアの手首を押さえる指は大変力強い。

「あ、あらら……？　カーシュ様、あの、もう、おやすみになるのでは……？」

「お前、どうしてゼオのことを俺に言わなかった？」

　疲れのせいだけとは思えないほど、その瞳はぎらぎらと輝いていた。サファイア鉱山に取り憑つかれていたアリシアさながらだ。先日問い詰められた件をいきなり蒸むし返されて、アリシアは眼を白黒させる。

「その……ゼ、ゼオ様のことを話すと、プレアーナ様たちの居場所を教えないと言われましたの。ほら、あの方には元〈玩具の兵隊〉のみなさんが付き従っているでしょう？　どんな形でこっそりお伝えしても、絶対に分かってしまうと思って、んんッ」

　言い訳を唇でふさがれた。ぴったりと互いの口を重ねたまま、唇全体の形を確かめるように舌先でなぞられて、喉のどが甘く鳴ってしまう。

「そうだな。お前の言うとおりだ」

　案外と、物分かりのいいことを言ってくれた。ほっとしたアリシアだったが、彼女の夫はちょっと強引なおやすみの口づけでこの夜を終わらせるつもりはなかった。

「だが、理性と感情は別だ。俺は俺以外の男が、お前に匂いをつけるような距離まで近づくのは、たとえどんな理由でも嫌だ」

　漂ただよう、強い嫉しつ妬との気配。それに触しよく発はつされて、アリシアも珍しく、すねたように横を向いた。

「カーシュ様だって……プレアーナ様のことを、何も教えて下さらなかったくせに」

「……すまない」

　殊しゆ勝しような顔をしたカシュヴァーンであるが、その瞳にはちらりと喜色が覗のぞいていた。すべてにおいて物分かりのいい妻が、分かりやすく嫉妬を示してくれる機会は貴重なのだ。

「だから、今から弁解したいと思っている。哀れな夫に、機会をくれるよな？　アリシア」

　言っていることは神しん妙みようだが、口元はにやにや笑いを隠しもしない。剝き出しの欲望に「おなかが痛」くなりながら、アリシアはこの後に襲おそいくる展開を思ってぶんぶんと首を振った。

「あの、お、お疲れでしょう？　明日も朝が早いのですし、まずはゆっくり、休まれてから」

「俺は平気だ。お前も疲れているところをすまないが、謝罪は何よりも速度が求められると、マルグレートの商売教本にも載っていただろう？」

「まあ、あの本をカシュヴァーン様もお読みになったのですね。さすが私の愛する、理想の……ひゃあっ！」

　いつもの癖くせで脱線しかけたアリシアの足を、カシュヴァーンがドレスの上から優しく撫なで上げる。

「そうだな。どんなものからも、学ぶことはできる。奴らの物を見る眼は確かだしな。おかげで俺も、サファイア鉱脈に手をつける踏ん切りがついた」

　鉱山の知識など持たないカシュヴァーンである。それらしき物を見つけはしたものの、周囲からの圧力と天てん秤びんにかけて放置していたが、きっかけはジェリオの不ふ審しんな動きだった。彼らが腰を低くしてでも欲しがるような鉱山ならば、多少の危険があっても開発すべきと踏んだのだ。

「そうですわね。落盤事故は残念ですけど、あの場所さえ避けて掘れば閉山に至ることはなさそうですし……今後はマルグレートの茶葉も香辛料も、心から楽しめますわ。楽しみですわね!!」

　ジェリオ個人に対する感情がどうであれ、彼らがもたらす商品にまで不快感を持ったりしないアリシアであるが、カシュヴァーンが嫌な顔をするものを食しよく卓たくに上げるのは避さけたかった。捨てずに取っておいてよかったわ、と喜んでいるアリシアを逃がすまいと、カシュヴァーンは話を戻した。

「そうだな。嫉妬は恋における、最高の香辛料だと言うしな」

　カシュヴァーンの指先がアリシアの髪かみに触れた。髪を梳すくだけでなく、頭皮を撫でる動きにぞくぞくと背筋がしびれる。

　抗あらがえない流れに押し流されて、カシュヴァーンの望むところまで連れ去られてしまう。その予感を覚えながら、アリシアは必死で言い募つのった。

「カーシュ様、あの、実は私、最高の香辛料を見つけたかもしれませんの!!　しばらく食べた後の様子を見ていましたけど、カシュヴァーン様はお元気すぎるほどお元気そうですし、そろそろ他の人で試し、んッ、ンーッ……!!」

　一生懸命話を変えようとしたアリシアの唇は、再び夫のそれにふさがれた。舌先をちゅくちゅくと吸われる心地ここちよさに負けてしまいそうになりながら、唇が離れたところで、またしゃべり始める。

「……っふ、あ、の、ですね……、そういえば先日、ジェリオ殿下はリュクの絵に興味を示しておいででした」

「ほう」

　カシュヴァーンは短くうなずいたきり、それ以上の反応を示さない。切れ長の瞳だけがじっと、獲え物ものを狙ねらう肉にく食しよく獣じゆうのまなざしを妻に注そそいでいるだけだ。

　かえって居心地の悪さを覚えたが、今さら止める訳にもいかない。弾だん幕まく代わりの話題を、ひたすら提供し続けるしかない。

「リュクってば、私の誕生日に仕上げると言っていた絵も、いつものように間に合っていないのでしょう？　ですから、いっそのこと、リュクごとジェリオ殿下に売ってしまうのはどうでしょう？」

「ほう」

　締め切りに間に合わせる才能だけが足りない絵師のリュクは、今もライセンの屋敷で必死に絵を描いているはずだ。カシュヴァーンが側にいないので本当に描いているのか怪あやしいものであるが、主の期待に背そむけばどうなるか、楽天主義者の彼もそろそろ学習しているはずである。

　学習していないのなら、いっそジェリオに、というのはなかなかいい案だと思っていた。しかし生あい憎にくと肝かん心じんのカシュヴァーンにあまり心動かされた様子がないので、リュクを使っての時間稼ぎは諦めたほうがよさそうだ。

「あ、のその、絵、絵といえばですね、トレイスの絵のことなのですけど。ガーゼット侯こう爵しやく様も認めたあの腕前は、もっと世の中に知られるべきだと思いますの!!」

「ほう」

「カシュヴァーン様もご存じのとおり、トレイスはかなりシャンテ様のことが気になっているようですわ。ですけどシャンテ様は、ラグラドールの傭兵団長……すでにたくさんの少年たちという愛人を抱かかえる身です。彼らも含めて養うためには、相当な収入が必要ですわ。もちろんライセン家の執しつ事じの待たい遇ぐうは、悪くは……ふ、んぅ」

　けなげな抵抗は、またしても唇で強制終了させられてしまう。妻の口の中をたっぷりと愛した舌を引き抜いたカシュヴァーンは、濡ぬれた唇をぺろりと舐め上げて話題を変えた。

「なあ、アリシア。来年にはルアークも三歳になるだろう？」

「は、はい……」

　機械的な相槌を打つ妻の潤うるんだ眼を覗き込み、カシュヴァーンは極上の笑みを浮かべた。

「なら、早くあいつのお姫様を用意してやらないと、年齢差が開く一方だ。世の中レネみたいな物好きばかりじゃない。おっさんだからという理由で、あえなくふられてしまう可能性もあるんだからな」

　代替手段のない理由を突きつける口調は抑よく制せいが利いているが、瞳にこもった熱がそれを裏切っている。

「お前だって、可愛い『息子』にはすてきな贈り物をしたいだろう？　俺も同感だ。さあ、がんばろうぜ、奥様」

　香辛料の中には、精力剤としての効能がある物もある。遅まきながら思い出した知識はすべて、情熱の波に飲み込まれていった。











終章　過去は復讐する






　青々とした草原が春の日差しを受けて金色に光っている。

　西のレイデン、あるいは南のフェイトリンに近い気候を持つオーデル地方だ。肥ひ沃よくな土地に萌もえ立つ緑の化け粧しようを施ほどこしたこの場所は、美しい景色と名家オーデル家の領地であるため、高貴な人々の保養地としても有名である。

　レイデンとアズベルグの間は山さん脈みやくの区切りがあるが、オーデルとアズベルグを区切るのは広い森と巨大な川だ。年中湿しめったアズベルグから流れ出た水流が、オーデルの地を飾る植物を育てるのだから皮肉なことである。

「素晴らしいわ……土地全体から、お金の匂いがぷんぷんする……」

　自然の区切りがあるとはいえ、アズベルグと領地を接しているとは思えぬ光景を馬車の窓から眺め、アリシアの興奮は収まらない。

　思えばオーデル地方に足を踏ふみ入れるのも初めてだ。振り返ればジスカルド・オーデル侯こう爵しやくとの付き合いも長くなった。彼との因いん縁ねんは、実はアリシアの最初の結婚の時から生じていたと後で知って驚いたものだ。

　エリクス・バスツール伯はく爵しやくの儚はかない微笑ほほえみにまで思い出は連れん鎖さし、切ない気持ちになっているアリシアの向かい側で、ゼオが御ぎよ者しやを務つとめるトレイスに指示を出す。

「ああ、その森の奥だ。手前に見張りの兵士がいるが、ジスカルド義あ兄に上うえから話は通してあるんだろう？　そのまま通過できる」

　ゼオに戻った彼の言うとおり、こんもりとした小さな森の正面にやけに物々しく武ぶ装そうをした兵士たちが控ひかえている。だがライセン家の紋もん章しようを認めると、隊長と思おぼしき風格のある男がさっと頭を下げた。

　兵士たちの横を通り過ぎた馬車は、そのまま森の中へと入っていく。ライセン家を取り囲む黒い森と違い、暗い雰ふん囲い気きはないが、密集した木々が森の外の景色を巧こう妙みように覆おおい隠していた。つまりは外からも、内部の状況が覗のぞけない。

「オーデル地方の高級保養地、その中でも王家以外は知らない隠し屋や敷しきか。ディネロでも見つからん訳だ。王宮との連絡を絶たったのは、このためでもあったんだな」

　口の端はしを曲げたカシュヴァーンが恨うらみ節ぶしを漏もらしたが、ゼオは素知らぬ顔である。

「他国の王おう妃ひと王子を、あばら屋へ押し込んでおく訳にはいかないだろう？　ほら、見えてきたぞ」

「まあ、一見ちんまりとしていながら、その実お金のかかっていることは歴然としている、すてきなお屋敷！」

　緑の森の狭はざ間まに顔を出した、赤い煉れん瓦が作りの屋敷を認めてアリシアは弾はずんだ声を上げた。まだかなり距離はあるのだが、金目のものに関しては彼女の視力は跳はね上がる。

　シルディーン王宮自じ慢まんの図書館と似た作りなのは、建築家が同じなのかもしれない。図書館よりは一回りも二回りも小さい、貴族の屋敷としてはこぢんまりとした規き模ぼだが、木々にそっと隠れるような佇たたずまいは愛らしかった。

「この可か愛わいらしいお屋敷の周りに、あえて人を転がすあたりに、遊び心を感じますわね……」

「……ちょっと待って、アリシア。様子がおかしいよ」

　単純に眼のいいルアークが、低い声を出した。

「トレイスさん、馬車を停めて。俺が様子を見てくる!!」

　言うなり、ルアークの姿はアリシアの隣から消えた。同時にカシュヴァーンがゼオの胸むな倉ぐらを摑つかみ、壁に押しつけるようにしてアリシアから遠ざける。

「ゼオ、貴様……！」

「……はは。馬ば鹿かだな、カーシュ。俺を信じるなんて」

　ぎりぎりと喉のどを締め上げられながらも減らず口を叩たたくゼオであったが、アリシアと眼が合った瞬しゆん間かん、ふっとため息をつくように笑った。

「……なーんてな」

　首を圧あつ迫ぱくされながら、器用に肩かたを竦すくめてみせる。

「冗じよう談だんだ。さすがの俺も、これはちょっと、笑えないぜ」

「……本当にね」

　停止した馬車のすぐ側そばに立っていたルアークも同意した。いつも飄ひよう々ひようとした二人の顔は、珍めずらしく微び妙みように引きつっている。

「ルアーク、妃ひ殿でん下かとユベル王子は？」

　ゼオを解放したカシュヴァーンも緊張をみなぎらせながら尋たずねた。二人の反応で大体返事は分かっているが、確かめない訳にもいかない。

「だめだね。屋敷の中にはもちろん、近くにもいない」

「証言できそうな人間は」

「いない。召めし使つかいも兵士も、全部殺されてる」

　鮮あざやかな緑に満ちた森の中、転がる死体を見るルアークの眼は暗殺者のそれだ。針に似た特有の武器を握にぎったまま、油断なくあたりに気を配っている。

「森の外の兵士たちもぐるだと思うか？」

「どうかな。死体はまだ新しいよ。気候がいいから腐ふ敗はいの進みは早いけど、まだ数日ってところだと思う」

「虫の湧わき具合などで分かるのよね！」

　思わず口を出してしまったアリシアは、しゅんと肩を落とした。

「……ごめんなさい」

「気にするな、アリシア。コゼットのように気絶されるよりは、頼りになる。コゼットもだいぶしっかりはしてきたがな……」

　気が逸それそうになったカシュヴァーンだが、即座に思考を切り替えた。皮ひ膚ふの下まで見通すような眼でゼオを睨にらむと、

「俺の見たところ、森の外の兵士たちは本物の王家直属の兵士だろう。適当な王族の名を使い、貴人を秘ひ密みつ裏りに逗とう留りゆうさせるなどと言って、そのまま周辺警けい護ごをさせていた。正体がばれないよう、森の中には入らせなかった。違うか？」

「元々ここは、やんごとなき御お方かたが遊び相手と短い恋を過ごすためによく使われていた場所だったからな。たとえば、俺の母親とか」

　王宮に仕えるメイドだった母ファネリーの話を持ち出す時も、ゼオの態度に変化はない。あべこべにカシュヴァーンの瞳ひとみに苦みが混じる様を薄く笑って、

「素す姓じようの分からない女をいきなり連れ込んだところで、しかるべき筋からの紹しよう介かいなら見み逃のがす。そういう訓練を受けている連中さ。子供まで一緒ということには、内心驚いていたかもしれないが。まあ、そういう趣しゆ向こうも貴族では当たり前むぐ」

　ぺらぺらと、聞いていないことまで吐き出す口をカシュヴァーンは手で押さえつけた。

「もういい、よく分かった。つまりは、外の兵士たちも貴様も、この事態には関与していないということだな」

　ゼオの口を押さえていた手を、今度は自分の額ひたいに当てた。苦りきったため息が漏れる。

「……『残ざん虐ぎやく王おう』か」

　この場で一番聞きたくなかった名だ。死体の時間経過による変へん貌ぼうを記した本なら嬉き々きとして読めるアリシアであるが、カシュヴァーンの心境を思うと二重の意味で胸が締めつけられる。

「シルディーンにて姿を消した妻子が、殺害される……邪じや魔まな妻子を始末できるだけでなく、宣戦布告の材料にもできるという訳か……？」

「今まで何も言ってこなかったのも、この結末のためってこと？　一応の筋は通るけどね」

　物もの憂うげにつぶやいたルアークが、馬車を庇かばうようにして構えた。

「誰か来るよ。知らない人。アリシア、頭を下げて！　トレイスさん、俺が合図したら、すぐ出して」

「わ、分かった!!」

　硬かたい表情で御者席に座っていたトレイスが、手た綱づなをさらに強く握り締めた。

「カーシュ、俺には武器がないんだから、ちゃんと守ってくれよ？」

　茶化すゼオをひと睨みしたカシュヴァーンは、不意に笑って手を伸ばし、彼の頭をわしゃわしゃと撫なでる。

「ああ、もちろんだ。友達だものな、俺たちは」

「俺の友達はひとりだけだと、言っただろう」

　からかわれるのに慣れていないため、ぶっきらぼうになるゼオは「俺の認識は別だ」と受け流しつつ、窓の外へと眼を向ける。森の入り口から、数すう騎きの騎馬兵が駆かけてきた。

　差し当たって矢を射いかけてくる様子はない。オーデル家の紋章が鞍くらにはっきりと縫い取られているのを見たカシュヴァーンは、警けい戒かいを残しつつ馬車を降りた。

「ライセン強きよう公こう爵しやく閣かつ下かですね！」

　カシュヴァーンの顔を見た騎兵の厳しい顔が安あん堵どに緩ゆるむ。

「そうだが、貴殿は？」

「オーデル侯爵にお仕えする者です。今この時、あなた方がこちらにいらしているのも、何かの縁えん。どうか力をお貸し下さい!!」

　この森へ入る許可を得るため、カシュヴァーンはオーデル家へ連絡していた。つまりはカシュヴァーンたちがここにいることを見越して、やって来たらしい。

　プレアーナたちの件は、確実にその身柄を押さえるまでは無む闇やみに話さないほうがいい。そのため理由は言えないが早急に立ち入り許可をと願い、あっさり受け入れてくれたのは、昔と違って領主同士の仲が改善されているからである。

　召使いはすべて自分で面接をする、と豪ごう語ごしていたジスカルドの部下だ。優秀なのは間違いない。主あるじの兄あに弟で子しが秘密裏に事を運ぼうとしているところへ踏み入ってきたのは、過去の遺い恨こんのせいではなく、のっぴきならない事情ができたからだ。

「クルセージュとラグラドールの境界で武力衝しよう突とつが勃ぼつ発ぱつしました……!!　我らがオーデルの領土にも被害が出ております。王宮にも知らせを送っておりますが、両者の勢いは強く、下へ手たをするとアズベルグにも波は及きゆうするやもしれません。ご無礼は承知の上ですが、至急援えん軍ぐんを出していただけませんか!!」

　決死の形ぎよう相そうによる訴うつたえを聞いて、アリシアもカシュヴァーンもルアークもトレイスもゼオも、揃そろって丸く眼を見開いた。








終













あとがき






　久々にゴールデンウィーク進行を恨うらみながらこんにちは、小お野の上がみ明めい夜やと申します。シリーズ二十一作目、『死神姫の再婚　─禁断の奇き跡せきの王者─』を読んでいただきましてありがとうございました!!







　前巻でマルグレート三王子が全て出で揃そろったと思ったら、どこかに行ったはずの怪かい物ぶつ王子様が急きゆう遽きよ帰ってきてしまいました。死神姫の歴代悪役というと最初はユーラン、途中からジスカルドも参加しましたが、もっとも悪役らしい悪役はゼオルディスかなと思っております。

　クルセージュ編からの悪役はジェリオにバトンタッチしておりますが、やはり商人という特性上、怖さの種類というか格が違う感じは否いなめなかったですね。個人的にはこの小物ぶりが割と好きなキャラなので、今巻で少しは見る眼が変わるといいな、と願っております。







　そんなジェリオが今回押し売りしてくる「奇跡」は惚ほれ薬ですが、それによって久しぶりに嫉しつ妬とするアリシアを書けて新しん鮮せんな気持ちです。カシュヴァーンも最近は結構どっしり構えていたので、同じく嫉妬するところを書けてよかったです。作中でも言っていますが、嫉妬は恋愛の香辛料ですからね！　本物の香辛料？　も食べさせられておりますが、本人たちは幸せそうなのでいいかなと思っております。

　主役夫婦以外のカップルたちは、安定したところもあれば、波乱含みのところもあって様々です。突き放されて悩むトレイスと、進展を焦あせるレネが今作のポイントでしょうか。できればみんな、幸せになってほしいとは思っています。







　前巻よりイラストを担当して下さった冨ふ士じ原わら良りようさん。今回も鮮あざやかな色合いが眼を惹ひく表紙と、端正なイラストをありがとうございました!!　コミカライズもお願いしていた方だと、やっぱり安心してお任せできますね。

　閲えつ覧らん無料のＷｅｂコミック「花LaLa online」にて連れん載さいしていた「死神姫の再婚　─薔ば薇ら園えんの時計公こう爵しやく─」もめでたく大団円を迎むかえ、この巻と同時に最終刊が刊行されます。今となってはなつかしい、主役夫婦をはじめとして関係性がぎこちない「死神姫」キャラたちのやり取りを、夏目コウ先生が美び麗れいかつぬくもりに満ちた筆ひつ致ちで描き切って下さいました！　私が原作を担当した描き下ろしなどもございますので、オンラインで読んで下さった方も、ぜひとも書籍を手に取っていただければ幸いです。




「死神姫」自体も次巻でいよいよ最終刊です。気づけばすっかり長期シリーズとなったこの話が終わってしまうのは作者としても寂さびしいのですが、最後までがんばって駆かけ抜けていきたいと思いますので、もう少しお付き合いいただければ幸いです。





二〇十六年四月　　小野上明夜　　　　　　










著

小野上明夜

Meiya Onogami




12月14日生まれの射手座のＯ型。

惚れ薬というネタは、乙女小説における禁断の手であると同時に、あり得ない奇跡の演出もしてくれる諸刃の剣だと思うのですが、「死神姫」自体ヒロインが再婚である時点で禁断のネタとかどうとか言ってる場合か、とセルフツッコミしてます。

ブログ「空のお城」

http://onogami.blog103.fc2.com/










イラスト

冨士原良

Ryo Fujiwara




年明けに新しいカメラを買ったのですがあまり使う機会もないまま、また新しいカメラが欲しくなってきました。

物欲を満たしたいだけなのかと自分に問いかける毎日です。



















イラスト／冨士原良

キャラクター原案／岸田メル

デザイン／しいばみつお（伸童舎）












電子版　ビーズログ文庫







死しに神がみ姫ひめの再さい婚こん




─禁きん断だんの奇き跡せきの王おう者じや─








小お野の上がみ明めい夜や
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2016年9月15日　発行
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本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ビーズログ文庫『死神姫の再婚─禁断の奇跡の王者─』

2016年5月26日初版発行





発行人　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

0570-060-555（ナビダイヤル）

受付時間　12:00～17:00（土日 祝日 年末年始を除く）

編集企画　ビーズログ文庫編集部

http://www.kadokawa.co.jp/
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